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藤原宮西北官衝地区

周辺でのこれまでの調査何

様、藤原宮期の遺櫛は希薄

である。むしろ特徴的なの

は平安時代末から鎌倉時代

の遺櫛で、なかでも石組井

戸の数の多さが日を引く。

これらの井戸は、迦常の生

活用というより、何らかの

生業用とみられる。北上空

から。本文4頁参照（撮影／中

村一郎）

藤原宮西面大垣

純手池の護岸改修に伴って

凹而大垣の調在を行い、掘

立柱穴列を雌認した。柱穴

の底には根固めの石や礎板

が残っていた。調在区南端

に西而南門がかかるが、既

に削平を受け、狼跡を残し

ていない。北から。本文１０

頁参照（撮影／井上直夫）

藤原宮と藤原京の調査

西一坊坊間路と右京八条一坊

西一坊坊間路の東西両側識を検出した。道路の西には、右京八条一坊ＩｉＩｉ

北坪の宅地が広がり、東辺と北辺の区画塀や建物がみつかった。背後に

畝傍山がみえる。東から。本文14頁参照（撮影／井上直夫）

奈文研年報1999-ⅡＺ



飛鳥池遺跡の調査

２奈文研年蝿〃１９９９－１１

飛鳥池遺跡

第93次調推は、飛烏池工

場跡の''1央部にあたる。

調在区中央の３条の東西

塀で、南北に分かれる椛

造が明かになった。塀の

南側では、谷の中央には

炭を主体とする工腸廃棄

物屑が分厚く堆枇し、両

岸で工腸が営まれていた。

北上空から。本文33頁参照

(掻影／中村一郎）

目ＪつJ，グ8Ｊ

３条の塀のi)Ii側には、石

敷の井戸がある。北辺が

長い台形で、石を硫み上

げて周壁をつくる。北西

隅に階段が残る。井戸の

周りに石を敷き並べ、周

囲に識を巡らせ、南東隅

から排水していた。北か

ら。本文33頁参照（撮影／

井上直夫）
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奈文研年報１９９９－１１３

飛
木
具
房
で

飛鳥池瓦窯

飛鳥池工房の一画に設けられた瓦

窯。審窯であるが、焼成部は削平

され、燃焼部が残る。飛鳥寺東南

禅院へ瓦を供給した。樹木銭出土

土1Ｗの年代の決め手となった。西

から。本文33頁参照（撮影／井上直

夫）

堰の断而が一致し、成分も同一で、

富本銭の鋳神と判断した。本文３３

頁参照（撮影／井上直夫）



飛鳥寺と吉備池廃寺の調査

ご勺Ｌｰで‐

一星守

４奈文研年報／1999-11

飛鳥寺南面大垣と外周道路

飛鳥寺南而束半の大垣を検出した。猟泣柱塀

で、縁石を備えた雅聴が伴う。大垣外は外周

道路となり、南側の側満まで幅約9.5ｍ・一部

に石敷きがあり、ここに門を開くのであろう

か。南には前年度細在した下層の石列がみえ

る。東から。本文23頁参照（撮影／井上直夫）

ロⅢ旧ﾉ出ｊ元定rULﾉl黍｣坦l旦胆l》

石組灘と石抜取跡がみえる業掘榔とのlHjが南

面回廊。削平が許しい。回廊は塔一金燈中軸

線を越えて東に延び、ここには中門は開かな

い。後に素掘渉の下で足場穴を倹州し、IpI廊

未完成説は否定された。西から。本文65頁参

照（撮影／井上直夫）



目次

Ｉ藤原宮の調査
lJIi北官術地区の調査第94次

西面南門・大坑の調査第96次

Ⅱ藤原京の調査
藤原京右京八条一坊の調査第90次

Ⅲ飛,烏地域等の調査
飛鳥寺の調査第91-8次、第97次

飛鳥池遺跡のI淵炎第87次、第93次

飛烏池東方遺跡の調杏第92次・節91-6次

川原寺の調査第91-7次

吉備池廃寺の洲在第95次
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凡例

１本書は､奈良国立文化財研究所飛鳥藤原寓跡発掘調査部が1998年度に実施した藤原宮跡、

藤原京跡および飛鳥地域等の発掘調査の概要報告である。執筆は主として調査担当者が

、ｌ１たり、出土世物については各調査室のメンバーが執筆した。

２発掘調査の呼称は、1997年度より「飛鳥藤原第口次調査」に統一している。

３遺構図に付す座標値は平面i肖角座標系第Ⅳ系により、高さは海抜高で表す。

４遺構には一連の番号を付し、その前に遺椛の種別を示す記号を付した。略称は以下の通

りであるｏＳＡ(築地・塀)、ＳＢ(建物)、ＳＣ(川廊)、ＳＤ(溝)、ＳＥ(井戸)、ＳＦ(道路)、

ＳＧ(池・'刺地)、ＳＫ(土坑)、ＳＳ(足場穴)、ＳＹ(瓦窯)、ＳＸ(その他)。

５藤原宮内の地区区分については、『飛鳥・藤原概報26』(3頁)を参照されたい。

６７世紀代の土器の時期区分は、飛鳥Ｉ～Ｖと表す。詳細は『藤原報告Ⅱ』(92～１００頁）を

参照されたい。

７藤原京の京城については、岸俊男の東西８坊、南北12条説を超えた広がりをもつことが

確実であるが、当初から大きかったのか、後に拡大したものか、逆に縮小したものかと

いった未解決の問題を残し、京極(特に南北）も未確定である。当調査部で実施した本

年度の京内の調査は、従来の岸説藤原京の範囲内に納まるため、調査位置図は岸説藤原

京域をⅢいて表すこととする。

８本報文末収録の調査については、７２頁の「その他の発掘調査概要」を参照されたい。

９年報Ｉの細集は木村勉・深津芳樹．、年報Ⅱの柵集は長尾充、年報Ⅲの編集は金田明大が

担当した。

奈良国立文化財研究所年報1999-Ⅱ

発行日-1999年９月27日

発行一一奈良国立文化財研究所

編集一一奈良刷立文化財研究所飛賜藤原宮跡発掘調査部

〒634-0025柵原市木之本町宮ノ脇94-lTELO744-24-ll22

印刷一間村印刷工業株式会社



87次５AKAJ・Ｈ飛鳥池遺跡97.12.4～98.7J311.900mg明日符村飛.卿花谷浩

小深毅

安田龍太郎

90次５ＡＷＨＪ.Ｋ・Ｑ・Ｒ藤原京右京八条一坊984.7～7.301.200ｍ：概脈市上飛騨町深祁芳樹・

伊藤散太郎

92次５ＡＫＡ｡Ｂ’５AME-E．Ｆ，飛鳥池取方逝跡98.4.7～6.15601㎡明Ｒ呑村飛恥長尾充
５ＢＡＳＭ

９３次５ＡＫＡ.H’５BASN飛鳥池遮跡98.7.6～99.2212.200m童明日番村飛,蝿花谷浩・

巽淳一郎

94次５AJＥＴ藻原宮西北官術地区98.11.20～９９３１７１#300m胃橿原市鯉闇町鈴木悪介・

小野健吉

95次５ADD-T。Ｕ’５ADL.Ｅ吉備池廃寺991.7～‘122７２４，２桜井市吉側西口癖生

96次５AＪＬＣ．，藤原宮西面南門・大垣992.8～3.4204ｍ。概原市剥手町毛利光俊彦

97次５BAS,Ｍ飛脚寺東南隅99.3.15～5.7360m寮明ロ香村,飛脚毛利光俊彦

91-2次５B Y D - D ・ Ｌ 山 田 寺 ９ ８ ４ １ ．１６１１ｍ：桜井市山田伊藤敬太郎

91.3次５AJC-L藤原京左京五条三坊98421～4.22３０㎡悩原市下八釣町安田前太郎

91-4次５BOQ・Ｌ奥山久米寺98.5.19～5.20８，２明ロ寄付奥山水戸部秀樹

91.5次５BYD-M山田が98.521１ｍ箸桜井市山田、福涼

91.6次５AKA.Ａ・Ｂ飛，鮎池東方辿跡98.6.18～6.29111ｍ雪明ロ将付飛脚長尾光

91-7次５BKH､Ａ川臓寺98.624～723126ｍ賢明日呑村川ﾙ;《鈴木恵介

91-8次５AMD-Ｎ飛脚寺北而大垣98.7.6～729６５m零明日香村飛脚花谷浩

91-9次５AJPJ藤原京左京一条一坊９師‘2１８m雪悩原市醍醐町島田敏男

91-10次５AＪＲＪ藤原京左束一条一坊９８８．１９８m：悩原市醍開町水戸部秀樹

91-11次５AJL-E・Ｆ藤､;輔西而内泳98.93７７m箸柵IjI姉凹分町水戸部秀樹

91.12次 ５BYD,Ｍ山川寺98.9.2 5１ｍ雪桜井市山Ⅲ水戸部秀樹

91-13次５ＡＫＡ－Ｃ飛脚池逝跡９８．１１．１７２，２明日秀村飛.lf6111柵涼

91-14次５BAS・Ｍ飛鳥池遮跡98.11.1 9 ３ ５ ｍ 賢 明 日 符 村 飛 . 偽 奨 尼 充

91.15次５AJE､Ｓ藤原宮内襲西宮栃地区98.12.16～12.17１２㎡概原市醍醐町小沸殻

91-16次５AJM-A藤服富四面内糠99217～2.18４ｍｇ梱原市四分町水戸部秀樹

91-17次５BAS､Ｍ飛鳥寺東南隅98.10 . 2 1 ５ ， ２ 明 日 香 村 飛 偽 小 深 殻
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IExcavationsatthe助加”"PalaceSite
。Excavationinthenorthwestareaofgovemmentoffices;No.９４

。ExcavationofthesoutherngateandwallonthewestemsideofthepalaceprecincbNo､９６

ⅡExcavationattheH伽”aCapitalSite
oExcavationinWestFirstwardonEighthstreet;No.9０

ⅢExcavationsintheAs"kaareaandelseWhere

oExcavationsattheAs"kn-血mTempleSite;No.91-8,97
．ExcavationsattheAsIJkn-ikESite;No.87,93

。ExcavationstotheeastoftheAs肋-i舵Site;No.92,91-6

．ExcavationattheKnz叩加、-血mTempleSite；No.91-7

．ExcavationattheK肋i-ikETempleSite;No.９５
。Otherexcavations

表11998年度飛鳥藤原宮跡発掘調査部発堀調査・立会調査一覧

調査次数調査地区遺跡調査期間面積調査地担当者調音蓉閃 掲城頁

市営住宅地造成

万葉ミュージアム建設

万業ミュージァム建設

閥公公民航遮設

ＡＮＮＵＡＬＢＵＬＬＥＴＩＮ

ｏｆＮａｒａＮａｔｉｏｎａｌＣｕlturalPropertiesResearchlnstitute
l999-Ⅱ

万業ミュージァム建設 ２６～隠秘

１４～17

53～６１

３３～5２

４～９

学術洲猫

縄手池渡岸改修

万菜ミュージアム建設

史跡整側・立会

住宅述設

佐宅述股

史跡韮側・立会

万難ミュージアム建設・立会

共同群埋股

住宅述溌

道路拡棚（165号熱）

道鮎側榔付砕（165号線）

史跡確伽・立会

史跡錐側・立会

吉野川分水・立会

万紫ミュージアム延設・立会

住宅巡股

史跡蕊備・立会

万紫ミュージアム建設・立会
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◆西司◆西北官禰地区の調査一第94次

１ はじ めに

この調査は、公民館建設に先立ち、橘原市醍醐町で実

施したものである。調査面積は1,260㎡、調査期間は、

1998年11月20Ｒから1999年３月17日であった。

本調査区は藤原宮西北官衝地区にあたるが、これまで

の周辺での調査では藤原宮期の遺構はあまり検出されて

おらず、むしろ平安時代末から鎌倉時代にかけての遺構

が多く検出されている。したがって、本調査でも、藤原

宮期の遺構の確認とともに、平安時代末から鎌倉時代の

遺構の確認を視野に入れた。

本調査区の基本層序は、上から新旧２時期の耕土、茶

灰色砂質土、灰褐色砂質土（遺物を含む)、黄灰褐色粘質

土または微砂（耕作溝検出可能面）と続き、その下に暗

褐色粘質土および暗茶褐色砂質土がある。遺構検出は、

おおむね暗褐色粘質土および暗茶褐色砂質土で行い、そ

の標高は66.9～67.0ｍである。

２ 検 出 遺 構

本調査区（図３）で検出した遺構は、弥生時代～古墳

時代、藤原宮期、平安時代末～鎌倉時代のおおむね３つ

の時代のものに分けられ、このうち平安時代末から鎌倉

時代の遺構の密度が最も高い。以下、各時代の遺構をと

りまとめておく。なお、遺構の時期は、基本的に出土遺

物から推定した。

弥生時代～古墳時代の遺構

調査区の東部で南南東から北北西の方向に流れる弥生

H=67.0ｍ（E】

時代後期後半～古墳時代の流路（図２）を検出、また、

調査区南東部で東西方向の流路を検出した。

ＳＤＢＢｇＯＳＤ８８９１とSD8892に先行する南南東から北北

西の方向の流路。底部付近には砂層が見られ、水が流れ

ていた状況を示している。弥生時代後期後半の土器が出

土しており、この時期に機能していたものと見られる。

もともと調査区北部では広がっていたこの流路が徐々に

埋まって、ＳＤ８８９１とSD8892のかたちとなり、さらに

SD8891が簸後まで流路としての姿を保ったのであろう。

ＳＤＢＢｇｌＳＤ８８９０の東部を踏襲した流路。延長約25ｍ

を検出し、幅２～４ｍの屈曲した形状であるが、堆積土

は、粘土ないし粘質土であり、比較的滞水していた状態

が推定できる。出土する土器は恭本的には布留式のもの

であり、この流路が古墳時代初頭まで存続していたこと

がわかる。

ＳＤＢＢｇ２ＳＤ８８９０の西部を踏襲した流路。幅１～２ｍ

で延長10,分を検出した。布留式もわずかに混じるもの

の庄内式の土器が多数を占めていることから、SD8890が

徐々に埋まった後SD8891と併存し、その後SD8891より

も早い時期、おおむね弥生時代終末期に埋まったものと

見られるｏ

ＳＤＢＢｇ３東からSD8891に流れ込んでいたと見られる

浅い流路。

SDBBg5幅２～３ｍで延長８ｍを検出した東西方向の

流路。北側にやや溢れた状況が見られ、西端で南に折れ

曲がる模様。人工的な溝の可能性があり、時期は弥生時

代ないしは細文時代にさかのぼる可能性もある。

(Ｗ】

塵画lSD8892

図２ＳＤＢＢｇＯ・８８９１．８８９２断面図１：６０

４奈文研年報／1999-Ⅱ
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平安時代末～鎌倉時代の遺構

平安時代末～鎌倉時代(12～13世紀前後)のものと考え

られる遺構として、調査区東部と南部を除いた各部で検

出した10基の井戸、同南西部の３棟の建物、同北西部の

１棟の建物などがある。なお、本調査区の南方約50ｍの

第75-12次調査で検出した環濠の一部と見られる南北溝

は本調査区までは延びていないことを確認した。

ＳＥ８８９６１．７×1.4ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた井戸。曲物内に石が投棄されており、曲物

上部に石組が組まれていたと見られる。なお、曲物に

SE8897を起点とする竹管が連結しており、併存していた

ことがわかる。

ＳＥＢＢｇ７２２×1.9ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた井戸。曲物周辺に石の投棄があり、曲物上

部に石組を備えていたと見られるｏ

ＳＥＢＢｇＢ底に曲物を据えた石組の井戸。

ＳＥ８９０７１．８×1.5ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

４’ ム

図４４基まとまった井戸SE8gO8ほか・北から

５０ｍ'０
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藤原宮期の遺構

藤原宮期または藤原宮に先行する条坊の時期と推定で

きる遺構として、洲査区中央北寄りで大きな土坑、同中

央南寄りから両部にかけてで３棟の建物を検出した。

ＳＫ８９０１長径3.0ｍ、短径2.5ｍ、深さ1.0ｍの楕円形の

土坑。井戸の可能性もある。飛鳥Ｖの土器が出土してお

り、確実に藤原宮期の遺構である。

ＳＢＢ８ｇｇ桁行２間（柱間2.2ｍ)、梁間２間（同1.6ｍ）

の掘立柱南北棟建物。柱穴から飛鳥ⅣまたはＶの土師器

が出土した。

ＳＢＢｇＯＯＳＢ８８９９と全く同規模・同形式の建物。

SB8899と東西方向にはわずかにずれているが、約４ｍ北

に平行して建っており、同時期に併存していたものと見

られる。

ＳＢＢｇｌＯ桁行５間（柱間1.75ｍ）以上、梁間２間（同

1.8ｍ）の掘立柱東西棟建物。飛鳥ⅣまたはＶの土師器が

出土。
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を据えた石組の井戸。なお、この井戸とＳＥ８９０８．

SE8913．SE8914の４基の井戸は、３ｍ111方の範囲に隣接

して掘られている（図４)。

ＳＥ８９０８１．８×1.5ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

を据えた石組の井戸。曲物の直径は40ｃｍで、曲物の天端

周囲を平坦にならして平瓦をドーナツ状に敷き詰め、そ

こから10～30ｃｍの石を用いて円形の石組(残存高90cm）

を組むという造りは、今川検出した井戸の中では鮫もて

いねいで、残存状況も良好である（図６)。

ＳＥ８９１３１．５×1.5ｍの隅丸方形の掘形を持ち、底に曲

物を据えた石組の井戸。

ＳＥ８９１４１．３×1.1ｍの不整円形の掘形を持つ井戸。石

組や曲物は残存しない。

ＳＥＢｇｌｇ直径1.6ｍの円形の掘形を持つ石組の井戸。底に

大埜の石が投棄されており、曲物は確認できなかった。

ＳＥ８９２０１．０×0.7ｍの隅丸長方形の掘形を持ち、底に

曲物を据えた小規模な井戸。

ＳＥ８９２１１．７×1.3ｍの楕円形の掘形を持ち、底に曲物

を据えた井戸（図５）。1111物は直径38ｃｍ高さ27～28cmの

ものを３段龍ね、その上に直径50cm商さ13ｃｍのものを据

えている。その上部の桃造は、石組を備えた痕跡がない

ことから、木組の枠が考えられる。

ＳＢＢｇＯ３桁行3間(柱間2.4ｍ)、梁間２間（同1.7ｍ）の

掘立柱東西棟建物。この建物とSB8911・SB8915は平面

が重なることから時期を違えて建っていたものである。

ＳＢＢｇｌｌ桁行3間（柱間2.0ｍ)、梁間２間（同1.7ｍ）

に西庇のついた掘立柱南北棟建物。

ＳＢＢｇｌ５桁行3間（柱間2.4ｍ)、梁間２間（同2.3ｍ）

の掘立柱南北棟建物。柱穴の一つから10仙紀以降の土師

器が出土しており、平安時代中期頃にさかのぼることも

考えられる。

ＳＢＢｇｌ６桁行3間（柱間2.3ｍ)、梁間２間（同1.75ｍ）

の掘立柱東西棟建物。SE8921に先行するものである。

ＳＡＢｇＯ５南北塀。３間（柱間1.4ｍ）分を検出。４基の

井戸（SE8907・ＳＥ8908．ＳＥ8913・ＳＥ8914）の束に接し

て作られている。SA8906とは連続する時期に作られたも

のと見られる（前後関係は不明)。

ＳＡＢｇＯＳ南北塀。４間（柱間1.3ｍ）分を検出。

このほか、SK8902、SK8904、SK8918の隅丸方形の-ｔ

坑は、土取りの跡または井戸を掘りかけてやめた跡と見

られる。また、調査区中央から北西部で検出した小穴の多

数から瓦器が出・上しており、この時期のものと見られる。

これらの大半は、小規模な建物や塀の柱穴であったもの

であろう。

その他の時期・時期不明の遺椛

その他の時期および時期の確定できない遺碓は以下の

通りである。

ＳＥＢｇｌ７調査区南西部で検出した井戸。直径2.8ｍの円

形掘形を持ち、一辺1.4ｍの縦板組みの枠を据える。出土

遺物から近世のものである。

ＳＡＢｇ２２調盃区西北部で３間（柱間1.9ｍ）分検出し

た南北塀。検出而が高く、近吐以降のものと見られる。

ＳＸＢＢｇ４調盗区北東部SD8891の埋土上で検出した一

辺90ｃｍの方形掘形を持つ単独の柱穴。対応する柱穴がな

く、性格は不明。形状から見て藤原宮期のものの可能性

もある。

ＳＸＢｇＯｇ洲在区南端部中央部付近で検出した炉｡わず

かに焼土を残すのみで詳細は不明。すぐ西にも焼土範囲

があり、これも炉と見られる。時期不明。

ＳＸＢｇｌ２調査区中央部付近で検出した炉｡地面を浅く

掘りくぼめた1.0×0.7ｍの桁円形の底を残すのみで上部構

造は不明。

ＳＡＢｇ２３Ｉ淵査区北東部で３間（柱間2.25ｍ）分検出し

た東西塀。時期不明。（小野健吉）

３出土遺物

出土遺物は以下の通り◎

土器純文時代から鎌倉時代にいたる時期の土器が出土

している（図７)。

調在区内で検出された遺構には伴わないが、後期細文

土器が出土している（１～４)。

SD8890、SD8891、SD8892からは、弥生時代後半から

布留式にかけての土器が出土した。特にSD8890では弥生

時代後期の商坪、難、壷が中心であり、SD8892では庄内

式の高坪、艶、壷が、SD8891では布留式の難と壷が多数

を占める。

SK8901から藤原宮期の｡ｋ器がまとまって出土してい

る。土師器坪Ａ、坪Ｂ(6)、坪Ｃ(5)、坪Ｈ、蕊(7)、

鍋、須恵器蓋(8)、坪Ａ（９．１０)、平瓶、認、鉢Ａ（11）

がある。坪Ａ（９）と鉢Ａ（１１）には内面に漆が付蒜して

奈文研年報／1999-Ⅱ７
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図７第94次調査出士士塞１：４

本調査区で検出した遺構のうち、藤原宮期と確定でき

るのは土坑SK8910だけであり、宮に先行する条坊の時期

(天武朝）の可能性のある３棟の建物（SB8899･SB8900・

SB8910)を含めても、藤原宮期の遺構は希薄である。こ
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１２世紀後半から13世紀ごろに位置づけられる土器は、

おもに井戸から出土している（１２～20)。器種は、瓦器

椀（１２～１５)、土師器小皿・皿（１６～１８)、瓦器羽釜

(１９．２０)、摺鉢である。

瓦軒丸瓦は6273C、6274Ａb、6275Ａ、6279B各１点、

軒平瓦は6641Ｃ、6643Ａaが各３点、6641Ｅ、6643Ｃ、

6646Ａ、6641,6646各1点がある。丸瓦は54点、１３kg、平

瓦が164点、31.8kg出土した。その他、礎斗瓦、噂、へら

書きのある丸瓦がある。

木製品中世の井戸９基で曲物を確認し、そのうち６基

の井戸から遺存状態の良好であったものを中心に計10点

の曲物をとりあげた。（鈴木恵介）
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れまでの周辺の調査でも、藤原宮期の遺構はきわめて希

薄であり、本調査でもその傾向は変わらなかったと言え

よう。その原因として、この一帯で後世に大規模な削平

が行われたことが想定されているが、もともと藤原宮の

なかで空閑地的な部分であった可能性も少なからずある

のではないだろうか。その理由は、高い地下水位に求め

られる。この調査区の東部でも弥生時代後期後半～古墳

時代の流路が南南東から北北西方向に横切り、また平安

時代末～鎌倉時代、さらに近世の井戸が非常に高密度で

検出され、それらが現在でもかなり高い水位を見せてい

る。万葉集の歌からも藤原宮周辺は池や湿地の多い場所

であったことがうかがえるが、そのなかでも標高が低く

地下水位の高い西北部はとくに殿舎建設に適さない場所

だったのであろう（図８)。藤原宮に続く平城宮は奈良山

丘陵南麓の支丘先端部に位置し、二つの尾根と谷からな

る地形に立地するが、水位の高い谷筋には佐紀池・水上

池を築造して、池としており、地形に即した土地利用が

なされている。藤原宮では、存続期間が短かったことも

あって、水位の高い場所でも、そうした圃池築造はなさ
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一筆錘辱旨Ｒ

図Ｂ調査区（矢印）および藤原宮跡両北卜牢から

れず、空閑地的に残されたのではないだろうか。

次に、本調査区が妓も商密度に利川されていた平安時

代末から鎌倉時代の状況を兇ると、〃戸がきわめて多い

ことがその特徴としてあげられる。1,260㎡に10基（近世

の井戸SE8917を除く）、井戸のない東部と南部を除けば

750㎡に10基という高密度になり、しかも隣接して４基あ

るいは２基といった配侭が目をひく。こうしたことから、

これらの井戸は単に通常の生活に供されていたとみるよ

りも、むしろ水を使用する何らかの生業用と考える方が

妥当かもしれない。いずれにせよ、建替えを伴う３棟の

建物等の存在とも祁侯って、この場所で生業を含めた生

活が営まれていたことは確実である。本調査区の南方で

は､これまでの洲在（藤原宮第27-6.63-2.66-3.66-4.

75-12次)で複数の環濠居館の存在が想定されているが、

本I淵査区内には環濠はなかった。しかし、上記のような

生活空間を想定するとき、やはりこの場所も環濠に囲わ

れていた可能性が大きいことが指摘できよう。それが居

館なのか、あるいはもっと広い範朋を含む集落なのかは、

今後の周辺の調査に待ちたい。

（小野健吉）

コラム： あすかふじわら①

1998年度も発掘現場は４班編成で、

調秀を行った。前年度冬班も６川初旬

まで稼働したが、本年度も飛鳥池遺跡

調先貝

※：総担､【１

綱企補助側

,淵在期間と

主な細在

春

※安川龍太郎（考占錐ｌ）

深沸芳樹（考占第１）

腿尼充（逝櫛）

水戸部秀樹

渡遥淳一ｆ（研修）

1998.4.7.～7.31．

第87次（飛脇池逝跡）

簾90次（雌原東和八．一）

第92次（飛烏池火力辿跡）

総括：部長蝋崎ｌＩＹ

をはじめ、璽要逝跡での賢砿な遺榊・

遺物の検出が州次ぎ、名班とも延長戦

を強いられた。なお、第93次調在では

表２１９９B年度現場班編成

瓦窯の調秀のため、凡整理室を中心に

｢飛鳥池瓦窯特別調査班」（1998.11.30

～1999.1.18）が結成された。（Ｎ）

松村

※化谷

烏川

夏

忠１１

沿

敏ﾘ｝

(老IIi第２）

(縁,If節１）

(世柵）

｢】藤敬太郎

Ⅲ 稲 涼（研修）

1998.6.11.～１１．６．

第90次（鵬原京ｲi八・・）

鋪93次（飛鳥池世跡）

秋

※巽涼一郎（過椛）

．､f崎保広（史料）

小郡毅（史料）

鈴木忠介

渡過津ｆ

1998,10.5.～1999.2.21.

節93次（飛恥池遺跡）

鋪9‘1次（藤原常I1Ii北官術）

冬

毛利光俊彦（史料）

※I)iilI蒜生（碁吉第２）

小野他吉（逝椛）

村上陸（考古第２）

Ⅲ 福 涼

1999.1.7.～5.7．

第94次（藤脈宮西北窟術）

第95次（吉備池廃寺）

鋪96次（藤脈宮西而南門）

第97次（飛恥寺）

ｿj:典拠､'1：井上1111:ノミ、’'１村・‐郎／保存科･学：村上隙
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◆西面南門。大垣の調査一第９６次

畦一一

１はじめに

本調査は、特別史跡藤原宮の指定地内にある細手池の

護岸工事に伴う調査である。工事場所は、藤原宮の西面

南門と西面大垣に当たり、これまでの周辺の調査（第３７

次、第58-1次、第83-13次など）によって遺構が残って

いると判断されたところである。

調査区は、縄手池の南半東岸に沿って幅３～４ｍ、全

長約70ｍを設定した。面積は約204㎡、調査期間は1999年

２月８日から３月１日までであった。

調査は池岸に密生した葦を切ることからはじめ、北か

ら南に池の堆積土を順次除去した。池の堆積土は20～

40cmあり、この下は西に向かってかなりの傾斜面となる。

ベースは、弥生時代中・後期の遺物を含む茶褐色粘質土

であり、この上には黄褐色粘質土が部分的に残っていた。

後述する藤原宮西面大垣の柱穴のベースになっているの

で､藤原宮か先行条坊時期の整地土になる可能性がある。

２検出遺構

検出した主な遺構は、藤原宮の西面大垣である掘立柱

塀SA２５８１条、先行条坊の東西溝SD63581条、これらよ

り新しい時期の掘立柱列SXO３．０４の２条である◎他には、

弥生時代の斜行溝ＳＤＯ２１条、土坑ＳＫＯ５１基、縄手池の

護岸のしがらみSXO1や、耕作に伴う東西及び南北方向の

細溝が多数ある。なお、藤原宮の西而南門SB6350の基壇

土は削平され痕跡もなかった。

SA25B藤原宮の西面を画す掘立柱南北塀（西面大垣）

であり、１９間分を検出した。柱間はほぼ2.7ｍ（９尺）等

間である。柱掘形は、一辺1.2～1.5ｍであるが、削平され

ており、残りがいい所でも深さ30～40ｃｍほどであった。

拳大の石を底に入れて根固めとしているものが多く、一

部には人頭大の石や切断した角材（長さ約50cm）を礎板

としていた。後者は南から２本目と５本目の柱穴である。

1０奈文研年報／1999-Ⅱ

角材は幅が33～33.5cm、厚さは19～21clno底の一面のみ

きれいな手斧痕が残る。もとは梁状の建築部材であった

と考えられる。

ＳＤ６Ｂ５Ｂ素掘りの東西溝であるが、池の掘削によって

底が５～10cm残る程度で、西は削平されていた。幅は1.5

～2.0ｍである。遺物も弥生土器や須恵器小片が若干出土

したにすぎない。東の第58-1次北区の調査で検出した先

行条坊の五条大路北側溝の西の続きにあたろう。

ＳＸＯ３．０４藤原宮西面大垣の柱穴と重複するが、これ

より時期が新しい南北方向の小柱穴列２条である。南の

SXO3は６間分あり、総長約11.0ｍ・柱間は1.6～2.4ｍと不

揃いである。柱穴の大きさは20～40cm。おそらく塀であ

ろう。方位は北でやや西に振れる。北のSXO4は２間分あ

り、総長約4.5ｍ・柱間は等間である。柱穴の大きさは、２０

～30cm・建物の西妻の可能性がある。方位は北でやや東

に振れる。

ＳＤＯ２西面南門の推定位侭で検出した素掘りの斜行溝。

北西に流れており、幅は東南部で約１ｍ、深さは0.5ｍで

断面がＶ字状になる。弥生土器小片が出土。藤原宮期の

整地土下にあり、弥生時代の溝と考えられる。

ＳＫＯ５西而大垣の柱穴と重複し、これより古い不整形

な土坑。南北長は約３ｍ、深さは約10cm。弥生時代後期

後葉の土器がかなり出土した。土坑の埋土には比較的多

くの炭が混じっていた。

ＳＸＯ１縄手池の東南で検出した護岸施設。木杭を打っ

て、これに竹を縫うようにからませていた。このしがら

みの裏込めから土器が出土したが、池の削平年代に関わ

る資料はなかった。

３出土遺物

遺構のベースが弥生時代中・後期の遺物包含層である

ために、各所からこの時期の土器が出土した。石包丁７

点、石錐１点も出土。藤原宮期および先行条坊期の土器
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点と、丸・平瓦の小片約400点（約40kg）が主に池堆積土

から出土した。耕作用と思われる細溝からは、平安時代

及び中世の土器が少簸出土。純手池東南隅のしがらみ部

分の池堆職土からは、近世の陶磁類が出土した。
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藤原宮の西面南門SB6350は、礎石据え付けの痕跡だけ

でなく、基聴の地業も全く残っていなかった。だが、西

面大垣の掘立柱穴が、南では途．切れることから、この付

近にあったと推定できる。南の第５８－１次南区の調在でも

同様で、ここでは西而大垣の掘立柱穴が北端で途切れて

いる。今回の調益区で検出した柱穴心と第５８－１次南区

北端の柱穴の柱抜取穴心との距離は30.7～30.8ｍ・

藤原宮で門の規模が判明しているのは､北面中門SB190

(第18次調在）で、桁行５間17尺等間、総長25.2ｍ前後、

梁間２間17尺等間、総長10.1ｍ、門と塀の取り付きは塀

の柱間と等しい９尺である（１尺＝29.7ｃｍ)。西而南門も

北面中門と同規模に復原できる。東而北門（第27次調在）

も北面中門と同規模に復原している。

西面大垣SA258について、礎板の残る南から２番11の

柱穴と根石らしい石の残る北から５番目の柱穴から、柱

間寸法と柱列の方位を算出しておく。前者の推定柱心の

座標値はＸ＝－１６６，８１６．５０，Ｙ＝-17,881.15（妓小計

測単位５ｃｍ、以下同じ)、後者はＸ＝-166,779.00,

Ｙ＝-17,881.45であり、柱間寸法は2.68ｍ､柱列の方位は

Ｎ０度27分30秒Ｗの値を得る。この数値は凹而南門南方

の第10次調査で得られた西而大垣の柱間寸法2.66ｍ，方位

Ｎ０度31分00秒Ｗと近似しており、同時期に計画・施工

されたことを裏付ける。（毛利光俊彦）
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●和同開珠銅銭と伴出した土器 場所は西南坪一町を占めた宅地の西

北部につくられた池状遺構SX385とそ

の北端に設けられた東西方向の排水路

SD384の接点付近で、土器の他に鍛

冶・鋳造・漆工関係巡物、漆塗り刀子

柄などが伴出した。遺構には周辺にあ

った宅地内工房からの廃棄物が捨てら

れたとみられ、条坊施工期から藤原京

廃絶後程ない頃までの遺物が含まれる

ことになる（『藤原概報26』)。

伴出した土器には土師器蓋（１）、杯

Ａ（２～５)、杯Ｃ（６～８)、杯Ｇ（９

～11)、杯Ｈ、大型椀Ｂ（12)、Ⅲ、高

杯、鉢、蕊、鍋(13)、カマド、須恵器

杯Ａ（１８)、杯Ｂ蓋（１９～21)、杯Ｂ

(22～24)、蓋(14)、杯Ｇ（17)、椀Ｂ

(15)、大Ⅲ、鉢、壷、短頚壷(16)、平

瓶、護などがある。これらには飛鳥Ⅳ

の標式責料であるSD1901A例に似たも

のと、飛鳥Ｖの藤原宮東内濠SD2300例

に似たものがあり、飛鳥Ⅳ～Ｖにまた

がる内容を持つ。

器商が低くて外而の磨きが粗略な土

師器杯Ａ（５）や、径高指数19の杯Ｃ

（８）など、飛鳥Ｖでも新しい傾向とみ

えるものがあり、須恵器杯Ｂ蓋に20.

21など内面のかえりのなくなったもの

が多いことが、より新しい段階のもの

が含まれていることを示すであろう。

土師器大型椀Ｂ（１２）は珍しい器種で

あるが、ほぼ同時期の総合工房である

飛鳥池遺跡の土器に類例があり、高台

部はそれで補った。鍋の多様な点、杯

Ｃ、杯Ｇなどに漆が付着し、灯明の跡

がみられることでも、この土器群は飛

鳥池遺跡や藤原宮造営時の運河と目さ

れるSD1901Aでの構成に類似してい

る。富本銭と「古和同」銅銭との関係

を明らかにするためにも、遺構の‘性格

が共通する飛鳥池遺跡及びSD1901A出

土土器等との比較によって飛鳥Ⅳ～Ｖ

の土器の再検討を急ぎたい。（西口毒生）

和同開弥の初鋳は和銅元年（708）と

するのが通説である。平城京へ遷都す

る３年前のことで、藤原宮・京には初

鋳後早くに埋没した和同銭が残された

可能性がある。しかし、それと推定で

きるものは、これまでのところ、東一

坊大路西側溝出土の和同開弥銀銭３枚

のほかわずかで、条坊側満出土の銅銭

は２枚の富本銭だけである。

1995年１月に藤原京右京七条一坊西

南坪から出土した一枚の和同開弥銅銭

はその貴重な例である。和同銭は古銭

研究者が「背広郭」「間縁」と呼んで

｢古和同」とする特徴を持ち、その成分

も、本年報50頁に報告したように西暦

700年までに飛鳥池遺跡で鋳造された樹

本銭や、古銭研究者のいう「不隷開」

古和同銭などと同じく、数％のアンチ

モンが含まれている。

図１１藤原京右京七条一坊西南坪ＳＤＢＢ４・ＳＸ３Ｂ５出十÷窯１：４
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１はじめに

’
一

◆藤原京右京八条一坊の調査一第go次

藤原京期の遺構

西一坊坊間路の両側溝、建物６棟、東西塀５条、南北

塀４条、土坑１基を検出した。

調査区東側で西一坊坊間路SF1732を検出した。東西に

側溝をそなえ、路而幅6.2ｍ、側溝心々 間6.8ｍである。東

側櫛SD415は、調査区の北から１４，分と南端から2.2,分、

西側溝SD420は、北から７，分を確認した。ともに現状

で幅0.7ｍ、深さ0.1ｍ、埋土は黄色粘土である。なお、

SD415の北側には、西に1.2ｍ続く溝SD447があり、この

埋土も黄色粘土であることから、鍵手状に折れ曲がる可

能性もある。

右京八条一坊東北坪の遺構は、束側溝の東4.2ｍに南北

塀SA414がある。柱間は３間（1.8ｍ等間）である。

西北坪については、西一坊坊間路西側溝の西２ｍにあ

る南北塀SA421（柱間2.1ｍ等間）が、坪の東側を画する

塀で、調在区の南北全長にわたって13間分を確認した。

柱掘形は比較的大型で一辺1.2～1.5ｍの方形を呈する。調

査区を拡張して、この北端部で東西塀SA445（柱間2.8ｍ

等間）が西に鍵手状に取り付くのを確かめた。これは坪

の北側を画する塀である。東西塀SA422(柱間2.2～2.7ｍ）

は、SA445がSA421に取り付く柱穴から南、柱間３間分

の位置にある。ただし東端部はSA421に接続せず、５ｍほ

ど離れる。西に７間分を確認したが、その先は伸びない。

調査区西側でSＡ421.445と柱穴の規模がほぼ同じである

南北塀SA441（柱間2.1ｍ等間）を検出した。その東3.9ｍ

に、SA441と柱間のほぼ等しい南北塀SA440がある。坪

東端のSA421からの距離はSA441まで57.7ｍ、SA440まで

53.8ｍである◎

坪内の建物遺構は、中央に２棟の東西棟建物、坪東寄

りと坪西寄りにそれぞれ２棟の南北棟建物を検出してい

る。中央の東西棟建物SB430とSB431は南北に並ぶ。

SB430は桁行６間（2.55ｍ等間)、梁間２間（2.1ｍ等間）

で、棟通りの東から２間目と５間目に柱穴がある。

本調査は、市営住宅の宅地造成に伴う事前調査として

実施したものである。調査地は、藤原京右京八条一坊東

北・西北坪にあたる。

周辺の調査では北隣の右京七条一坊西南坪（第19次調

査『概報７』、第49次調査『概報17』・『藤原京右京七条

一坊西南坪発掘調査報告』1987年）で、坪の中軸線上に

南門、中門、正殿、後殿、後後殿と、東西に脇殿などを整

然と配した一町規模の宅地を確認し、同坪西南隅（第78-

2次調査『概報26j）や七条大路と西一坊大路の交差点位

置（第54-24次調査『概報19』）では、飛鳥川の氾濫を受

け、藤原京期の遺構は削平されていることが確認されて

いる。また東隣の右京八条一坊東北坪（第54-19次調査

『概報19j）では、東側で日高IIi丘陵の制約を受けながら

も、坪の北から1/4の位置に塀、１/3の位置には坪の東西

の中軸線からやや西よりを中軸とした建物など、坪内を

整然と割り付けた形で２時期にわたって建物や塀が存在

したことが判明している。

今回の調査では、このように藤原京域でも調査が比較

的澗密に実施されている地域において、西北坪を斜めに

貫流する飛鳥川がその土地利用に与えた影響の具体像と

坪内の建物群の配列の実態の解明が期待された。なお調

査は東半（４月７日～５月28日）と西半（６月11日～７月

30日）に分けて行った。

２造橋

調査区の基本層序は、上から淡褐色砂（現代盛土)、暗

緑灰色土、牒混褐色土、裸混褐色砂・褐色砂（飛鳥川氾

濫土)、黄白色粘質土（地山）で、喋混褐色砂上面、褐色

砂上面が遺構検出面であった。

検出した主な遺構は、藤原京期に属するものと、中世

に属するものの２期に分かれる。

1４奈文研年報／1999-Ⅱ
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出土遺物は、溝や井戸、柱穴などから出土した土師

器・須忠器・瓦器などの土器と、ごく少埜の瓦である。

ここでは中･世井戸SE442の資料を図示する(図15)。
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戸５基などを検出した。

斜行溝SD444は、調査区の西隅を南東から北西へ流れ

る１２世紀頃の飛鳥川の一部である。幅４ｍ以上、深さ

1.6ｍ以上を確認した。東西溝SD418は調査区の東南隅を

東から四へ流れる。深さ0.2ｍ・時期は、１１世紀末から１２

世紀後半である。南北溝SD424は調査区の中央を南から

北へ流れる。深さ0.2ｍ・時期は12世紀後半である。

土坑SK427.429は、ともに深さ0.3ｍほど◎時期は14世

紀から15世紀頃である。

井戸は、調査区の東から順にSE４１３．４１９．４３２．４３３．

４４２がある。いずれも12世紀頃のものである。SE442は直

径1.5ｍ，深さ１ｍの円形掘形に、高さ0.2～0.3ｍ、直径

0.3ｍの曲物を掘形の北寄りに４段稜み重ねる（図16)。

なお、井戸を埋め戻す際に、４段目の雄上面まで埋め戻

した後､瓦器椀を４個と３個ずつ入れ子状に侭き（図17)、

さらに、そのまわりを20cm程の石で囲い、口縁部を下に

した羽釜で蓋をしている（図18)。ただし羽釜の底部は後

世に削平されているため、本来、底部が完形であったか

は不明である。

塗

SB431は桁行２間（2.9ｍ等間)、梁間２間（1.6ｍ等間）で

ある。これらの建物の東西方向の中軸線は、SA421と

SA440の間の二等分線に近い。

坪束寄りでは南に西庇付の南北棟建物SB428がある。

身舎の桁行２間以上（2.3ｍ等間)、梁間２間（2.2ｍ等間）

である。この北にはSB428の身舎側柱に柱筋を揃えて南

北棟総柱建物SB425がある。桁行３間（1.8ｍ等間)、梁間

３間（1.4ｍ等間）である。SB425とSA422の間にある東

西塀SA423は、柱穴が小さく直径0.3ｍほどである。柱間

は２間（柱間は東が２ｍで西が３ｍ）である。

坪西寄りでは、南に南北棟建物SB437があり桁行３間

(1.8ｍ等間）、梁間２間（2.1ｍ等間）である。この北の

南北棟建物SB436は桁行３間（1.7ｍ等間)、梁間２間

(1.3ｍ等間）である。ＳＢ４３０とSB437の間には東西塀

SA438がある。柱間２間（2.5ｍ等間）で、ＳＢ４３０と

SB437の間を南北に仕切る。ＳＢ４３１とSB436の北側柱に

そろう形で東西塀SA446がある。柱穴の規模はSA423

とほぼ同じである。柱間は５間（柱間1.8～2.2ｍ）であ

る。

土坑SK435は、東西６ｍ、南北３ｍ以上、深さ0.2ｍで

埋土に藤原京期の土器を含む。調査区の中央北端にあり、

東西塀SA422の西延長上にあたる。

中世の遺構

斜行溝１条、東西満１条、南北溝１条、土坑２基、井



●

○
牽
嗣
。
ト
垣
〒

。
。
竜
ト
。
｜
‐

謹

了〔
）
ず
唖
・
ト
ー
日

Ⅱ
ン

一

三参皇=＝青=両毒

』』
＝三三＝一一＝三三＝一一＝三三＝一一

」」

一一=

1６

里
寺
四
ｍ
ＩＩ

ＬＰ

鐸

Ｆ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｈ
ｑ
Ⅱ

’鯵

！！
Ｉ1１

、

一
．
↓

く
ぃ

識
｡『

刑,｡Ｉ詞

〔
）
Ｃ
吟
。
ト
〒

ＣＩ
Ｆ弓Ｏ

饗
Ｉ

軒
③

○
１
，
１
⑦

gE難唖
寺
寺
く
い

亜
国
寸
国
め

Lｃ

Ｉ

》
＠
Ｎ
門
ず
く
め

１
．
。

厄

鰯Ｉ
守
同
寺
〔
］
唖

Ｉ
1Ｗ

０
０
寸
函
［
国
蝉
禦
削
儒
長
ロ
①
溌
寸
戸
同

リ

ｃ
ｃ
緑
。
ト
・
一
口

Ⅱ
×

奈文研年報／1999-Ⅱ

圃
釧
盤
〃
壱
…

Ｉ型
禽
要

回
｡’

＝＝毎
ー

Ｃ
』
晦
伊
ト
’
１

､唇

｛
〕

蕊灘
Ｉ

』iｌiｌ
？

硯
、
寺
〉
一
切

硯
、
寺
〉
一

庫＠回

○
１
１
１
回
－
１
１
．
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｃ
伝
寺
竺
め
。

卑
芝
め
守

御

Ｉ

；

ⅡＺｉ
‐
ｉ
‐

､唇

ｉ
‐

二
苛
苛
く
咳

画

Ｉ
。
（
）
＠
．
ト
〒

｡

戸
匡
○
画

ｃ
ふ
む
利
ト
ー
ｌ

Ⅱ
ン

邑
吻

菰測 二
’
一
り
く
配

一
心
守
一
皿

（
一
ぬ



雷雲妻‘ 害毒雲

雲妻 害毒妻‘

自
』

メ

７
図１５井戸SE442I-H十十器１：ｚ１

４ま と め

藤原京期と中世の進構がみつかった。特に藤原京期の

条坊遺構と土地利川に関して大きな成果があがったので、

その成果を、ここにまとめておきたい。

西一坊坊間路東西両側溝を確認した。Vlj側溝SD420や

南北塀SA421は、イi京七条一坊西北坪で確認（第１７次調

査『概報６』）した、西側溝と坪の東をlIIIiする南北塀の南

延長線上に位置する。また七条一坊両北坪では束側溝は

検出できなかったが、今回確認した両側溝の溝心々距離

6.8ｍは既知の坊間路の規模とほぼ合致し、SD415を束側

溝とみなせよう。

七条大路道路側溝は確認できなかったが、今回みつかっ

た西北坪の北を画する東西塀SA445と右京七条一坊西南

坪(第49次調査)で確認した南を画する東西塀の間１５ｍに

あったと考えられる。

西北坪の土地利用北は七条大路に沿って東IILi塀SA445、

東は西一坊坊間路に沿って南北塀SA421がめぐる。両に

は、外側に南北塀SA441、内側に南北塀SA440がある。

この内、内側のSA440と東のSA421との塀間師離53.8ｍの

２等分位置を中軸線にして、整然とした建物配綴を兇る

ことができた。したがって外側のSA441については、柱

間寸法が同じなのを根拠に、SA440と‐連とする他に、

SA440の西に追加したか、あるいは建て頂しの可能性も

あろう。さらにSA440は坪中心線より東8.9ｍに、ＳＡ４４１

は坪中心線より東5.0ｍにあって、どちらも坪I{』心線の東

にある理由については右京七条一坊西南坪にある宅地の

南門から南に延びる道路をSA440やSA441の西側に想定

してはどうか。すなわち南北塀の位侭を、北側の宅地利

用を考慮した結果であると推定するのである。なお、今

調査区は当坪の北から1/4までで南を画する塀は確認して

いない。が、SA440やSA441の南延長上で現飛鳥川の右

岸堤防に交差する位慨が、ほぼ当坪の南北２等分線上に

あたることは注目される。

以上のように、今IIIIの調査では調査区全而に藤原京期

の遺構が良好に残存していたので、藤原京の条坊とその

利用法の実態について特に亜要な資料を提供することと

なった。今後の周辺での調査の進股を期待したい。

（伊藤敬太郎・深津芳樹）

1J

図１６井戸ＳＥ4４２

図１７井戸ＳＥ442瓦器を埋納した状況

図１８井戸ＳＥ４４２羽釜で蓋をした状況

奈文研年慨／1999-Ⅱ１７
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●土師質の当具について 握部は長さ8.0cm、断面は上端部で直径

3.9cmのほぼ円形をなし、当部に近づく

につれて太くなる。当部はやや外膨ら

みのカーブを描き、無紋。調整はナデ

で、握部にはてづくねで成形した際、

握り出した指の痕跡が明瞭に残る。

飛鳥池巡跡の当具は共に上届の工房

作業面から出土しており、他の出土遺

物からみて711ｔ紀後半のものである可

能性が商い。平城宮出土の当具は、８

世紀以降の包含届から出土している。

上記の当具に共通するのは①土師衝、

②有黒斑（野焼きである)、③当部が無

紋、の３点である。①。②から、当具

は土師器と同じ焼成法によっており、

これらの当具は土師器を作るための道

具であった可能性が商い。それでは７

世紀から８世紀にかけてつくられた土

師器に、③無紋の当共を使用してつく

られた痕跡はあるのだろうか。

７．８世紀の土師器難のなかには、

内面底部から休部にかけて円形状の凹

面がみられるものがある。また外而に

内而のIIil面に対応して平坦而も観察で

きる場合がある。これは成形の際内而

に当具を当てがい、外面を叩いたため

と考えらる。ここで今一度土師器韮内

面の当具痕を詳しく観察してみると、

さまざまなタイプのものがあることが

わかる（図20-3～6)。３．４には浅く丸

く凹んだ痕跡がある。凹面のなかには

微少な凸部がついており、それがそれ

ぞれ同一の形状を有し、かつ、同じ位

置関係を保っている。したがってこの

凹面は無紋当具の当たった面で、１１１１部

は当具本体の傷もしくは屯裂が、認の

器而にスタンプされたものと推定され

る。実際飛鳥池遺跡の当具１には当部

上而外側に数カ所の傷があり、この部

分を当てがった場合、４のようなスタ

ンプ痕がついたであろう。５．６は共に

同心円紋がついているが、５は当具に

同心円の刻みを入れたもの、６は無紋

の木製当典の木lFI部分が浮き出たもの

と考えられる。

以上の事実から、７．８世紀の土師

器艶には叩きの技法で作られているも

のがあり、誰内面に残る当具痕から当

具は、土製や木製、有紋か無紋かなど

多様であったことがわかる。民族例で

は当具に円石を使用したり、手を当て

る例も報告されている。実際、土師器

発内面に小さな窪みがみられる場合も

あり、断定はできないがこれらの方法

で製作していた可能性も残る。ともあ

れ今凹紹介した３点の当具は、土師器

蕊を製作するに際し、その技法の一つ

として、土師質無紋当具を使用してい

たことを裏づける資料といえよう。

（渡遷淳子）

飛鳥池追跡（飛鳥藤原第93次調査）

からは、土師質当具２点（42頁、図48）

が出土している。ここでは他遺跡の出

土例も含め、当具とそれを使用して作

られた土器について考えてみたい。

まず土師質当具について説明しよう。

飛鳥池遺跡で出土した当具１は土師質。

胎土は砂粒を含み粗く、明横色を呈す。

当部中央付近に黒斑がある◎全形は茸

形で当部が商径7.0cmのほぼ円形、握部

は一辺2.5cm、長さ1.5cmの直方体状をな

す。当部はやや外膨らみのカーブを拙

き、無紋。外側に数箇所の傷がある。

表而の調整はナデ。当部と握部の接す

る部分は指抑さえによるくぼみがある。

当具２も土師便。胎土は密で、淡鼓色

を呈す。当部中央付近と握部に黒斑が

みられる。全形は茸形で、当部が直径

4.4cmのほぼ円形、握部は長さ1.0cm、断

而1.8×1.4cmの楕円形を呈す。当部はわ

ずかに外膨らみのカーブを描き、無紋。

表面の磨滅が落しいため調整は不明で

ある。

平城宮第18次調査出土の当具(図19-

1）は土師質。胎土はやや粗で、黄褐

色を呈す。当部上面から側面にかけて

黒斑の付く箇所がある。全形は赦頭円

錐形。当部は商径7.8ｃｍのほぼ円形で、

〆一一一ー■~～
〆 、

障哩

鯵室－－１〃一滝考一一ｺ‐一＝一一昌一--5

雲~“零基、
図１９当具・土則I誌毒天測幽１：４

平城宮第１８次調音HLI十２．藤原宮第１６次調香器七(図20-3）
藤原宮第３６次調査出土（図20-s）
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飛鳥地域等の調査
圧ヱーェユニェ壁

図２１飛烏地域の調査位雷図１：４０００
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◆飛鳥寺の調査一第91-s次､第９７次

１第ｇｌ－Ｂ次調査

はじめに

飛鳥寺の北面大垣は、『飛鳥寺発掘調査報告』（奈文研

学報第５冊、1958）の段階では、中金堂の北約100ｍ、大

字飛鳥集落の中央を東西に通る、現在のバス通りと推測

された。

だが、1977年にそれよりさらに北100ｍの地点を調査し

たところ、掘立柱東西塀（SA500）がみつかった。その

北側の堀（SD501）からは多量の飛鳥寺所用瓦が出土し

たので、この塀が飛鳥寺の北面大垣と考えられた（『藤原

概報８」５２．５３頁)。

1982年には、1977年調査区から80ｍ東方で調査が行わ

れ、北面大垣SA500の東延長部と大垣東北隅を確認し

た。東而大垣SA600は北面大垣と直交せず、鈍角に開い

て北で西に８度振れた方位をとる（『藤原概報13』22～２７

頁)。

これらの調査の結果、飛鳥寺の寺地は南北に長い台形

をしており、大垣間で南北293ｍ、東西は北で215ｍ、南

で約260ｍ、面積約70,000㎡と推定されるに至った。

今回の調査地は、1977年調査地の東に隣接する水田で、

北面大垣と北外堀の確認を目的とした｡調益面積は70㎡･

道構

調査の結果、当初の予想通り、北面大垣SA500と北外

堀SD501を確認した（図22)。SA500は、柱掘形が一辺１

～1.3ｍ，深さは１ｍ前後あり、そのほぼ中央には淡褐灰

色砂質土が詰まった直径約0.3ｍの柱痕跡がある。柱穴は、

山土混りの黒褐色ないし茶褐色砂質土で埋められ、埋土

には少量の瓦片を含む。柱筋は国土方眼方位に対して、

東で北に約１度振れている。

SA500の柱穴は、深さ0.2ｍほどの浅い溝状の地業

SX990を行った上から掘り込まれている。地業の北辺は

柱心から２ｍの位瞳にあるが、南は調査区外にあるため

2０奈文研年報／1999-Ⅱ

確認できなかった。山土混りの明黄灰色ないし明灰色の

砂質土を埋土とする。

外堀SD501は、上幅2.6ｍ、深さ1.1ｍあり、北面大垣

SA500とは溝心で3ｍを隔てる。溝の埋土は、大きく３層

にわかれる。巾屑と下屑には、南側から流れ込むように、

大並の瓦が入っていたほか、南岸の近くには人頭大の川

原石が多くみつかった。1977年調査の概要報告では、

SD501に石組護岸を想定したが、護岸とするには量が少

ない。大垣SA500に基壇があり、その基壇化粧に使用さ

れた石だろう。

そのほか、大小の土坑や素掘溝を検出した。いずれも

瓦器を含む鎌倉時代の遺構。

出､､'二遺物

外堀SD501から大量の瓦が出土した。丸瓦・平瓦・粁

丸瓦・軒平瓦・蝉があり、丸瓦は、2461点・339.2kg、平

瓦は、7866点・805.5kgが出土した。

軒瓦は49点出土した（図23)。粁丸瓦45点に対して軒平

瓦は４点と少ない。型式別の内訳は、Ｉ型式36点（ａ１０

点、ｂ26点)、Ⅲ型式ａ３点、XIV型式３点、ＸＶ型式ａ

１点、不明２点。軒平瓦は、Ⅱ型式（四重弧紋）１点、

Ⅳ型式Ｂ種１点、Ⅵ型式２点。

軒丸瓦の８割は飛鳥寺創建の素弁十弁蓮華紋Ｉ型式だ

が、その2/3は中房周囲と中心蓮子を彫り直したｂｏこの

出土傾向は、西隣の1977年調査区や、1982年の寺域東北

隅調査区と共通する。

複弁蓮華紋軒丸瓦は、天武朝の造作に使われたと推定

される、[V型式と、平城京元興寺の創建軒丸瓦ＸＶ型式ａ

(6201型式Ａａ種）がある。両者とも素紋の斜縁をもつ点

でよく似るが、ＸＶ型式のほうが大型。また、中房蓮子

の数が違い、ｎV型式は１＋４＋８に対し、ＸＶ型式は

’十８＋８．

軒平瓦のⅣ型式Ｂ種（6661型式Ｂ種）は大官大寺所用、

平安時代のⅥ型式は平城京元興寺と同施。Ⅳ型式Ｂ種は
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左側辺を焼成後に削り、またⅥ型式の１点も左側辺を打

ち欠いたような痕跡をとどめる。あるいは隅軒平瓦か。

ほかに、土器と鉄釘が出土した。

まとめ

北面大垣SA500を新たに5間分検出し、1977年調査区を

含めると12間分を確認できた。二つの調査区両端の柱間

距離は31.6ｍあり、柱間2.63ｍと計算できる。

この柱間は、西而大垣SA700（『藤原概報16』、『年報

1997-Ⅱ』）および南面東方の掘立柱大垣SA100（本年報

23～25頁）の柱間と全く一致する。西面大垣とは、柱筋

の方眼方位に対する振れもほとんどかわらないので、北

面と西而の大垣は一連の造作にかかるものとみてよかろ

う。

また、柱間2.63ｍは、小尺１尺0.293ｍとして９尺、高

麗尺だと１尺0.351ｍとして7.5尺にあたる。小尺１尺を

0.293ｍとすると、寺域の南北規模は1000小尺に復元でき

ることとなり、また、高麗尺１尺0.351ｍは、中門や南門

の柱間から復元できる数値にきわめて近い。現段階では、

小尺と高麗尺のいずれを使用尺とすべきか判断が難しい

が、これは掘立柱大垣の設定時期にも関連する。

さて、1977年の調査では北外堀SD501に石組護岸を想

定したが、今回は護岸の抜取痕跡を確認できなかった。

外堀SD501に転落した石は、北面大垣SA500に低い基壇

を想定して、その化粧石と考えるべきだろう。第97次調

査では、南面大垣SA100に縁石をもつ基壇を確認した。

北面大垣も同じ意匠とみてよかろう。

図２４飛鳥寺北面大垣と寺域東北隅の状況１：ＢＯＯ

北面大垣に関しての問題点は、今調査区東方の1982年

調査区との関係にある（図24)。

第一に、この調査でみつかった北面大垣は掘形一辺0.8

～１ｍで柱間も2.2ｍしかなく、柱筋も束で北へ４度と振

れ角が大きい。図上でみると、今回と1977年調査区の

SA500延長推定線とは交わらない。東面大垣SA600の場

合、柱穴がさらに小さく柱間は２ｍと一層狭い。北面大

垣と西面大垣との共通性を考えると、推定寺域東北隅で

の大垣は今回検出したものと一連の造作とは思えない。

第二に、内堀SD503は、1977年調査区では北面大垣の

南9.6ｍに位置するのに対し、1982年調査区ではその距離

が３ｍしかない。両者を単純に結ぶと、北面大垣と方位

があわない。ただ、これに関しては、西面大垣の内堀が

大垣の東（内側）３ｍにあることを考慮すると、むしろ

1977年調査区での距離が大きすぎる。大垣の南３ｍにあ

る溝状の土坑SK504をそれにあてるべきだろうか。

今回の調査は、一応1977年の調査成果を追認したが、

上に述べたような未解決の問題もある。蛇足を加えるな

らば、北外堀SD501から出土した大量の瓦からみて、北

面大垣SA500が瓦葺だったことは疑えないが、出土した

軒平瓦に隅軒平瓦と思われる個体があることは不審で、

これが大垣に葺かれていたとすれば、近くに大垣の曲が

り角を想定しなければならない。

以上のように、飛鳥寺寺域東北部の大垣については、

途中での寺域拡大などを考慮に入れつつ、今後さらに検

討 す る 必 要 が あ る 。 （ 花 谷 浩 ）



２第９７次調査

はじめに

本調査は、万葉ミュージアム（仮称）建設]涙定地の北

端において、民有の水mとの境に擁確を築くＩ言事に伴い

実施した。すぐ南は1997年度の第84次調査区で、調盗区

の北壁西端には、飛鳥寺東南禅院の南限に関わる塀の雄

城か雨落溝になると思われる石列がのぞき、北端の水'１１

との境になる畦には注意を向けていたところである。世

‘憾にも擁壁工事が先行し、後述するように南Iiii大垣に関

わる蕊要な遺構は’〔半と西端でかなりの破壊を受けた。

調査区は、第84次調査と一部重複させて南北５～８ｍ、

東西約56ｍとした。調査而祇は380㎡､洲査期間は1999年

３月１５Ｈから５月８１１であった。

基本屑序

調査地は、田の畦であり、上から30～40ｃｍでrIiIltの遺

物を含む灰褐色土に至る。厚さ20～30cm・以ドは、ヒル１

瓦脳、東西渉SD103Aや石敷SXlO5、茶灰色上（茶灰色上

Ⅱ)、東西櫛SD103Bの順である。上ﾊｲ瓦肘は、後述する

飛鳥寺東南禅院南面大垣SA100の屋根瓦を廃棄したもの

で、基域以南や石敷上に比較的密に認められた。東西櫛

SD103AはSAlOOの南縁府に沿う雨落満で、イi敷を部

破壊する。石敷SXlO5は雨落溝SD103Bの上にあり、茶

灰色土は石敷以西にあって下屑瓦胴を極う土である。

SA100やSD103Bなど上嫡遺構のベースは、下ﾙ1の遺

構があり、一様でない。南北大瀧SDlO6以東は、古い時

期の堆積で、上から厚さがそれぞれ20～30cmの蹄褐色砂

質土など４ｊＷがあり、背灰色砂質土に至る。SD106以I｝ｌｉ

は、部分的に細砂肘を挟む淡褐色砂硬上（AIさ10～30cm）

や花樹岩風化土を含む黄褐色土（厚さ20～40ｃｍ）の盤地

土で、この下で東西溝SD52や南北大瀧SD106の底のｲ例

を検出した。これらの石列の下は、１１』ｴさが10～20ｃｍの有

機質（スクモ）層で、青灰色砂質土に至る。なお、東西大

溝ＳＤ５１は、南北大瀧ＳＤｌＯ６以西では淡褐色砂質上、

SD106以東では暗褐色砂質土がベースである。

検出遺構

上層遺構飛鳥寺東南禅院の南面大坑と推定する掘立柱

東西塀SA100、南雨落溝SDlO3A．Ｂ、石敷施設SXlO5、

道路SF50などがある。

ＳＡ１００調盗区西半で６間分を検出した｡方位は束で北

に約32度ほど振れる。柱根は３本残るが、他の４本は抜

き取られていた。柱間は、柱根で測ると、約2.6ｍと約

2.7ｍ･ばらつきがあるが、抜取穴を加えて平均すると、

柱間2.68ｍ前後（９尺）になる。イi敷SX105の北東で検出

した１個の柱穴もSAlOOの続きである可能性が商い。

柱伽形は、南北2.5ｍ前後、東リli2.0～2.2ｍ、深さは1.2～

1.3ｍである。柱根は径約27ｃｍで、長さ70～80ｃｍ残って

いた。取り上げた1本はコウヤマキで、辺材部は残って

おらず、年輪で知られる伐採年代は586年十αである。柱

抜取穴からは飛鳥Ⅳ～Ｖの土器、東南禅院所用の７世紀

第４Iﾉﾘ､|良期頃の丸・平凡のほか、人頭大の川原イiや天

即・イ7上産の砂粁切ｲi片が出土した。

ノI陰城は柱伽形の上にｋを積み、南側に人頭大の川原石

（１箇所だけ凝灰汁切ｲi）を据えて縁石としていた｡硫土

は部分的に厚さ１０～１５ｃｍほど残っていたが、職みlIIilめた

ものではない。この上ｉｍでは柱抜収穴は兄えるが、柱掘

形が見えないため、柱をなてた後に基埴を積んだことが

わかる。南側の縁石は底ｲiが一段礎度残っていた（高さ

30～50ｃｍ)。北側の縁ｲfは残っていなかった。柱筋から

南側の縁ｲ『前面までの距離は約1.2ｍ・飛鳥寺南門の東で

検出している大虹の石積み雄埴1冊約2.5ｍに近い。

ＳＤ１０３Ａ・ＢＳＡｌＯＯの南にある素掘りの雨落溝。Ａは

ｲi敷SXlO5を一部破壊して東流する。１１１同30～70ｃｍ、深さ

１０～30cnloBはSXlO5ドを束流する。幅約70ｃｍ、深さ２０

～30cnloBの堆硫土のｋには、SXlO5から西約１１ｍまで

と、東は少なくとも５ｍまでの範州にわたって瓦の小片

を敷きつめていた（下ﾙｲ凡屑)。イi敷が沈まないための工

夫であろう。飛鳥寺創建時の瓦がほとんどで、他所から

逆ぴ込まれた111能'性がある。他に東南禅院所用の軒平瓦

ＩＢ、飛鳥Ⅳ～Ｖの上器を含む。雨落満SD103Bからも

飛鳥Ⅳ～Ｖの上器が出ｔｏド肘凡届上の茶灰色土からは

奈良時代の土器や東南禅院所用の瓦が出土した。

ＳＸ１０５南面大坑の南にある府敷施設。北はSD103A

が破壊する。北東部は擁確エ事で破壊されているが、東

南隅の一洞は残る。南北は南1m大垣心から約3.0ｍになる。

東西は約8.1ｍで、両端は南而大虹の柱心に揃えているよ

うである。大垣の南門があり、それに伴う施設と考える。

SＸ１０１．１０２SA100より古い柱穴列。SAlOOの柱穴

で浦失したものもあり、イくりjな点が多い。ＳＸ１()1は３間

以上、ＳＸ１０２は４間以上で、Il11j荷とも柱問1.8ｍ等間。

奈文研年椛／l999-II陽Hg
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図２５第97次調沓出十軒瓦１：５

柱掘形はともに南北約1.0ｍ、東西約0.8ｍ、深さは約1.2ｍ

ある。ＳＸｌＯ１とSX102の間は3.5～3.6ｍあり、中間に

SA100の柱穴がある。SX101とSXlO2が一連の塀であっ

た可能性もあるが、柱間が1.8ｍと短い点問題も残る。柱

穴から飛鳥寺創建時の瓦小片が数点出土した。

下層遺構第84次調査区から続く東西大瀧SD51と、これ

より古い石組東西溝SD52、南北大溝SD106がある。

ＳＤ５１上幅2.0～2.3ｍ、深さ約0.5ｍの素掘りの職で、北

東に流れる。振れは、上層のSA100やSD47より大きい。

遺物は土器と瓦の小片が少堆出土。第84次調盗では藤原

宮期直前の土器が出土している。

Ｓ、５２．１０６ＳＤ５２は北岸に人頭大の石を積むが､底祈

が残る程度である。深さ0.2～0.4ｍ・南岸は、第84次調盃

区で西端から10ｍまでは素掘りであること（幅約１ｍ）

を確認したが、以東では不明であった。今回の調査では、

SD52は南北大溝SD106で終ること、南岸はSD106近くで

は南へ離れ､北岸から３ｍの範囲にはないことを確認し

た｡SD106は､飛鳥池遺跡から南に広がる谷の東縁に沿っ

て掘られた素掘りの南北大瀧(幅約２ｍ､深さ約１ｍ）で、

谷に堆積した有機質（スクモ）焔を切っている。この溝が

40cmほど埋まったのち、東岸にはSD52の底とほぼ同じレ

ベルで人頭大から拳大の石を積んだようであるが、ほと

んど崩れていた。ＳＤ５２とSD106とが接続する部分では、

両者とも石積みが片側だけであり、池状になっていたと

推測できる。底から飛鳥Ｉの土器が少還出土したが、瓦

はなかった。

出土遺物

南西大垣に関わる瓦が多量に出土しており、これにつ

いては後で触れる。土器は小片が多い。遺構の年代に関

わるものは前節で取り上げた。南面大垣の石敷付近の上

層瓦層などから平安時代前期の緑和皿や灰紬椀・壷片、

茶灰色土などから円面硯片２点が出土。谷のスクモ層か

らは５世紀後半の須恵器蓋が出土。他に、下屑瓦届から

は、天理・石上産の砂岩切石や銅津・鉄釘若干と、弥生

時代の扇平片刃石斧１点も出土した。

瓦連類粁丸瓦84点、軒平瓦24点、災斗瓦36点、而戸瓦

2４奈文研年報／1999-Ⅱ

11点、噂28点（12.5kg)、丸瓦5,649点（607.5kg)、平瓦

25,683点（2,462.5kg）が出土した。軒丸瓦の内訳は、Ｉ型

式49点、Ⅲ型式８点、Ｖ型式１点、Ⅵ型式１点、Ⅶ型式

１点、ⅢV型式２点、XVII型式12点、XWIl型式３点、迩型

式ａ３点、型式不明４点。Ｉ～Ⅶ型式が飛鳥寺創建期の

瓦、XVII～迩型式が東南禅院の創建に伴う瓦である。軒

平瓦は、藤原宮式の6641Ｅ１点を除く２３点すべてが三重

狐紋（Ｉ型式）で、中でもＩＢが20点と圧倒的に多く、

軒丸瓦XV11～江型式と組み合う。

南面人垣の瓦は、格子または平行叩きののちナデ調整

を施す飛鳥寺創建期の瓦に加えて、タテの純叩きをおこ

なう東南禅院の創建瓦をかなり含む。一方、石敷SX105

兼底部の下層瓦屑の瓦は、ほとんどが飛鳥寺創建期に限

られ、燈褐色を呈する「花組」の瓦が大半を占める。

まとめ

今回の調査では、飛鳥寺南面大垣SAlOOとこの関連遺

瀧を検出したのが最大の成果で、以下、要点を列記する。

①SA100は掘立柱塀で､柱間は約2.68ｍ（９尺）と判明

した。この知見は、飛鳥寺の西面大垣（飛鳥寺1996-1.

3次)、北門東の北而大垣（飛鳥寺1977、第91-8次）と同

じである。北東隅（飛鳥寺1982）で柱間が2.0～2.3ｍであ

るのは、別個のものである可能性が強い。

②SA100は基壇に縁石があった。伽藍中軸の南門東西

の大垣(飛鳥寺第２次、1979）では、基坑に縁石があり、

築地塀を想定している。だが、今回の調査では、基壇下

に柱穴があり、築地塀でない可能性が高くなった。

③SAlOOは、柱抜取穴や上屑瓦層の瓦が、この北方の

調在（飛鳥寺1992-1次）で出土した推定東南禅院仏堂の

瓦と同じで、７世紀第４四半期に比定できる。ＳＸ101.

102の時期や性格の究明が課題となる。石敷SXlO5の北に

東南禅院の南門が推定されるが、この調査も今後の課題

である。

④SA100と方位が近似し、出土遺物からも共存するの

はSD47である。両者の間が飛鳥寺東南禅院と飛鳥池遺跡

とを、す東西道路sF50で、sA100の縁石からsD47の北屑

までは約9.5ｍと判明した。（毛利光俊彦）
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◆飛鳥池遺跡の調査一第87次第93次

■■I■■

はじめに

飛鳥池遺跡は、1991年度の調査でその存在が確認され

ていた。その後、ここに奈良県が万葉ミュージアム（仮

称）の建設を計画し、1997年１月から発掘調査が始まっ

た。今年度も継続して調査を行っており、この遺跡の重

要性は日々 高まっている。1998年度は昨年度の第87次の

継続調査(下層）と、1991年度調査区と第84次調査区とを

つなぐ第93次調査を行った。これにより、これまでの調査

区が全て連続したことになる。今年度の調査面積は4,100

㎡で、これまでの飛鳥池遺跡の調査面積は8,300㎡に及ぶ

こととなった。遺構・遺物ともその整理は進行中であり、

ここではその概略について報告する。

１第Ｂ７次調査

調査の目的

1997年12月から調査を開始した第87次調査では、西の

谷の工房跡が明らかになった。主に谷の西岸及び谷奥の

東岸に工房の作業場を造成しており、多くの炉跡が検出

された。ここでは、鉄・銅の他に、金・銀製品や、ガラ

ス・メノウ・コハク・水晶などの玉類の加工・生産が行

われており、この時期の宝飾品の研究に貴重な資料とな

った。1998年度は炉跡群の精査の後、下層の状況を把握

するため、西の谷で東西約15ｍ、南北約27ｍについて掘

り下げを行った。1991年度調査では、下屑から７世紀中

頃に遡る土器とともに少量の金属器・フイゴ羽口・漆壷

が出土しており、今回は、この谷の工房の始まりを明ら

かにすることが大きな目的である。

土屑の堆積状況

工房跡部分の整地土(厚さ約20～50cm)、谷中央の炭層

の下には、古墳時代から７世紀の土器を含む厚さ１～

1.5ｍの堆積土がある。この堆積土は、大きく４層に分け

られるが、南北方向には谷の傾斜にそった堆積を示し、

各層の上面が生活面として使用された状況ではない。出

2６奈文研年報／1999-11

土土器は､古墳時代（５世紀後半～６世紀初頭）のものが

最も多く、次いで７世紀中頃で、少量ながら７世紀後半

のものを含む。また、遺物の出土のあり方は、上層と下

層との接合関係が多くみられ、各層の堆積について大き

な時期差は考えにくい。このような状況から、この７世

紀の土器を包含する堆積土は、この谷に工房を築くにあ

たっての造成土(整地土）と考えられる。すなわち、谷中

央を埋め立てるとともに、両岸に工房テラスを造成する。

Ｙ＝
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図２８竪穴住居跡Ａ北から

この造成作業は、最終的には幅約15ｍ以上の谷に、厚さｌ

～1.5ｍの上を入れるが、中央部は幅約５～６ｍ、深さ５０

～70ｃｍの溝とし、ここを廃棄物投棄場とする。東岸はlﾘｊ

隙だが、西岸については緩傾斜･で、工房作業而に到る。ま

た、調査区北端付近から下流は、谷中央を造成土上から

深く棚り込んで水溜を作り、廃棄物の投棄場としている。

後述のように、造成土のI|､１局にあたる茶褐色上上面でも、

西岸で方形の大型炉を検出しており、造成が進む途''1の

段階で、工房が営まれていたことは確実である。造成土

中に含まれる７世紀の-上器は中頃の時期が主で、これに

フイゴ羽口などが含まれることは、この時期の工房のｲｆ

在を予想させる。これは1991年度調森の所兄と・致する。

７世紀の造成土の下は．占墳時代の土器包含肺となってい

るが、この上面で主に５世紀後半から６世紀初頭にかけ

ての遺構･遺物を検出した。この時期の谷は、南側でやや

西に振れながら、袋状となっていくと思われ、今Ｍの調

査区の南東部分は一段と高くなっている。

検出した遺構

７世紀後半～８世紀とIlf戦時代のものがある。

７世紀後半～８世紀の遺構には、方形炉跡・廃棄物上

坑がある。

方形炉跡調査区中央西岸の茶褐色土上1mで検出。東西

74ｃｍ，南北98ｃｍの方形で、残存高は約30cm・上部の椛造

は不明である。壁面は、厚さ約３cmが、赤褐色に焼けてい

る。底面には、厚さ約３ｃｍほど炭が堆積していた。形態上

類似した炉跡が第93次でも検出されている。検出面の茶

褐色士上には、造成土がさらに50ｃｍは堆硫しており、上

部の椛造を考慮しても炉跡群より古い。

廃棄物土坑(水溜）調査区北端で、1991年度調査区か

らのびる廃棄物土坑の南辺部分が検出されていた。今''11,

下届の掘り下げの結果、西の谷では人匝の水溜がここか

らはじまっていることを確認した。束iJLil陥約6.5ｍで、７

世紀の造成土から２ｍ以上も掘り下げていることがわか

った。下流に向かって円形状の水溜が連続して掘り込ま

れているのであろう。

図２９南北溝北から

古墳時代の巡櫛には、竪穴住Ａｌ;跡２，弧状満、南北溝

がある。

竪穴住居跡Ａ調在区中央のIJli側にある方形化ﾙ'卜跡であ

る。東西長4.45ｍ、南北艇は不明である。谷にそった方位

をもつ。検出面からの掘り込みは、南辺・Iﾉ[i辺で約30ｃｍ

で、厚さ約５ｃｍの白石混茶褐色上で床而をつくる。住居

跡に伴う柱穴は検出されなかった。東辺やや南寄りと思

われる位悩に、カマドがつくられている。土師器間杯を

逆さにして支脚としている。カマド周辺から、土師器甑・

発片、須忠器誕片が出土した。

竪穴住居跡ＢＩ洲査区南側で谷の束の商い位侭にある。

Ａと同様、谷にそった方位である。方形で、南北2.88ｍ・

検出面からの掘り込みは、束・南辺で約20ｃｍである。明

確な柱穴は検出されなかった。竪穴内の床而東北隅には、

不終形の上坑があり、内部には炭がかたまってみられた。

壁面近くを''1心として焼上がひろがっており、南辺I|皇I央

には小さい河原イiとその周朋に焼土がみられた。また、

竪穴内からは、砥ｲiが１点出土した。こうした状況から、

鍛冶作業場の建物とも考えられる。

弧状溝曝穴住居跡Ａの北側にあり、l)Ii側の斜而に沿っ

て弧状を呈し、東は谷''１央まで延びる。谷''1央の東西方

向部分には、上器が集｢i'する場所があり、幅が広くなり、

ｋ坑状になっている。ここからｋ師器・須恵器・製塩土器

が出･こした。時に製塩上器は、約35ｃｍ四方の範|ﾊ1に集中

していた。．上師器には、カマド・瓶・羽釜が含まれる。溝

の北側に、この瀧と関連する遺構は検出されなかった。

南北溝一占墳時代包含肘kImで、谷が肢も深くなる部分

にある浅い南北方向の櫛である。調査区中央付近から始

まり、雌もIIlH広い部分で約３ｍある。内部には土器が多

瞳に入り、一部に集中がみられる。これは、土師器斐を

中心に尚杯・杯、須恵器杯など、約20個体から成り、そ

の多くが戒立した状態であった。さらに一帯から滑石製

'?.'玉が多数出土し、土器６個体の内部からもみつかった。

F1二Eは計2,000点以上にのぼる。滑石製品は|F:I玉の他に、

有孔円板・勾玉・雛がある。また、コハク片も出土した。

奈文研年報／1999-11２７
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大型のもの、基部が僅かに段をなし屈曲するもの（８）、

椀状を呈するもの（９）、また口縁部縁辺が曲折するもの

などがある。なお、杯部外面下半部の調整は、ナデかハケ

メを施しており、ヘラケズリは行っていない。蕊には、

体部が球形のもの（10～13)、やや縦長のもの（14)、長

胴状のもの（１５）がある。いずれも口縁部は丁寧なヨコ

ナデを施している。体部外面は縦ハケメを行うものが多

く、内而の調整にはケズリ（10）とハケメかナデ(11～15）

とがある。１１．１２．１４には粘土紐の接合痕が残っている。

台付発(16)の口縁部には、強いヨコナデによる段がある。

体部外而のハケメは、太く粗い（５条／c､)◎台部外面に

も、粗いハケメが残っている。内面はナデ。体部外面に

は煤がついており、内面には環状コケツキ痕がある。鍋

(17)は、口縁端面がやや凹面をなす。体部外面は、縦ハ

ケメ→横ハケメ→箆描沈線→把手接合→部分的な縦ハケ

メを行っている。内而は部分的にハケメが残っているも

のの、ほぼ全而にわたってナデている。この鍋にはタタ

キメは残らないが、把手位置に箆描沈線をめぐらし、把

手下而に箆状工具で刺突するなど、韓式系土器の特徴も

もつ点が注目される。甑(１８）は、下すぼまりの休部中

一
一７

一一

図３０第Ｂ７汐

出土遺物

瓦・土器・金属製品・石製品がある。瓦類は、７世紀

の造成土から丸瓦・平瓦・噂が出土している。金属製品

には、古墳時代の鉄錐がある。石製品には、純文時代草

創期の有舌尖頭器(『年報1999-1』参照）・縄文時代の石

錐、古墳時代の滑石製の臼玉・有孔円板・勾玉・錐、コ

ハク片、砥石がある（図33)。土器には、古墳時代から平

安時代のものがある。ここでは、その主体を占める古墳

時代の土器を報告する（図30～32)◎竪穴住居跡や溝など

遺構からまとまって出土したものの他に、造成土からも

出土した。（安田龍太郎）

土師器には、製塩土器（１～５）、椀（６．７）、高杯

(８．９)、謎(10～15)、台付斐(16)、鍋(17)、甑（18)、

羽釜（19)、およびカマド(20）などがある。

製塩土器（１～５）は、直口で体部が浅い椀状のものと

縦長のものがある。内外面ともナデ調整のものがほとん

どであるが、外面に平行叩き目のある例（５）も出土して

いる。椀（６）は口縁部以外は器表面が剥落しており、調

整はわからない。椀（７）は内外面ともにナデている。高

杯には、杯部の形状で、基部が稜をなして鋭く曲折する
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央に円孔をあけて把手を挿入している。口縁端面はやや

凹面をなす。体部は内外面とも最終的にナデて調整して

いる。蒸気孔は楕円形を呈し、中央に二孔、周囲四方に

一孔ずつ開けている。羽釜(19）は、長胴斐の口縁上部

に鍔を付けた形状である。口縁端面・鍔端面はともに、

やや1,1面をなしている。鍔の接合に際して、’-1縁部外面

に箆状工具で×状の刻目を施している。体部外面はハケ

メ→ナデ、内面はナデている。なお、煤は付着していな

い。カマド(20）は、下底部が隅丸長方形を呈し、受口は

ほぼ円形である。焚口はかまぼこ形をなす。廟上部は、

ほぼ水平である。端面はいずれもやや凹而を呈している。

体部外面は、縦ハケメ→ナデ、内面はナデを行っている。

内而に約３ｃｍの間隔で水平の粘土の接ぎ目が残ってい

る。また体部の左右に一孔ずつと奥に一孔、合計三孔の

円孔が開く。煤は付着していない。なお、ここに掲げた

鍋・甑・羽釜・カマドは、端部がやや凹面をなすという

特徴を共有している。

須恵器には、杯身蓋(21～34)、有蓋高杯(35～40)、無

蓋高杯（41～45)、壷（46)、魁（47)、器台（48)、認

(４９．５０）などがある。杯蓋(21～27）の口縁端部は、面

をなすものと段をなすものがある。天井部はいずれも回

転へラケズリを行っている。ヘラケズリの範囲は、口径

の85％前後である。杯身(28～34)の口縁端部にも、面を

なすものと段をなすものがある。回転へラケズリの範囲

は80％前後である。有蓋高杯蓋(35～39）には、回転へラ

ケズリ後、直径3.5cm前後のツマミを付けている。３５．３６

は列点紋で飾る。有蓋高杯(40）には、三方透しの脚部が

付く。受部下には波状紋を描く。無蓋高杯(41～45)の杯

部には、波状紋の有無で二種ある。また脚部の透し孔に

は、円形と長方形の二種があり、後者は一段透かしであ

る。杯や高杯の杯身部や蓋においてヨコナデの方向や回

転へラケズリの方向をみると、回転台は上からみて右方

向より左方向に回転させたものが多かった。壷(46）の

休部には、波状紋と凹線紋を飾っている。腿(47）の頚

部と体部にも、波状紋を描いている。器台(48)は、外而

に波状紋と凹線紋とを飾っている。蕊(４９．５０)の口縁

部は無紋であるが、波状紋と凹線紋とを描いた有紋の個

体もある。体部には、タタキ後カキメやナデを施してい

る。以上のように、当地点で出土した須恵器は、陶邑編

年TK23に属すものがその主体を占めている。

図３３第Ｂ７次調沓出士の滑石製品

この他に、僅かではあるが、外面に格子叩きを施した

韓式系の赤色軟質土器の斐が出土している。

当地点から出土した古噴時代土器は、基本的に藤原宮

第８２次SD3100第２層出土土器に後続する様相をもつと位

侭づけうる。（深津芳樹）

まとめ

今回の調査で以下のことが明らかとなった。

①西の谷の堆積状況が明らかとなった。７世紀後半か

らの工房を築くにあたり、大規模な造成工事が行われて

いた。谷を埋め立て、中央を溝状の投棄場とし、その外

側を工房としている。傾斜面を削った土を利川したと思

われ、斜面の上段にも工房の平坦而をつくったと推定さ

れる。造成土中には、７世紀中頃の土器と金属生産関連

の遺物であるフイゴ羽1-1なども出土しており、おそらく

その時期の工房が近辺に存在していたのであろう。

②西の谷の廃棄物処理のために人工的につくった水溜

の始まりが確認された。東の谷との合流点からは約30ｍ

上流である。これより上流は､先述のように溝となる。

③５世紀後半～６世紀初頭ごろのこの谷の利川状況が

明らかとなった。７世紀の造成土の下は、古墳時代包含

屑で、この而で･IIi戦時代の遺構を検出した。この中で注

目されるのは、土器が立った状態で集中していた南北溝

である。この周辺及び土器内から、Ｆ１玉を中心とした滑

石製品．コハクが出土していることから、この遺構は祭

肥に関連する可能性がある。同様な遺構は大宇陀町拾生

遺跡群で報告されている。また、造成土中の古墳時代の

土器の垂からみて、近辺にこの時代の遺構がかなり存在

していたことが予想される。

④古墳時代の遺構や造成土中から出土した土器類は、

５世紀後半～６世紀初頭のものが中心であり、飛鳥地域

での古墳時代土器研究の重要な資料となると思われる。

⑤調査区南半では、安山岩製有舌尖頭器．石錐．剥片

などが出土しており、純文時代草創期からこの谷周辺が

利用され始めていることがわかった。

（安田龍太郎．土器：深濯）

奈文研年報／l999-II３１



図３７付着した銀(矢印)と周辺に染み込んだ銀Ｘ線ラジオグラフ図３６ルツボに付着した銀顕微鏡写真

:難
画

■■

図３４錆造時に飛び散った金の滴顕微鏡写真 図３５金の切削片の切断面電子顕微鏡６５倍

るが、これが直ちに金の熔解に用いたルツボと断定する

には至らなかった。今後の詳細な検討が必要である。

銀製の小片26点も、金と同様の手法で分析を行い、銀

の純度が90～99％とかなり高いことがわかった。他に銅

と若干の金が含まれる。なお、中には腐食のためブロム

が検出され、ブロム銀として析出しているものもあり注

意を要する。

銀に対してはルツボを特定することができた。ルツボ

の内壁に取り付くスポット状の銀状物質（図36）が、純

度の尚い銀であることを分析によって確認した。また、

このスポット状の銀以外にも、同じルツボ片には、銀が

残留していることを、Ｘ線ラジオグラフイーによって確

認することができた（図37)。すなわち、飛鳥池遺跡では

銀についても、熔解作業から行われていたことがわかっ

た。

また、金銀の小片が出土した区域には、火を受けた碗

状の窪みが多数確認できる。これは、金属を熔解した炉

の上部構造が壊され、堅く焼きしまった底の部分だけが

残ったものとみられる。これらの炉跡から採取した土を

分析すると、いくつかの炉跡から、金や銀を微量ながら

検出することができた。おそらくこれらの炉で金や銀を

熔解したものと考えてよいと思うが、残念ながら炉の上

部構造が残っていないため作業の詳細などは不明である。

今後の検討課題である。（村上隆 ）

２第Ｂフ次調査出土の金・銀の材質とルツボ

3２奈文研年報／l999-II

飛鳥池遺跡の第87次調査によって出土した金や銀の小

片は、金製18点、銀製26点である。それぞれ形態は不定

で、何らかの製品を製作する際にでた切削片や、地金熔

解時に生じたとみられる金や銀の粒状滴などが認められ

る。いずれも完成した製品の体を示すものではなく、製

作工程において捨てられたものと判断できるため、この

飛鳥池遺跡において、金・銀の製品が製作されていたこ

とを裏付ける証左として注目される。

資料の分析は､非破壊的手法による蛍光x線分析法でお

こなった。定量用標準資料を用いた半定量分析である。

金の含有率にはそれぞればらつきがあり、69.6～99.8％を

示す。因みにこれは１７～24Ｋ（金１００％は24Ｋ）に相当す

る。金以外の含有元素は主に銀であり、銅はほとんど含ま

れない。この特徴はこれまでに確認してきた古代の金製

品一般に認められる材質的特徴とよく符合している。

図34は、鋳造時に飛び散ったと思われる金の滴の一例

である。重さ0.099の小塊である。図35は、金の切削片

に残る加工痕を、走査型電子顕微鏡で観察したものであ

る。これは鉄で切った痕跡と考えられ、当時の金属加工

技術の一端を垣間見る思いがある。また、蛍光ｘ線分析

により、ルツボ片一点の内壁から金を検出することがで

きた。形状からみてこのルツボは小振りなものと恩われ
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３第９３次調査

当初、ミュージアム腿示棟予定範囲を11.1心に、第84次

調査区南辺および'991年度調在区北辺の一部を重複さ

せる形で、面積約1,800㎡の調査区を設定し掘削を開始し

た。調査の進展とともに両北部に石敷井戸が見つかり、

調査区外に延びることが判明。また東岸には残りの良い

工房廃棄物屑が厚く堆積し、その東斜面に工房の存在が

予想されたので、それぞれ拡張区を設けた。その後、＃〔

斜面では、極めて保存状態の良好な工房跡が検出され、

更に南・北に拡がることが判明し、郷度拡張を亜ねるこ

とになり、結局の所、調査而硫は2,200㎡となった。洲杏

期間は1998年７月６Ｆl～1999年２月２１日の８箇月にわた

った。

今次の調査は、従前の調査で検出した工房跡の広がり、

各種工房の配置及び変遷、管理施設あるいは東南禅院の

別院、ないしは鍛冶以外のI二房とも推測されている北側

第84次調査区の遺碓群との関係を明らかにすることをIｌ

的とした。

堆本肺序

調査区全体が旧飛鳥池の跡地で、埋立111土の下には、

建築廃材などの産廃屑約１ｍ、その下には、深い所では

２ｍ以上ものヘドロ１Wが堆職する。これを除くと北に向

って流れる本来の谷が現れる。調査区は、東南及び西南

方向からの２本の支流の合流部に当たる。谷は束・ijIiか

ら丘陵が迫り出す北寄り部分が雄も狭く、Ⅲ飛鳥池もこ

の地勢を生かし、この部分に築堤されていた。

雑本層序は、丘陵斜面部では、旧畑耕作土、平安時代

の遺物を含む暗灰青色粘質土、７１世紀末の１:房造成上、

711t紀中頃の河川堆積、旧河川の埋立上である暗灰色粘

土の順で地111に至る。一方、谷筋にあたる部分では、平

安時代の埋立土（炭混り灰褐色粘質土＝炭肘ｌ）のドが、

両斜面から投棄された炭を主体とする廃棄物府（炭〃１

２．３）、灰色粘質士（工房操業当初の盤地)、旧河川埋

立土の暗灰色粘質_上、草木有機物胴の順で地111に至る。

尚、谷中央部分には洪水時の所産と見られる微砂と粘土

の互屑堆菰が炭届２を切る形で所々に見られる。

飛鳥池l冒房以前の遺椛

旧河川遺跡は、１幅30ｍ以上の||｣河川を埋めて営まれて

いる。旧谷底は７世紀後半のＴ房時の地表而から、約３ｍ

「に確認した。谷底には倒木や伐採木を含む有機物肘が

堆職し、５世紀後葉の須忠器が少･I,t出土した。この谷堆

稜を均一な暗灰色粘上で整地しているが、遺物を含まず

時代は不Iﾘ]である。しかし、このｋに後述の711t紀巾頃

の溝SD73が流れ、また谷全体を榎う大規模な整地である

ことから、飛鳥寺造営時に行われた_I二事である可能性も

ある。

南北溝ＳＤ７３束両面斜面部において７１１t紀後半の整地

府ドで検出した流路堆祇である。西岸の巡構のない部分

を選び掘り下げたが､飛鳥Ｉ（７世紀中頃）の土器、瓦、

水製品、漆器、木簡、フイゴの羽II等が出ｋした。

唯烏池l:勝則の遺榊

調査区のほぼ中央には、東1町方向に平行する３条の塀

(SＡ５６．５７．５８）があり、これを境に炭)Ｗは北に広がら

ず、また検出した遺構の状況にも違いがある。そこで、

以ドの記述も塀から北と南とを分けて行う。

北半部の遺術

掘立柱東西塀ＳＡ５６．５７．５８調査区のほぼ中央に、

一辺１ｍをこえる大型の柱穴掘形をもつ塀が３条ある。

東西両側からこの遺跡を抱くよう延びる丘陵が、蚊もそ

の距離を狭めた所に位侭する。３条が同時に建っていた

のではなく、ＳＡ５８→SA56→SA57の順に建て替えられた。

いずれも東西両端はのちの削平を受け､塀SA56が５間分、

塀SA57が７間分、塀SA58は６間分しか残っていない。

柱間は2.4～３ｍと一定せず、ＳＡ５７は西の２間が4.8ｍと広

い。lJIiから２間11には、間に柱穴があって柱間2.4ｍにみ

えるが、この柱穴は次に述べる南北溝SDO1Aの埋没以前

に掘られており、ＳＡ５７より古い。３条の塀の中では一番

IIiいＳＡ５８に関迎する柱穴だろうか。ＳＡ５６には２本、

SA57に１本、それぞれ直径30cmの柱が残る。ＳＡ５６の柱

は柱穴の底から40ｃｍも沈み込んでいた。［房を区lIIIiする

だけでなく、谷の水を堰き止める機能を持っていたと推

測する。

南北溝ＳＤＯ１洲在区北部のほぼＩＩＪ央を南北に走り、谷

の水を北に流す排水櫛。広いところでは、上幅３ｍ、深

さ１ｍある。櫛の南､'2は、当初、掘立柱東西塀SA58の北

側で西に斜めに'''1がっていたが（SDOlA)、のちにまつ

すぐになる（SDOlB)。ＳＤＯ１Ａの屈曲部、およびSDOlB

が掘立柱東西塀SA57と亜なる部分には、川原石を使った

謹岸が設けてある。掘立柱東西塀SA57の柱掘形と石組溝

奈文研年報／l999-II隠陪
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なっている。井戸枠抜取穴から、飛鳥Ｖと平城Ⅱの土器

や瓦が州土した。

井戸SE5g石敷井戸SE60とは谷の反対側、３条の塀の

北東にある縦板横桟組の小型の井戸。掘形の一辺1.35ｍ、

井戸枠の一辺は0.7ｍ。深さは1.6ｍある。井戸底から飛

鳥Ⅳの土師器翌５個体が出土した（図39)。

掘立柱南北塀SAO２南北溝SDO1の西側に平行する塀。

今InIの調査区では、柱間1.8ｍ等間。南北溝SDOlAの屈曲

部から南には延びない。第84次調査区では、柱を立てた

のちに粘質土を職み上げて細長い土手状の高まりを作っ

た状況が観察されたが、今調査区では南北大溝SDO5を整

地するときに一緒に埋めたようだ。施工手順の差、ある

いは木樋暗渠SXO3の設置と関係するだろう。

掘立柱東西塀ＳＡ６４掘立柱南北塀SAO2の南端に接続す

る塀。２間分を検出した。ＳＡＯ２とは鈍角に接続し、柱間

は1.5ｍとやや狭い。

掘立柱東西塀ＳＡ６６石敷井戸SE60の北にあり、井戸の

西辺とほぼ直交する。柱間3.2ｍ・東に延長すると掘立柱

南北塀SAO2の柱位置にあたるので、これに接続した可能

性がある。

南北大溝ＳＤＯ５南北溝SD73を整地する段階では、調査

区北半部は幅の広い谷状の地形を残していた。これを埋
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SD61は溝SDO1Aの埋土の上から作られる。飛鳥Ⅳ。Ｖの

土器や瓦、銅人形、鉄器、木器、木簡が出土したが、木

簡の量は少ない。

木樋暗渠ＳＸＯＳ南北溝SDO1の西にある、鍵の手にＩＭＩが

った暗渠。．字形断面の底板に平板をかぶせる榊造をも

つ。南北部分の全長は6.5ｍあり、北は東に折れて南北溝

SDOlに出水口がひらく。この部分は掘立柱南北塀ＳＡＯ２

の柱に接している。南は西に折れるが、材が腐っていた

ため、本来の長さは不明。

石敷井戸SES０３条の塀に接した西側丘陵の裾にある。

井戸枠は抜き取られ、数本の材が残っていただけだが、

第84次調査区の石敷井戸SE42と同じように断面台形の材

を円形に立て並べる構造だったらしいことは判明する。

井戸まわりの台形をした石敷と四周の石積の壁がほぼ姿

をとどめる。石敷の規模は、南北４ｍ，南辺６ｍ、北辺

８ｍ。四周に長方形の排水溝をめぐらせ、北西隅には平

面形が三角形の階段がつく。石敷井戸SE42より石敷の規

模は小さいが､敷かれた石はやや大きく、西北隅と東南隅

に凝灰岩質砂岩の･切石を配置する。周朋の石砿は、北で

高さ0,3ｍ、南は妓高で1.1ｍある。石敷の南東隅には、幅

0.5ｍ、長さ５ｍの石組溝SD61がつながり、掘立柱東西塀

SA57をくぐって、水を南にある水溜SX55に流す仕組に
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め立てて、その過程で掘立柱南北塀ＳＡＯ２や木樋賠渠

SXO3、更に南北渉SDOlなどが作られる。ｋ器、凡、ノｋ

簡、木製品、鉄や銅の金属製品などが出土した。南の［

房地区成立後、程なくして整地されたのだろう。

南半部の遺構

両岸谷裾には上方の工房から投棄された工房廃棄物ルサ

が堆積し、銅・ガラス生産関連物が火:1,tに出土したが、

工房作業面は旧飛鳥池造成時に大きく削平され、今InIは、

土坑SK701基のみを検出したにすぎない。

土坑ＳＫ７０今次の調査では妓も高所にあるゴミ捨て穴

で、上面径約3.6ｍの不整円形で下に向って逓減し、深さ

2.2ｍの底部は径1.2ｍの円形状を呈す。フイゴの羽ｒｉ・鋼

津・焼土・炭等の鍛冶関係遺物、漆壷をはじめとする土

器類・瓦等が、西側上方から数次にI:〔って投棄された状

況を確認した。この土坑の存在によって、西岸の未発掘

地のより尚所にも工房が広がっていることが分かる。

東岸の工房跡東岸拡張区では、大きく３時期にI〔る’二

房作業面を確認した。雌も．Il了い時期の．[房作業面は、岸

側と山裾側を素掘溝で区画し、東西約９ｍ、南北20ｍ以

上の規模をもつ。区lI1li溝の内側に沿って小柱穴列が並び、

簡単な屋根架けがなされていたようである。上臓では３５

基、中届では89基、下屑では73基の炉跡を検出した。上

層・中届の工房作業面は、先の操業時に生じた炭を-i昌休

とする廃棄物を均して整地している関係で、炉は、穴を

掘り新たに山土を入れた後に穿って築いている。

上府では、炉跡の近くに瓶を据えたものが多い。金床

として用いたらしく、周辺から鍛造鉄片を多並に検出し

た。また炉数基iii位に土坑１雄を配す。この土坑は長桁

円形、もしくは円形を呈し、底面が．〃に傾斜し、雌も

低い位侭に更に円形の小穴を穿つ形態である。底部近く

に薄く粘土と砂の層が残り、水溜あるいはﾉ卜戸の機能を

ｉ､

tIS3′￥

１１＝

もつＩ自坑と考えられる。liil様の土坑は小111廃寺（紀寺）

東方の工腸跡でも確認されている（『膝原概報１８』)。

一方、下ﾊﾘの]言腸Iniは、当初の整地、に営まれていて、

炉もＩＩｌｉ接整地１ｍに穿っている。炉跡の多くに、銅小片や

銅滴の残存が確認され、また鉄の鰻頭津はほとんど見ら

れず、下胴の１:房は釧製IWIの堆産が主体と考えてよい。

この-K房の廃棄物胴から富本銭が出･こした。

炉跡平面形が径20～30cm礎の円形で椀状にくぼむ炉が

一般的であるが、他に徒40ｃｍを超える大型lIj形炉、楕円

形状の炉、方形炉もある。方形炉は、炉跡集中部から離

れた山裾に単独で存在し、。辺1.5ｍ、深さ0.5ｍ・壁は暗

茶褐色を呈し、さほどの商況を被熱した痕跡がなく、底

には消し炭様の炭胴が薄く唯稚し、熔解炉ではなく炭焼

窯の可能性もある。各岬1の炉跡は、熔材を確かめるため、

すべてサンプルを採取し、現在分析中である。

粘土採掘坑’二房の束にある地lIIimに掘られた不盤形な

lIIlみ。地111は、この部分だけ均質な粘ｋ肺で、羽'１や炉

構築川の粘ｔを採掘した跡とみられる。

陸橋ＳＸ５４・水溜ＳＸ５３．５５陸橋SX54は、調在区南

辺に設けられた貯水・浄化用水溜（SX53.55）の堤防で、

束l1IiII1ljl倉房をつなぐ通路の機能も合わせ持つ。上而幅２

～2.5ｍ・数次の改修があり、側示したのは当初のもので、

各時期とも余水を流す小溝を切る。陸橋は粘上をある程

度職み上げた後、木枝葉．薄い板切を敷き詰め、更に粘

土を積むという工程を繰り返して築かれた。

水溜SX55は、陸橋SX54と東西塀SA56で堰き止められ

た大きな溜池で、この余水は南北溝SDO1に流す。

瓦窯SＹ５０（飛鳥池瓦窯）洲制Ｘの東側ほぼ中央、丘

陵のijIi斜面に位侭する。森窯だが、焚｢-1部の一部と燃焼

部が残っていただけで、焼成部から上はすでに削平消滅

していた。燃焼部の規模は、長さ2.3ｍ、幅2.2ｍ。
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燃焼部の床面は、上下２面ある。上面（最終床面）は

焚口に向かって10度の傾斜をもったほぼ平らな面。下面

の上に、焼けたスサ入り粘土の壁材断片や瓦の破片を交

えた土を入れ、高いところで約20cmかさ上げする。下面

(当初床面）は、上面のように平面的ではなく中央部が浅

くくぼんだ形をとる。下面の燃焼部床而奥には段があり、

その段差は約0.2ｍ・下面の南側袖部には粘土を貼り足し

た痕跡があって、下面での操業段階で側壁の補修を行っ

たことがわかる。

燃焼部の側壁は、高さ0.2～0.3ｍが残るにすぎない。南

側の壁には軒平瓦と厚手の平瓦、北側には平瓦と川原石

を積み上げて補強する。南壁の瓦積みは、２段分が残り、

凹凸面を互い違いに並べて積む◎瓦積みの下には川原石

を並べてあった。これらの補強材は、南壁では奥から

0.8ｍ、北壁では0.3ｍまでのところで終わり、奥までは積

まれていない。瓦や石の表面、および南壁では瓦の隙間

にも小口から１０ｃｍほどの範囲に粘土が塗られていた。南

壁の瓦積みは下面から積み上げており、上而形成時以前

の仕事とみられる。

燃焼部の奥壁は、高さ0.4ｍほどの段差となって焼成部

に続く。この段のほぼ中央には風化した石１個が埋め込

んである。また、燃焼部奥壁の中央には直径10ｃｍほどの

穴があり、完全に炭化した柱材片が出土した。燃焼部床

面の下層には、これ以外に２箇所に柱痕跡を確認したが、

こちらは下面床而上からも柱痕跡がみえない。これらは

燃焼部の天井を作るための支えとして立てた柱の痕跡だ

ろう。

燃焼部の前面に0.5ｍほどの袖をもうけて焚口とする。

焚口の床面は燃焼部ほど堅くは焼けていない。

出土瓦は、軒平瓦19点､軒丸瓦丸瓦部１点、丸瓦約１００

3８奈文研年報／l999-II

点．21.5kg、平瓦約700点・200kgのほか、災斗瓦と噂が

ある。また、少鎧の土器も出土した。なかに、スサを交え

た粘土の付着した須恵器杯Ｂ蓋がある。東海産と推定さ

れるかえりのない蓋である。

石列ＳＸ５１瓦窯SY50の焚口南側には窯の主軸と直角に

石列SX51が並び､石こそかなりまばらにはなっていたが、

瓦窯の南側にも続く。瓦窯を構築する際、周辺を盛土整

地しており、それが流失するのを防ぐのが目的だろう。

盛土の下屑には炭の堆積があり、南にある工房が、瓦窯

構築以前には、更に北に延びていて、それを埋め立てて

瓦窯が構築されたことを示す。

土坑ＳＫ５２焚口の南脇で石列SX51に接して掘られた、

直径1.5ｍ、深さ1ｍの土坑。窯から掻き出された灰や瓦

片を処理するために利用したようだ。

＜瓦窯と工腸面との関係＞

前述の飛鳥寺東南禅院の所用瓦を焼成した瓦窯ＳＹ５０

は工房の北側に位置する。瓦窯の焚口から焼成部は、山

土の造成土の上に築かれているが、この整地造成は、下

層の工房面を埋める形で行われており、瓦窯は確実に下

層工房より新しく、中層の工房面とは共存する。上層の

工房整地屑には、焼け歪んだ瓦片を含むことから、上層

工房時期には瓦窯は廃絶していたものと考えられる。

＜工房1ｍと廃棄物ﾙｻの関係と樹木銭出土屑位＞

谷裾の堆積は工房から投棄されたものであり、現段階

では、上層工房面一炭層２，中層工房而及び瓦窯一炭層

３、下層工房而一炭層３下炭層という対応関係を考えて

いる。問題の富本銭は、炭層１．炭層２．上層工房整地

土・中層工房整地土から出土している。中層工房整地屑

は本来、下層工房期の廃棄物であり、従って寓本銭の鋳

造は瓦窯以前、下層工房期に開始された可能性が高い。
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出土遺物

包含脳、炭屑、南北溝SDO1、瓦窯SY50など、調査区

全域から出土した遺物の量は膨大である。その種類も、

土器・土製品、銅・鉄などの金属製品、銭貨、木製品、

石製品、瓦噂類、木簡など多岐にわたる。

土器・土製品

土器７世紀中頃から１０世紀にいたる時代の土器類が出

土したが、飛鳥池工房期（藤原宮期直前期・宮期）の土

器類が主体である。工房期の土器類には、ルツボに転川

されたものや、漆器生産に関わる漆パレット、各地から

もたらされた漆運搬用壷、漆貯蔵具が大量に含まれる。

土師器・須恵器が主体であるが、他に線刻鋸歯文と貼付

文で飾る朝鮮半島系の鉛和陶器の壷、印花文を施す統一

新羅産の盆蓋等も出土している。

土器類は現在整理中であり、ここでは整理の済んだ西

岸の土坑SK70と井戸SE59出土土器を提示しておく。

土坑SK70出土の土師器には、杯類（Ａ・Ｃ・Ｈ)、鍋、

発等があるが、いずれも辿存状態が悪く、特に珍しい托

(29）のみを図示した。須恵器には､杯Ａ（１３～16)、杯

Ｂ（６～11)、杯Ｂ蓋（１～４，２０．２１)、杯Ｘ（22)、Ⅲ

(17～19)、皿蓋（５）、椀Ａ（12)、壷、平瓶（24～26)、

発（２７．２８)、圏足円而硯（23）がある。時期的には、

飛鳥Ⅳ．Ｖ期に属す。杯Ａ（15）はトリベとして、杯Ｂ

(８）は、漆のパレットとして使用。平瓶（２４．２５）は、

漆壷。杯Ｂ（７．１１）は、口縁部外面下半に二条の沈線

をめぐらす鈍形器形、１１１Ａ（１８．１９）は、土師器のⅢＡ

に通ずる形態で、１９は手持へラケズリ調整を施す。いず

れも尾張地方産とみられる（図46)。

井戸SE59の埋土からは、飛鳥Ⅳの土師器の尭ばかり５

個体が出土した。大型品を除きいずれも完形で使用痕を

とどめる（図39)。

土製品土製品には、炭層出土の土師質当具（図48）２

点、陶硯、奈良時代の土馬等がある。当具については、

別項で詳述する（18頁)。

墨書土器第84次調査区に比べると少量ではあるが、「自

刀児」（人名一土師器鍋体部外面)、「口釜玉入」（土師器

深鍋休部外面)､｢道口師鉢｣(僧名一須恵器鉢Ａ体部外面)、

｢寺」（須恵器片）等が出土している。（巽淳一郎）

瓦噂

瓦尊類は、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、軒平瓦、蓮華紋鬼板、

4０奈文研年報／1999-Ⅱ

礎斗瓦、面戸瓦、隅切瓦、噂などがあり、包含層、炭層、

その下層の灰色粘土屑、あるいは南北溝SDOlや南北大

溝SDO5、南北溝SD73など、調査区内の各所から出土し

た。

炭層とその下層から出土した瓦については、大まかに

次のように述べることができる。瓦窯SY50は明確な灰

原をもたないが、谷束岸の炭層３には焼け歪んだ瓦片が

多量に含まれ、これが灰原に相当する。そして、炭層に

は東南禅院所用瓦が含まれるのに対し、その下層の灰色

粘土層には川原寺所用瓦以前のものしかない。また、整

地土下屑の南北減SD73の瓦は飛鳥寺創建期のものに限

られる。

軒瓦は、総計135点出土した。型式別の点数は、表３に

示した。軒丸瓦は、飛鳥寺創建期の１．Ⅲ．Ⅷ型式が1/３

あり、７世紀後半のものが2/3を占める。その内、川原寺

所用のＸⅡ型式２点以外は東南禅院の所用瓦。軒平瓦は、

Ⅳ型式Ｂ種（6661B）１点以外は、すべて重弧紋。三重

弧紋Ｉ型式が東南禅院の瓦。良好資料が出土した軒丸瓦

６点（図47）と、型式分類を改めた三重弧紋軒平瓦（Ｉ

型式）を図示した（図４９．５０)。

軒丸瓦ＸⅧ型式は、蓮子および弁の彫り直しと蓮子数

の違いにより、ａ（蓮子１＋４＋11）とｂ（ｌ＋４＋９）

に細分する（図４７－３．４)。迩型式は、外区素紋のａと

蓮弁風の紋様を彫り加えたｂにわける（図４７－５．６)。

軒平瓦Ｉ型式は、これまでＡ～Ｅ種に分けていたが

(『藤原概報23j)、更にＦ～Ｈ・Ｊ．Ｍ種を追加し、いく

つかは細分した。Ａ種は、先端が平らな箆状の道具で施

紋する大型品。直線顎のＡ１と段顎のＡ２に細分した。

Ｃ・Ｄ種はＡ種に竹管施紋したもの。Ｂ種は型挽施紋す

る小型品。Ｅ種はそれに竹管施紋したもの。Ｆ種はユビ

ナデ施紋する大型品で、顎の形態と長さによりＦ１～F3に

細分した。Ｈ種はそれに竹管施紋したもの。施紋位置で

H1とＨ２に細分した。Ｇ種はへうで沈線を刻む。Ｊ種は

Ｂ種に似るが、弧線が丸いもの。Ｋ種は型挽施紋で弧線

が角張るもの。Ｍ種はユビナデ施紋で瓦当の薄いもので

ある。

瓦窯SY50からは、軒丸瓦瓦当部は出土しなかったが、

丸瓦部が１点出土した。接合手法や胎土からXVII型式

(図47-2）と判断できる。粁平瓦は、Ｉ型式の６種が出

土した（図50)。南壁の補強材は、瓦当厚が大きいＡ１．
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だろう。丸瓦は竹状模什丸瓦、平瓦はタテ純叩きの粘土

板桶巻き平瓦が出土した。平瓦は、凹凸面の調整手法に

３種ある。

丸瓦は6380点・’277.6kg、平瓦は15349点・2336.6kg出

･こした。（花谷浩）

Ｃ・Ｄ・Ｆ２（図50-1～4）とやや厚手の平瓦。窯体に落

ち込んだ状態で出土した軒平瓦にも補強材だったと判断

できるものがある。これらは、Ａ１。ＣまたはI）・Ｆ２（図

50-5）・Ｆ３の各種で、やはりいずれも瓦当厚が大きい。

Ｂ極（図50-6）にはそのような痕跡が認められないので、

岐終操業段階で焼かれていた軒平瓦はＢ種と巻えてよい
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種別点数

図４８第93次調沓器十十師質当具１：２
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軒丸瓦 軒平瓦 その他

、
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０
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２
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２
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２
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１
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木製品・土製品・金属製IRIなど

第93次調査では、‐l上器や瓦とともに木製IHI、土製品、

金属製齢、和製品、ガラス製品、鉱津などが.i是に炭ﾙｻか

ら多数出土している。このうち銅及び鉄製研Iの‐部を似1

51に示した。

炭屑から出土した木製齢には工具や金具類の様、漆推

りの刷毛、曲物などの容器類、部材があり、このほかに

南北火溝SDO5出土の櫛等や澗敷井戸SE60の枠材、木樋

天板などがある。

土製品には鋳鋼のjli渦ないし取瓶、鋳型、輔羽口など

があり、完形に近い羽口は１０００点を超える。

銅製品ないし未製品には、例示したものとして、人形

（１）、細い銅板の表裏に盤によって樋状の窪みをつけ、

その左右に列点を打ち円形浮文を表現した製IYI(2)、鋤

子（３）、撚り合わせた銅線（５）、壷金具未製品（６）、

蝶番未製品（７）、鋼管（８）、座金（９．１０)、鈍尾(11)、

刺金（12)、釘隠(13)、鎖ないし針金(１４．１５)、釘ない

し鋲の未製舶および製品（１６～27)、雌痕跡の残る薄板

（４）があるほかに、暖略、佐波理鈍、針、素材と考えら

れる棒状品・塊状品・線状品などがあり、種類が多岐に

わたり点数も多い。また、切り屑なども多数出土してい

る。人形は１以外に長さ３cm前後の小型IWIが２点、同じ

く約７cmのものが１点出土している。出土進構・屑位は、

１がSDO1、２がSB62柱穴掘形、２２が水溜SX55、他は全

て炭層である。１以外の人形は、それぞれSDOl、灰茶色

土屑、炭Ⅳ1から出土した。

鉄製品のうち最も出上点数が多いのは釘で、ほかに鑓

(35)、海老錠（28)、鎧座（30)、刀子(29)、蝶（34)、

理（３１．３２)、斧、鍬あるいは鋤先（33)、鉄釧、鉄雛、

素材と考えられる角棒状製品などがある。また、器樋不

明の鉄器片が多数出土している。出土遺構・〃1位は29.

32が灰色粘土屑、３４．３５がSDOl，他は炭ﾙｻである。

万製品には砥石や、鍛冶に使用した金床邪がある。

ガラス製品には緑色・青色・褐色ガラス片があり、原

料の石英や鉛の出ｋもある。また水IRIや聴珊片、晩11‘Iの

丸玉も出土している。

他に、銅津や鉄津が多鎚に出土し、鋳造の際に生じた

銅滴、熔銅もかなりの垂に上る。

なお、常木銭以外の銅銭では、隆平永賓１点が後世の

満から出土している。（小池伸彦・鈴木恵介）

樹本銭

富本銭は炭府ｌをはじめ、谷に堆積する廃棄物届と東

岸の工腸盤地土から計70点が川上した。その内訳は炭焔

１：２３点、炭屑２：３４点、炭屑３：１点、束岸上府工房

盤地土：８点、中屑整地上：１点、その他：３点であり、

盤理作業の進捗によりさらに点数の増加が予想される。

いずれも枝銭から切断したままの鋳放し銭で、輪の周囲

に鋳バリや堰の切断痕が残る。鋳損じた銭の破片が大半

を占めるが、完形に近いものが６点、半分程度が残るも

のが４点ある。湯まわりが悪く完全な形状にならなかっ

たもの、鋳造途中で殖が割れて殖傷が生じたもの、表而

に巣が入ったものなどがあり、不良品として廃棄された

ことがわかる。銭の商径は各部所で微妙に異なるが、平

均寸法は24.4cm、厚さ1.51nm前後で、中央に約６１nmの方

孔があく。完形に近いもの３点の平均亜吐は4.59ｇであ

る。

第84次洲査SD29出ｋの鋳悼は、堰の断面形状が銭に残

る痕跡と一致し、成分分析の結果も富本銭と同一組成で

あることが判明したため、常本銭の鋳造川鋳樟と判断し

た。ヒドを折鎖するが、現長10.3cm、湯道の幅1.1cm、厚

さ３ｍｍ前後で、湯道からIﾘj瞭な堰が直角にのび、左右段

違いに８筒所の堰（１簡所は痕跡）が残存する。堰の上下

の間陥は心々で2.6cmである。一方、富本銭に残る堰の切

断痕は、七曜文の左右いずれかの対称位fitにあり、樋銭の

上下を意識して規則正しく銭弛に配遇した状況を示す。

また堰が２箇所に残る銭があり、湯道をはさんで左右２

列ずつ、全体で縦４列に祇銭を配したことがわかる。以上

のことから、富本銭は・つの銭施で少なくとも１６枚以上

を同時鋳造したものと推測でき、和111開弥と|『1様､肱産化

をめざした鋳銭技術の存在を想定できる。

富本銭の字義銭文の「樹本」は、後漢の光武帝が｢富

I'1之本、在於食貨」という馬援の上申によって、建武１６

年(40）に五銑銭を復活した故‘l＃（『晋fIf』食貨志）に由

来するものと考えられる。五銑銭は前漢の武帝元狩５年

(前118）に発行され、店の尚祖武徳４年（621）に開元通

賓が発行されるまで、約700年の長きにわたって流通し

た。前漢の五銑銭は、王芥の複雑な貨幣改革によって一

時廃止されたが、再発行の契機となった馬援上I'１は、漢

貨復活の藩箱な故班であったと推測できる。同一故事は

『芸文類衆ｌにも掲載され、ここでは馬援が「富民之本、

奈文研年報／l999-II４５
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図５１第93次調査出土銅製品（１～27）・鉄製品（2B～35）
１～４．６～１３．２２～３５は１：２，５．１４～２１は１：１
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図５２第９３次調査出十宮本銭１：１

在於食貨」と五銑銭の復活をｋ評したと記している。IIIIj

者に「富同」「富災」の語句の差はあるものの、それらの

基本が食貨にあるという点では共通する。『漢[I測食貨志

は、その冒頭に「洪範八政、一日食、二I･I貨、（中略)、

二粁、生民,と本」と『:ｉｌド経」の一文をリl川する。い:綴』

は、国家統治の根幹の第一が食、第二が貨であり、食物

が充足して、貨幣を使用した交易によって物盗が流迦す

ると、国力が充実して民が裕福になり、民の教化が成し

遂げられるとする。ここでは揃脚と富民はlIilなであり､

食と貨を重視した経済政策がIKI家統治の基本と位慨付け

る。馬援上111の文篇は、こうした樹１１噂l安民の儒教思想に

依拠したものであろう。

「密本」の文字は、五銑銭復興に韮った故‘"を参考に、

｢寓凶、富民のもとが貨幣である」という意味で銭文に採

用された可能性が高い。

一方、左右に並ぶ七星は、陰陽五行思想の陽（日）と

陰(月)、水火上金水の五行を総称した七唯文とみられる。

中国では、円形方孔銭の形状が天円地方を象り、天地・

陰陽の調和がとれた状態を保持すると考えられている

(｢晋普』穏逸伝「郷災」銭神論)。寓本銭の七唯文は、陰

陽二気の間を五行が順序､乏しく循環する状態を図象化し

たもので、易象図の「乾坤成列」「七始之図」などに類似

した図柄が認められる。

以上のように、常本七雌銭の銭文は、貨幣の本来的機

能が富国・富民の本であり、円形方孔の銭貨の形状が陰

陽五行の調和のとれた姿を示す、と

いう''1国の伝統的思想に由来した啓

蒙的な銭文であったと考えられる。

このことは、富本銭が中国貨幣の単

なる形態上の模倣にとどまらず、貨

幣の本質や、貨幣に関わる思想の体

系的な理解の上に立って、銭文が考

案されたことを物語るものといえよ

う。

富本銭発見の意義揃本銭はこれま

でに平城京右京八条一坊十四坪、同

左京一条三坊東三坊大路東側満、藤

原京右京一条二坊四二坊坊間路東側

瀧、伺左京北三条六坊北三条大路北

側瀧、大阪市細-1二谷遺跡、長野県高

森川武陵地IIf城､飯111市座光寺Ilf峻群で出こしている。

樹木銭は古泉界において、長らく江戸時代の絵銭とし

て扱われてきた銭貨である。昭和60年に、平城京右京八

条一坊'一四坪の井戸SEl555から宮本銭が出上したのを契

機に、占泉界に伝存する寓本銭の比較検討を行った結果、

咽式を異にする二種類の揃本銭が存在することが明らか

になった。ＩＩｒ代の富本銭が、出土品もしくは伝世品とし

て後枇に伝わり、稀少銭の収集熱が高揚した江戸時代に

絵銭として模作されたと判断し、平成元年には窟本銭を

奈良時代の峨勝銭として報告した。しかしその後、藤原

京から相次いで２枚の術本銭が川上し、寓本銭が７世紀

に遡る銭貨である可能性が生じていた。今iulの飛鳥池遺

跡の調査によって、宮本銭が700年以前に鋳造された銅銭

であることを確認することができた。

『1-1本11|:紀」には、天武１２年（683）に「今より以後、

必ず銅銭を用いよ。銀銭を用いることなかれ」という詔

がみえ、持続８年（694）や文武３年（699）にも鋳銭司

設侭記！"がみえる。これらの銅銭・鋳銭司関係記事につ

いては、従来実態が不明とされ、様々な解釈がなされて

きたが、今回の発見によって、禰本銭がこれらの記事と

関係する可能性が尚まった。鋳造銅貨の発行としては和

同開弥に先行する可能性が高く、先の銅銭使用記聯や、

鋳銭刈設慨記事、火宝律の私鋳銭条をめぐって展開され

てきた論争に新たな資料を提供するものとして注|Ｉされ

る 。 （ 松 村 恵 司 ）
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飛鳥池遺跡出土の木簡

第93次調査から出土した木簡は、合計97点である。た

だし、同木簡は現在も整理・検討中であるため、点数な

どのデータは今後も変動する。

遺跡を二分する塀より北地区（５ＢＡＳ区）では、第８４

次調査でも検出した南北溝SDO1から８点、その南に接続

する斜行溝SDO1Aから21点、南北大溝SDO5から６点、そ

の他の遺構から８点が出土した。

南地区（5ＡＫＡ区）では、工房から廃棄された大麓の

炭を含む層（炭層）から48点、炭層の下の整地土(灰色

粘質土）から５点、その他から１点である。

年紀をもつのは１と６のみで、１「丁丑年」は天武６

年（677)、６「丁亥年」は持続元年（687）にあたる。１

は第84次調益で同じSDO1から出土した「丁丑年十二月」

の「三野国」の「次米」（昨年度報告）との関連も考えら

れるが断片のため、確かではない。

６は炭層の年代を考える際に手がかりとなる。谷筋の

炭屑が１～３に大別されることは、既述のとおりである

が、木簡は炭層２に集中し、炭層１．３からは少ない。

後掲木簡では８が炭届１から出土した以外は全て炭層２

からの出土である。

木簡の記述から見ると、炭層２は、６以外にも、７．

９．１０がいずれも「評」で７世紀を示し、９．１０が

｢里」とあって「五十戸」でない点も併せ考えると、同

屑は、一応、持統朝頃という年代を与えることが可能で

あろう。

第93次調杢の木簡は、全体として見ると荷札と付札が

多く、昨年度報告の第84次調査に濃厚に窺えた寺院との

関連を示す木簡を見出すことが出来ない。このことは、

主として南区の工房跡から廃棄されたと見れば当然のこ

とである。荷札では後の術中国賀夜郡にあたる地からの

ものが３点（７．９．１０）とまとまっている点が注目さ

れる。

１１は、炭層の下層の整地土（灰色粘質土）から出土し

た木簡で、年紀はないものの、書風からみて、天武朝な

いしそれ以前に遡る可能性もある◎文意が判然としない

が、「官の大夫の前に白す」と書き出し、以下人名を列挙

している。「官大夫」という表現は３にも見えるが､特定

の官職というよりは、一般名詞と考えるべきであろう。

人名では「野西乃首麻呂」のように姓と名の間にくる

4８奈文研年報／1999-Ⅱ

｢の」を漢字で表記しており、あまり類例がない。列挙さ

れた姓もこれまで知られていないものが多く、木簡の年

代推定とともに、検討すべき点が残る。（寺崎保広）

南北溝SDO1

１．丁丑年十

．|~Ｉｒｌｒｌ

ＳＤＯ１Ａ

２飽耳酢一斗

３・官大夫

・仁－１

南北大溝SDO5

４五十戸調
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［曳力ｌ

雷呂普口81-1n廿三□16‘32‘O31HL30

炭層下整地土

'小宮大夫前白斑苦奴加加須波口烏麻呂小山乃口乃
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（257）．２８．３０１９ＨＫ２８
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イ｢蚊ルノfSE60に1脚11された建築部材

調査区北凹の石敷井ｊ､rSE60から、井戸枠に転用された

建築部材が出土した。いったん抜き取ったル戸枠材の・

部を投棄し、埋め戻したものと考えられる。断片化した

材もあるが、ここでは遺存状態の良い４点の概要を記す。

Ａ材長さ264cln，断面はほぼ台形で|脇は21ｃｍあり、厚

さ１４cmの''２ばで20cm、さらに18ｃｍまで２段階で斜めに削

る。材の片端は原形を辿すが､逆は80ｃｍほどが腐朽する。

遺存端を下にして、立て並べた井戸枠と考えられ、第８４

次調盗の石敷井戸SE42の下部枠と同構造となる。ゾh-f枠

転用時のダボ穴は、ド端から40ｃｍの片側、130cmのII1j側

にある。》'1初の加工艇として渡り顎下木仕i１，丸ダボ穴、

垂木エツリ穴を確認し、建物の軒桁の転用と推定した。

渡り顎仕口は、井ﾉ･『転用時の外面側、下端から約60cm、

にあり、材長方向に21ｃｍを両側から４ｃｍ、深さ７ｃｍ欠き

込む。上木＝梁材の圧疲は認められない。この裂側に、

径８cm，深さ６cmの丸ダボ穴がある。柱径を示す圧痕は

見えない。エツリ穴は材長方向10cm、幅12cmで、中央に

幅３ｃｍを残して、底を貫通させる。断面形は逆台形～浅

いＵ字形～Ｖ字形と不定である。材側面からの距離は３

ｃｍ・６ｃｍと片寄る。ほぼ27ｃｍの等間隔で９箇所ある。

エツリ穴の間隔からこれを用いて緊結される垂木は、

９寸間隔に復原される。柱に対して手挟みに配すが、渡

り顎の両脇で、エツリ穴の長さを９ｃｍ・６ｃｍと狭めて、

梁との干渉を避ける。柱間は、腐朽端までダボ穴がなく、

７尺以上となり、垂木割から９尺と推定する。当初断面

は幅７寸、セイは転用時の加工が不明であるが、』'1初加

Ｉ 一
Ｉ
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－一

工痕からみて５寸とすると、長方形断面を渡かせた平使

いの軒桁となる。長さは柱間２問分以上であったろう。

Ｂ材長さ167cm，下端での断1ｍは厚15cm、１幅21ｃｍを18ｃｍ

まで斜めに削る。井戸のダボ穴は、下端から４２ｃｍと

125cm付近のIIIj側面にあり、｜陥５×厚２Cl､、長７cmほど

のダボ２個が残る。材表而の巡りが良く、Ａ材同様のエ

ッリ穴が７簡所確認できる。エツリ穴の底にノミ跡があ

り、ｌ脇4.5cm礎のノミを川いて加工している。材寸、エツ

リ穴の間隔・加_.[寸法ともＡ材と等しく、同一建物から

の転用と考える。なお下端のエツリ穴は長さ６ｃｍと小さ

く、Ａ材同様、渡り顎仕1-1に近接していたらしい。

Ｃ材長さ99cmで、材表伽がひどく腐朽するが､井戸枠

「端部分である。厚はl3clnが世り、|限21ｃｍを２段階で

１８ｃｍまで削る。下端から27ｃｍに渡り顎下木仕1.1,その両側

にエツリ穴、典側にダボ穴がある。当初の加工寸法は不明

だが、Ａ材と何､j-とみなせ、111-建物の部材であろう。

Ｄ材長さ230cm、断面は雌大幅l7clnで、井戸内側は幅

１２cmの平滑而とするが、外側に丸みを遺し、断而円形の

部材の転川である。井戸のダボ穴は下端から1.3ｍほどの

位置の両側にある。当初の加工痕は、丸ダポ穴と鎌継の

女木仕１１がある。ダボ穴は下端に丸穴の半分が遣り、径

６cln、深さ７cm、周囲に圧痕はない。鎌継ぎ仕口は、大

半が削り落されているが、長28cm、頭長12cm、頭1幅12cm、

首幅10cmである。当初断面は、曲率からみて径21ｃｍほど

であろう。ダボ穴側が下而で、上面が削り落されて確証

を欠くが、棟木様の部材ではなかろうか。Ａ～Ｃ材と同

・建物からの転用か否かは不明である。（長尾充）
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飛鳥池遺跡から出土した宮本銭の材質

炭屑から出土した70点の富本銭は、完形に近いものが

６点あるが､鋳損じた破片状のものが主である。完形に

近いものでも、鋳バリが取り付いた状態で、鋳造後に鋳

悼から切り離した堰の痕跡も残っている。また、鋳型か

らはずしたまま仕上げをしていない、鋳放し状態の表面

が観察できるものもある（図54)。銭としては簸終的に研

磨されるのが一般であるので、今回出土した一連の宮本

銭は、製作の途中段階で廃棄されたものと判断できる。

飛鳥池遺跡における富本銭の大堂出土以前に、出土し

た富本銭の材質的特徴が、主成分を銅、副成分をアンチ

モンとする［銅一アンチモン］系の合金であることを報

告していた（『年報1996』３０～31頁)。この［銅一アンチ

モン]系の合金は、富本銭のほか、古い時期のものとさ

れる和同開弥や、防製の小型海獣葡萄鏡に認められてい

る。

今回、新たに見つかった富本銭に対･して、非破壊的手

法をⅢいた蛍光Ｘ線分析法により分析を行った。定量用

標準資料を用いた半定量分析である。その結果、主成分

の銅にアンチモンを副次的に含む、［銅一アンチモン］系

の合金であることが判明し、かねてから宮本銭に認めら

れていた材質的特徴を示した。因みに、アンチモンの含

有量は一定せず、４～25％と大きくばらつく。しかし、

例えば一般的な青銅に認められるスズや鉛がほとんど含

まれていないことも、今回出土した富本銭の大きな特徴

として注目される。他に、微量のビスマス、ヒ素、銀な

どが含まれていた。今回初めて確認された鋳樟も、同じ

タイプの合金であった。

銅にアンチモンを加えると、融点が下がるとともに、

図５４冨本銭の表面顕微鏡写真

湯流れの向上が期待される。また、強度も上がり、耐摩

耗性も向上すると考えられる。さらに、金色に近くなる

鋳上がりの色あいも、考慮された可能性が高い。しかし、

この合金は偏析しやすいため、扱いにくい合金であった

のではなかろうか（似155)。飛鳥池遺跡1991年度調査で

は、アンチモンの鉱石である輝安鉱（Sb2S3）が出ｋして

おり、鉱ｲiの入手経路や、製錬方法の検討も今後の課題

である。さらに、アンチモンが当時どのように認識され、

何と呼ばれていたのか興味は尽きない。

［銅一アンチモン］系合金という、膝史的にも珍しい

合金が、711t紀後半から８世紀前半にかけてわが国に存

在し、そしてほどなく消えていったことを、今回の富本銭

の大雄出土が語ってくれることになった。（村上隆）

図５５電子顕微鏡による富本銭の表面Ｘ線分析左:二次電子線像中：銅のＸ線像右：アンチモンのＸ線像
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図５６第９３次調査主要花粉ダイアグラムと種実・珪藻の生態'性

Naviculamutica、Pinnulariasubcapitataの陸生珪藻の占

める割合が向く、沼沢湿地付着生種のNavicula

elginensisが伴われる。瀧の周州で人里植物が蛎加し、人

為度の高い環境が拡大する。満は抽水植物が生育し、沼

沢状の水域を!i:していた。

南北大溝ＳＤＯ５

下肘ではヨモギ属の花粉が極めて高率に現れる。ヨモ

ギ属の蛸加は、この時期の大きな人為改変を示し、乾燥

した裸地にヨモギ属が二次遷移として生育したと考えら

れる。IlI・上１Wでは、ヨモギ閥は減少し、イネ科やアカガ

シ１M噸が増加し、周辺の植生が復元して遷移する。種実

は各１両ともナデシコ科等の人里植物とカヤツリグサ科、

コナギの抽水械物を主とする。珪藻では、Hantzschia

amphioxys，Naviculamutica、Pinnulariasubcapitataの陸

生珪藻、沼沢湿地付着'[Iを秘のNaviculaelgincnsis、耐汚

濁性種のGomphonemapumilumがiﾐに出現する。溝の周

州は人里械物が生育し人為環境が分布していた。溝には

抽水植物が生育し、沼沢状の水域の環境であった。耐汚

濁性の珪藻が生育し、汚濁し水質が悪かったと推定され

る。

まとめ

旧河川の時期は、当初、アカガシ亜属を-i長とする照葉

樹林が比較的多く分布するが、上届に向かって減少し、

水佃が拡大する。河川は抽水植物や沈水植物が生育し、

淀んだ水域を呈する。南北古溝から南北大溝の時期は、

人里植物が多くなり、周|M1は人為度の商い環境となる。

溝は抽水植物が生育し、淀んでいた。南北大瀧下屑では

ヨモギ属が期加し、大きな人為改変を示す。南北大溝の

時期は、特に汚濁し、水質が悪くなったと推定される。

（['『環境研究所金原正子・ノ<理大挙附鵬ﾉ<理参巻館金原正明）

雌鳥池工房成立に伴う環境変化の検証

Ｉ:|:'央の東西畔部・調査区北端において、Ⅲ河川堆祇・

南北ilf溝ＳＤ７３・南北大瀧SDO5の堆積物の１０肘準につい

て、花粉分析を主に種実同定、珪藻分析を行い、工房成

立前後の古環境の検討を行った。

１日河川堆積

下陥では、アカガシ亜属の花粉が優占し、これを鞭と

する照葉樹林が比較的多く分布していた。巾・上肘では

アカガシ亜属が減少し、イネ属型を含むイネ科が端加し、

周辺地域で水田が拡大する。種実ではコナギ・オモダ

カ・ホタルイ属などの抽水植物を主に、イトトリゲモな

どの沈水植物が多く、河川が抽水植物や沈水随物の生育

する滞水した環境であったとが考えられる。珪藻では

Hantzschiaamphioxys、Naviculamuticaの湿った上壌に

生息する陸生珪藻、Melosiraambigua,italicaの止水性種

や、好清水性種のFragilariaconstruensが出現する。河

川の周囲には湿った陸域が分布し、水の淀む浦水域であ

ったと推定される。

妓上１Ｗの灰粘土では、カヤツリグサ科の花粉が尚率で、

沈水植物であるイトトリケモの種子が多くなる。珪藻で

は、沼沢湿地付若生種のEunotiapectinalisv､minorや

Hantzschiaamphioxys、Naviculamuticaの陸生珪藻の占

める割合が商い。水が淀んで滞水して浅水域を呈し、沈

水植物や抽水植物が生育していた。

南北古溝ＳＤ７Ｂ

イネ科花粉が優占し、カヤツリグサ科やヨモギ属の峨

本花粉、アカガシ亜属やスギ等の樹木花粉を伴う。樋笑

ではカヤツリグサ科、コナギの抽水植物と、ナデシコ科、

カタバミ属、キク科の乾燥した人為改変地を好む人里植

物が主体をなす。珪藻ではHantzschiaamphioxys、
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まとめ

今回は、これまでに調査された遺跡北部（第84次調査

区）と南部（1991年度調査区・第８7次調査区）の間を調

査し、飛鳥池遺跡の全体構造を解明しようとした。その

目的はほぼ果たせたばかりでなく、束岸の工房跡や飛鳥

池瓦窯（瓦窯SY50）の発見、更には富本銭の出土など、

予想を上回る成果を上げることができた。

遺跡の構造飛鳥池遺跡は、掘立柱東西塀SA56～58を境

に、二つの地区（南地区と北地区）に分かれる。

南地区は工房地区。丘陵裾から上に工房が広がり、谷

にはそこから投棄された当時の工房廃棄物屑（炭層）が

堆硫する。この地区は南北80ｍ以上、面祇にして3000㎡

を超え、炭屑の総吐は土嚢にして10万袋以上と推計され

る。今ﾛ調査した東岸の工房跡は、炉跡総数197基を数

え、工房のなかでも特に規模が大きい。この工房は、上

下３層にわかれ、下層段階には銅製品を、中層と上肺の

段階には鉄製品を生産していた。また、その北には瓦窯

SY50が見つかった。

これまでの調査により、南地区の谷の西側（1991年度

調査区）には銅の工房と鉄の工房があり、西の谷の奥

(第87次調査区）に金銀やガラスの工房があったことが判

IﾘＩしている。更に、南側の丘陵の北斜而には倉庫が建ち、

この一郭は符理収納施設と考えられる。このように、南

地区は業種ごとの配置がきちんとなされ、しかも多種多

様な業種が協業体制をとって操業していた。これは飛鳥

池工房の大きな特徴である。

一方、北地区の束半には、南地区から流れ込む水を処

理する施設が設けられていた。３条の掘立柱東西塀を越

えて炭暇は北へは広がらない。おそらく堰の機能を果た

したのだろう。水溜SX53.55でいったん沈殿された工房

からの排水や雨水は、溝SDOlを流れて石組方形池SG30

に注ぎ、再度沈殿されたのち、石組満SD31で東側の河川

（飛鳥池東方遺跡流路SDOlO）に排水される。

また、北地区の南西隅では石敷井戸SE60がみつかった。

規模は若干違うが、同じような構造をもつ石敷井戸が北

地区の北西隅にもある（第84次調査区SE42)。これら二

つの石敷井戸を含め、北地区が南地区との関連で計画的

に造営されたことは疑いえない。

北地区は、出土木簡からみて、飛鳥寺と深い関わりが

推定できる。崇l唆元年（588）創建の飛鳥寺は、天武９年

5２奈文研年報／1999-Ⅱ

(680）に官寺に準ぜられたし、天武11年（682．一説に天

智元年(662)）には入唐僧道昭（629～700）が東南禅院

を創建した。北の地区は、この東南禅院推定地に隣接し、

それにも大いに関連した地区でもあった。

富本銭の発見出土遺物で最大の注目を浴びたのは富本

銭。1999年７月末現在、出土点数は70点にのぼる。富本

銭はその鋳造時期や性格に諸説あったが、炭層と東岸の

工房跡の分屑発掘が年代決定に大きな役割を果たした。

揃本銭は炭届および工房整地土の各層から見つかった

が、下肺工房の廃棄物を含む中層工房整地土から出土し

たことが決め手となった。この層は、瓦窯SY50の灰原に

対応する炭屑３より下層にある。東南禅院の創建年次に

は、天智元年（662)説と天武11年(682)説とがあるが、

おそくとも文武４年(700)道昭遷化の時点ではほぼ完成

していたと考えてよい。瓦窯の操業時期をそれ以前とす

れば､揃本銭の鋳造年代は700年を遡るとみて間違いなく、

共伴した土器や木簡の年代もこれに矛盾しない。和同開

弥以前とした根拠はここにある。

飛鳥池遺跡は、７世紀後葉に上に述べたような二つの

地区が整備され、南地区は「工業団地」あるいは「コン

ビナート」とでもいえる内容をもつにいたる。飛鳥地域

ではこれほどの規模の工房群は他になく、その性格が大

きな問題となる。

今回、富本銭がここで鋳造された可能性が高いことが

わかり、また銅製人形の製作あるいは製品の注文主とし

てみえる「大伯皇子宮」や「万川宮｣、新粋祭に関連する

かと推定される木簡の存在は、この遺跡が天皇や皇子宮

に深く関わる「官営工房｣だったことを雄弁に物語ってい

るようにみえる。その一方で海獣葡萄鏡や板仏の鋳造、

仏像の宝冠や堂内荘厳具を思わせる金銀ガラスなど多埜

の玉や装飾具の生産を担っていたことも事実であって、

北地区は飛鳥寺あるいは東南禅院との関連が強い。

だがむしろ、宮の製品も準官寺の製品もといった未分

化な状況と、更には業種の多様性と総合性こそが、飛鳥

池遺跡の特徴であり、かつまた７世紀後葉のこの時期特

有の操業形態だったのだろう。いずれにせよ、律令国家

建設の途上にあった当時の日本を考える上でこの遺跡は

計り知れない重要性をもっており、その解明に向けた調

査・研究を進めたい。

（巽淳一郎・花谷浩）



◆飛鳥池◆飛鳥池東方遺跡の調査

はじめに

本調査は、奈良県が計画する万葉ミュージアム（仮称）

の建設に伴う事前調査である。調査地は飛鳥寺の南東方

に位置し、飛鳥池の束岸をなす丘陵と、飛鳥坐神社南の

丘陵に挟まれた、北西から南東へ遡る谷筋で、岡寺の北

側からiくる谷を主とし、これに小原の集落からIぐる谷が

合流している。谷川はすでに整理され、谷の西寄りにコ

ンクリート製開渠の農業用水路として整備されている。

調査対象地は、ミュージアム建設予定地の東半にあた

り、建物外構の盛土による造成と、既存用水路の付け替

えが計画されている。昨年度、第86次調査として、調杏

対象面積約6,500㎡について、８箇所、合計1,112㎡のトレ

ンチを設け、遺構面と谷の堆積状況を把握する目的で調

査を行った。谷の西寄りを流れる流路SDO10と、これに

図５７第９２次調査位置図１：２０００

一第92次・第９~i=6次

平行する５時期の掘立柱塀や、谷の中央束寄りの大規模

建物等を検出している（『年報1998-Ⅱj)。本年度は調査

対象地を、南方へ拡げた約10,500㎡とし、第86次調査の

成果を勘案しながら、水路付稗工事に関わる部分、およ

び'11流路の一部を対象に、第９２次調査として10箇所のト

レンチを設定した(図57)。発掘面積は合計604㎡、調査

期間は４月７日から６月ｌ５Ｉｌである。また第９２次調査の

後、第91-6次調査として工事立会調杏を行った。各トレ

ンチの面猿と調森期間を表４に示す。

本調査については、飛鳥池遺跡の調査と併せて、万葉

ミュージアム関連の報告書の刊行が予定されている。詳

細報告はこれに委ねることとし、ここでは各トレンチに

おける-iﾐ要遺構と出上遺物の概要を述べる。

１第９２次調査

Ａトレンチ

調査地の南端、既存川水路から南l1li方向に雌も商い水

田（Ｈ＝114.6ｍ）に設定した、北で東へ振れる南北４ｍ、

東西５ｍの調査区である。

基本胴序は耕土、褐灰色粘質土（床土）で、トレンチ

表４調査面積と調査期匿

トレンチ 大一中地区名 面積 調査期間

92-Ａ 5ＡＫＡ－Ｂ １９㎡ ４．１５～4.28

92-Ｂ 5ＡＫＡ－Ｂ 27㎡ 4.13～4.24

92-Ｃ 5ＡＫＡ一Ａ 22㎡ 4.7～5.27

9２－， 5ＡＫＡ一Ａ １８㎡ :1.13～5.28

９２－Ｅ 5ＡＫＡ一Ａ 25㎡ 4.7～4.27

92-Ｆ 5ＡＫＡ－Ａ，５ＡＭＥ一Ｆ 131㎡ 4.13～5.29

92-Ｇ 5ＡＭＥ一Ｆ 45㎡ 4.16～5.26

92-11 5ＡＭＥ一Ｆ 102㎡ ､1.15～5.29

9２－１ 5ＢＡＳ一Ｍ 1951丁 .１．２１～6．１５

92-Ｊ 5ＢＡＳ一Ｍ 2011 5.25～6.5

91-6南 5ＢＡＳ－Ｂ 60、 ６．１８～6．１９

91-6北 5ＢＡＳ一Ａ. 45㎡ 6.26～6.29
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南辺西端から丘陵側へ延ばしたサブトレンチで、表土直

下に地山の岩盤（Ｈ＝113.9～114.5ｍ）を確認したが、地

山は谷に向かって急激に傾斜｡しており、トレンチ北端で

は地山に達しなかった。トレンチ南の丘陵を削平して耕

地とし、丘陵崩落土を混交しながら耕作されていたこと

がわかる。等高線に沿う方向の耕作溝を検出したのみで、

顕著な遺構はみられない。

Ｂトレンチ

Ａトレンチの３段下の水田（H=112.4ｍ）で既存用水路

沿いに設定した、北で西に振れる南北６ｍ、東西4.5ｍの

調査区である。

基本屑序は耕土、暗青褐色粘土（床土）で､明瞭な遺

構面がなく、１１=112.0ｍ以下はトレンチ全体が流路堆祇と

なり、淡褐色砂、暗灰色粘土等が堆稚する。Ｈ=１１０．８ｍ以

下は粗砂屑で、径20～30cmの丸石が混じる。

Ｃトレンチ

Ｂトレンチと同じ水凹の、丘陵裾寄りに設定した、南

北５ｍ、東西4.5ｍの調査区である。

耕土、床土を除去した茶褐色土而(Ｈ=112.0ｍ)で遺構

検出を行い、北半では茶褐色土を除去して茶褐色粘質土

面(H=111.6ｍ)で下層の状況を確認した。なおＨ=111.5ｍ

以下は暗青灰色粘土・暗青灰色砂質土等の斜面への堆積

を確認したが､地山まで達しなかった。建物２棟を検出し

たが、これらと組み合わない柱穴があり、少なくとも３

棟が重複している。

5４奈文研年報／1999-Ⅱ

掘立柱建物ＳＢＯ４０１､レンチ巾でＬ字形に柱穴.３基を

検出し、建物の北東隅にあたると考える。掘形は80cm角

ほどで、柱間寸法は東西９尺、南北８尺で、棟方向は未

確定だが、北で東へ５度の振れを測る。

掘立柱建物ＳＢＯ４１１､レンチ巾でＬ字形に柱穴３基を

検出し、建物の南東隅にあたると考える。掘形は円形に

近く、径80cmほどで、柱間寸法は東西１１尺、南北7.5尺で、

棟方向は未確定だが、北で西へ５度の振れを測る。

Ｄトレンチ

Ｂ・Ｃ１､レンチの１段下の水田（H=111.9ｍ）の既存用

水路寄りに設定した、北で西へ振れる南北５ｍ、東西

3.5ｍの調査区である。耕土、黄褐色粘質土・淡黄灰褐色

粘質土・灰褐色粘質土（床土）を除去した灰褐色砂質土

面（H=111.1ｍ）が遺構而で、南北方向の塀２条と東西素

掘溝２条を検出している。

掘立柱塀ＳＡＯ４２Ｉ､レンチ北東寄りで柱穴２基を検出

した。掘形は80cm角ほどで、柱間寸法は６尺､北で西へ

43度の振れを測る。トレンチ西方に想定される流路に沿

う塀であろう。

掘立柱塀ＳＡＯ４Ｂ１､レンチ北西角から南辺中央まで柱穴

４基を検出した。掘形は径80ｃｍの円形あるいは80×60ｃｍ

の方形で、柱間寸法は４尺、北で西へ20度の振れを測る。

トレンチ西方の流路に沿う塀で､SAO42を造り替えたか。

東西溝ＳＤＯ４４Ｉ､レンチ南寄り、幅70～90ｃｍ、深さ

35ｃｍの素掘溝｡灰褐色粘質土が堆積｡SAO43より新しい。

東西溝ＳＤＯ４５トレンチ中央、幅40～50cm､深さ30ｃｍ

の素掘溝。黄灰色砂質土が堆積。SAO42より新しい。

Ｅトレンチ

Ｄトレンチと同じ水田の丘陵裾寄りに設定した、南北

５ｍ、東西５ｍの調査区である。

基本届序は、Ｄトレンチと同様であるが、床土下に炭

化物混りの遺物包含層があり、これを除去してトレンチ

南西でＨ=111.7ｍ、北東でＨ＝１１１．２ｍまで北東下がりの緩

傾斜面を検出した。この斜面上の遺構は、等高線に沿う

耕作溝数条のみである。

Ｆ１､レンチ

調査地東端の水、（H=111.3ｍ）の新設用水路施工部分

に設けた調査区で、第86次調査１．２１､レンチの東側に

沿う。南北50ｍ、幅3.5ｍで、北半で第86次トレンチと重

複する。
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堆本屑序は、緋上、黄灰色粘蘭士（床ｋ)、凡牒岬１（辿

物包含階）で、これを除去した略灰色上而で辿術検川を

行った。遺椛而尚は110.7～１１１．１ｍで、第86次１１､レンチ

北東隅付近が蚊も商く、南北に緩やかにドる。

掘立柱建物ＳＢＯＯ４第86次洲在で検川した比Ｉ佼的規模

の大きい建物で、新たに５柱穴を検出し、Ｉ)叩庇付の南北

棟となった。柱間､j･法は桁行・梁間とも８尺、庇の川９

尺で、北で束へ37度の振れを測る。南奨而棟通りの牲穴

は残存深さ65cｍ（底ImH＝110.3ｍ）で、第86次検川の身介

南西隅柱掘形(底面Ｈ=109.7ｍ）よりは浅い。また身舎IJli

側柱列の南から第２柱の掘形には、恭大～人頭大の蝶が

多数投入されていた。なお、束庇がついて東西lIIj而庇の

建物となる可能性を残している。

掘立柱塀ＳＡＯ４６１､レンチ北寄りで検出した柱穴３雌

で、第86次２トレンチヘ延びる。掘形は70ｃｍ角の隅丸方

形で、柱間寸法は６尺、北で束へ37度を測り、SBOO4の

西庇柱列から15ｍ離れて、平行する。SBOO4を含む1XllIIi

の北IJWを限る塀であろうか。
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第86次調査の４１､レンチと８トレンチで検出した流路

SDO10の、中間部での検出を目的とした調査区である。

第86次６トレンチの西辺南寄りから既存用水路束の舗装

路まで拡張し、東西9.5ｍ、幅５ｍを設定した。２段の水

田（H=109.8,.109.3ｍ）にまたがる。

基本層序は耕土、褐色粘質土・明灰色細砂・黄灰色砂

質土など（床土)、灰色粘質土で、これを除去するとトレ

ンチ東寄りは際混り灰白色砂（遺物包含屑)、西寄り６ｍ

は流路堆積となる。床土中では、３時期以上の古い水田

畦畔も観察される。

流路ＳＤＯ１０流路の堆積は大きく４時期に分けられる。

最末期の東岸は、トレンチ西端に近く、篠の堆積で形成

され（H=108.5ｍ)、東にあふれている。流路中には暗灰

色粘質土が堆積する。西岸はさらに西方であった。

後期流路は、束岸が暗灰色粘質土（Ｈ=108.6ｍ)、西岸

は前述の際の堆積となる。流路底はＨ=108.1ｍで、深さは

50ｃｍ程であった。流路中には灰白色砂、暗青灰色粘質土

などが堆積し、奈良時代後半までの遺物を含む。

後期流路の東岸には木屑を含む暗褐色粘質土の前期流路

の古い堆積が残っており、木簡１点が出土した。

初期の流路の東岸は、後期流路東岸の東約１ｍにあり、

第86次６トレンチから続く小喋を含む灰色砂の遺構面

(Ｈ＝108.6ｍ）が、急に落ち込んで背灰色粘土の平坦面

(H=107.7～108.0ｍ）が２ｍほどあり、さらに落ち込んで

最深部（H=107.5ｍ）となる。底は青灰色の岩盤である。

最深部は幅1.5ｍ程で、岩盤は西へ向かって再び高まって

いく状況が観察された。堆積は、人頭大までの際を含む

暗灰色砂、暗灰色粗砂などである。初期流路は、北で西

へ50度ほど振れており、第86次５．６トレンチで検出し

た５条の塀の振れ（北で西へ51～54度）を規制していた

ことがわかる。

１．１１､レンチ

第86次６トレンチの東辺北端を東へ拡張した調査区で、

東で北へ振れる南北８ｍ、東西13ｍを設定した。

図６０流路ＳＤＯ１０Ｇトレンチ東から

基本屑序は耕土、灰色土・黄灰色土（床土)、黄灰色粘

質土で、これを除去した暗褐色土面（H=109.4ｍ）で遺構

検出を行った。検出遺構は掘立柱塀２条である。

掘立柱塀ＳＡＯ１６第86次調査で検出した東西塀の東延

長部分で、柱穴７基を新たに検出し、１０間以上の塀とな

った。柱間寸法は７尺等間で、第86次６１､レンチ内で南

北塀SAO12と取りつく部分のみ８尺十６尺と柱間を調整

していることが確認された。振れは東で北へ53度を測る。

掘立柱塀ＳＡＯ４７トレンチ東端寄りで柱穴２基を検出

した。掘形は１ｍ角ほどの隅丸方形、柱間寸法は６尺で、

SAO16の西から第９柱に南から取りつく可能性がある。

SAO12との間隔は17ｍほどである。

１１､レンチ

第86次調査８トレンチのサブトレンチの南に接する、

南北5.5ｍ、東西31ｍの調査区である。基本層序は、暗褐

色砂質土(耕土)、暗灰褐色砂質土・褐色砂質土(床土)、

褐灰色粘質土（遺物包含届）で、これを除去した褐灰色

砂質土而で遺構検出を行った。水田面高はH=108.1ｍ、遺

構而高は107.4～107.7ｍで、この遺構面は、トレンチ東か

ら12ｍ付近まで続き、以西は平安時代まで遡る水田とな

る。この下層で、トレンチ東から18ｍに流路SDO10の東岸

を検出した。SDO10の調査は、第86次トレンチの埋土が

崩落する恐れがあるため、幅２ｍの未発掘部分を残し、

トレンチ南半の幅4.5ｍとした。

掘立柱塀ＳＡＯ４Ｂ褐灰色砂質土遺構面の西端近くで検

出した柱穴２基で、第86次の１基と合せて２間の南北塀

と考える。柱間寸法は６尺、北で西へ50度の振れを測る。

掘立柱塀ＳＡＯ４ｇＳＡＯ４８の東３ｍで検出した柱穴５基

で、４間の南北塀と考える。柱間寸法は５尺。第86次調

査の南北塀SAO33の南にあるが、振れも柱間も合わず、

別遺構と看倣さざるをえない。

掘立柱建物ＳＢＯ３４第86次検出の東西塀SAO34は、柱

穴６基を新たに検出し、SAO34を北妻とする桁行３間、

梁間２間の南北棟掘立柱建物となった。柱間寸法は桁

行・梁間とも６尺で、北で西へ50度の振れを測る。

5６奈文研年報／1999-Ⅱ
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前期の流路堆祇は、後期流路

端から20ｍに東岸があり、Ｈ=１０

に落ち込む。底は暗褐色粘質土

粘質上、暗灰色砂牒等が堆積し

画宅画宅画宅
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■■|初期流路
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･１６９､1５０-１･１６９、

の束に残る。トレンチ東

6.2ｍから105.7ｍまで急激

となる。褐灰色砂、褐色

０

86次
８トレンチ
86次
８トレンチ

藤原宮期までの遺物を

流路全体の東岸から２ｍの間で、Ｈ=106.8ｍから105.8ｍま

でドって底となる。淡褐色砂、黒灰色砂、暗褐色粘質土、

暗灰色細砂が堆砿し、７世紀前半の遺物を含む。流路外

の堆祇は上から陪青灰色粘土、隙混り青灰色砂質土、篠

混り黒灰色砂質土、暗褐色粘質上の自然堆祇があり、底

は青白色の岩盤となる。

Ｊ１､レンチ

Ｉトレンチの北側水111（Ｈ＝107.8ｍ）に設定した、南北

5.5ｍ、東西５ｍの北で西へ振れる台形の調査区である。

緋上、床土を除去したＨ=107.3ｍ以下は、トレンチ全体

が流路ＳＤＯ１０の堆祇である。灰色砂混りの牒層面

(Ｈ=106.2～106.0ｍ）を確認したが、流路底まで達してい

ない。なお第８4次調査で検出した石組方形池SG30から延

びる石組溝SD31は、このトレンチでも確認できない。

SD31の東端はSDOlOで撹乱されているのだろう。

図６０第９２次調査遺構図３１：ＢＯＯ

罵罰 含む。

初期の流路堆硫は、
-169.16(】

前期流路の東岸を形成していて、101丁

口末期流路 口後期流路 口前期流路

図６３流路ＳＤＯ１０土層図１：１００１トレンチ部分

-i6.035．I6.038

流路ＳＤＯ１０トレンチ東端から18ｍで、階IIf灰色粘ｋ

からなる流路東岸（Ｈ=106.8ｍ）を検出した。流路堆職は、

大きく４時期に分けられる。雌末期の流路は束岸から６

ｍ付近に中州をもつ浅い流れとなり、中州の東では陪背

灰色砂質土、暗灰褐色砂質土、西では暗褐灰色粘質上、

暗灰褐色粘質土が堆積する◎流路底は西Ｈ＝１０６．１ｍ、東

106.3ｍである。平安時代前期の遺物を含む。

後期の流路は、主にトレンチ西寄りにある。トレンチ

東端から23ｍ付近が東岸で、Ｈ=106.2ｍから105.3ｍまで急

に落ち込み、幅1.5ｍほどの雌深部を形成し、西へ向かっ

て再び高まっていく状況である。流路堆稜は長径70ｃｍま

での際を多数含む褐色砂、暗灰色砂、灰白色砂である。

藤原宮期から奈良時代の遺物を含む。

Y＝

-16.044
H＝

１０７．００ｍ

唐1６．０４１

１０６．００ｍ
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図６５第９２次調査出十荷および同箔瓦１：４

２造物

遺構面_'二の瓦牒臓および、流路SDOlOの堆硫巾から多

種多雌の辿物が出土した。現在も盤理作業が進行''１であ

り、ここでは主要遺物の概妥を記す。

木製品IMI物側板１点、曲物底板２点、斎}'１１点などが

出土した。またＧＩ､レンチの流路SDOlOの初期の堆硫から

木簡１点が出I負した。112×20×８ｍｍの上端II1j側1ｍに切り

欠きをもつ荷札の形で､片而に「煮物」と記す。

金属製品Ｉトレンチの流路SDOlO上肺から釧符1点が

出こした。長さ63mmで両端は破断している。外様５ｍｍで、

厚さ0.8mmの銅板を丸めて鎖付けしている。

工房関連遺物フイゴ羽i－１片、熔銅、鉱津、上'1．渦が出土

し、飛鳥池_'二房との関連が注1.1される。（長尾充）

土器・土製品細文時代から鎌倉時代のものがあるが７

世紀代が主体を占める。流路SDOlO，巾でも第86次I洲盃

８１､レンチに南接したＩトレンチの流路出土土器は良好

な盗料で、７世紀から平安時代にいたる比較的多雌の土

師器・須恵器があり、少並の純文111期～後期の土器が含

まれる。７世紀の土器には漆壷、漆パレット、トリベに

使用したｋ器があり、口径４cInほどの小型の上I|･渦なども

あって、西方の飛鳥池工房との関係を伺わせる。

ここでは、その存続期間と性格、周辺の辿跡との関係

を考える上でも重要なSDOlO出土土器の概要を記す。

図64にはＩトレンチの資料を示し、一連の遺構である

ことから、Ｇトレンチ（１０～12)、第86次訓秀８トレンチ

の土器（１～８）を補足した。流路堆積は４段階に大別

され、初期流路(47～51)、前期流路(22～46)、後期流

路（１６～21)、末期流路（１３～１５）にlwiil列したが、それぞ

れの大勢が存続と埋没の時期を示すわけではない。

１～８は第86次調在８トレンチの須恵器で、711t紀ｌｌＪ

頃～奈良時代初めのものがある。流路の存続期間の大略

の|隅を示すために抽出した。８は口徒7.4cm・杯Ｇのなか

で妓も小さく、口径8.4cmの杯Ｈ（９）とともに水落巡跡出

土例に類似する。１０～１２はＧトレンチの須忠器で飛鳥Ⅱ

に属すであろう。１２は底部をロクロケズリした赤焼きの

彼恵器であるが、内面のlIlJ:放射・螺旋略文と形態が土師

器杯Ｃの模倣であることを示す珍しい資料。

１３は平安時代初めのMli器杯Ａ・流路の妓終段階の年

代の一端を示す。１５は飛鳥Ⅳ～Ｖの須恵器椀Ａｏ１６は平

城宮土器編年のⅢ段階に属す土師器杯Ａ・後期流路の存

続年代の‐端が奈良時代前半～''１頃にあることを示す。

１７～１９は小型で浅い須忠器杯Ｈ・２０．２１は口径12.5cmで

深く、尺井部底部外面はへう切りのまま。飛鳥Ｉに属す。

前期流路の上師器は杯Ｃ（23～26)、杯Ｇ（28～33）

など711t紀初め～中頃の飛鳥Ｉ～11に属すものが多く、

誰Ａ（34～36)、艶Ｂ、難Ｃ、髄、甑、鍋（37）など多

様な煮沸具がある。２２はより新しい可能性がある土師器

機。須忠器も飛鳥Ｉ～Ⅱのものが多く、杯Ｈには妓大径

14ｃｍの51のほか、４５～47など小型で立ち上がりの小さい

ものが含まれる。３８は須恵器台付椀の蓋。Ｉ~I径18.2cm・

初期流路の須忠器杯Ⅱ（52）は飛鳥Ｉでも古い段階に

屈し、底部外周をヘラケズリする◎土師器杯Ｃ（５４．５５）

は径商指数35～32で飛鳥ｌ～Ⅱ。ｉ二師器杯Ｂ蓋（53）は

大宵大寺下屑浅科に類例があり、飛鳥Ⅲに属すIIJ能性が

ある。（西口喜生）

瓦丸凡、平瓦、軒丸瓦、鵬尼、上管などが出土した。

全体に1,ｔは少なく、丸凡は576点・64.9kg、平瓦は１８２８

点・’77.3kgが出こした。Ilil:凡は、飛鳥寺創建期のllil:丸瓦

が８点出'食した。その内訳は、Ｉ型式３点（ａ：２点)、

Ⅲ型式２点、Ｖ型式２点、新型式1点。新型式（似165-2）

は、斑鳩寺（法隆寺４型式Ａ種、図65-1）やIﾉq天王寺

(似165-3）と同値で、飛鳥寺では初出の素弁八弁蓮華紋

IIif丸凡。斑鳩寺では若草伽藍金堂の創建軒丸瓦の一つと

して、伽熊西方の北垣内瓦窯でﾉﾋ産されたと推定される。

そののち、瓦殖が楠葉平野山窯（大阪府枚方市・京都府

八幡市）に移り、四天王寺川に生産された。今'''1出土し

たものは、瓦施の傷みや胎土、焼成からみて楠葉平野山

窯の産I{,１１に間述いない。l1il窯では、奥山廃寺の角端点珠

素弁八弁蓮華紋Ilil:丸瓦の一つが堆産されたと目されてい

たが、飛鳥寺に瓦を供給した時期とその背餓に興味がも

たれる。（花谷浩）

奈文研年報／l999-II５９



３第ｇｌ－Ｂ次調査

第９２次調査のＢ～Ｅトレンチを設定した水田で、水路

付替工事に伴うバイパス水路の施工に際して、工事立会

調査を行った。バイパス水路はボックス・カルバートの

埋設による。南区は第９２次調査Ｂｉ､レンチの西約６ｍで、

幅３ｍ､延長20ｍ､南半は１段上の水田（Ｈ＝112.9ｍ）に

及ぶ。北区は第９２次調査Ｅトレンチの北東隅にかかる幅

３ｍ、延長15ｍである。

なおＢトレンチの南北２箇所でも、工事試掘により、

断面観察を行ったが、掘削深度が浅く、Ｂトレンチの知

見を追認するにとどまった。

Ｂトレンチ西側の状況南区では、トレンチ北端で

Ｈ=111.0ｍ、南端で111.8ｍまで掘削した。北端での層序

は、耕土、暗青褐色粘土（床土）で、Ｈ=111.5ｍ以下が流

路堆積となり、暗灰色粘質土、灰色粗砂、灰色粘土、灰

色砂、灰色粘質土の北東下がりの堆積が観察された。遺

物の出土は少なく、流路としては、最終段階の堆積と考

えられる。流路底には達していないが、トレンチ西寄り

で検出した青灰色粘土（Ｈ=111.0～111.2ｍ）は、流路以

前の自然堆積の可能性がある。灰色砂から７世紀代の平

瓦が出土した。

Ｅ卜レンチ北側の状況北区は東寄りの大半が既存用水

路工事時に撹乱されている。トレンチ西辺北端で、西側

丘陵の斜面地山を確認した。丘陵に沿って２条の素掘溝

を検出している。

北＝上手の溝は、深さ70ｃｍで、丘陵の岩盤をほぼ垂直

に掘削している。トレンチ壁面に対して鋭角に交わって

おり、幅は確定しない。南＝下手の溝はやや浅く、深さ

25cmで、断面はＵ字形で、幅はやはり確定できない。い

ずれも水田の開墾に伴う職である可能性が高い。

Ｅトレンチ下層の状況Ｅトレンチでは、緩斜面の遺構

面上に数条の溝を検出しているが、この遺構面は、淡黄

褐色砂質土、茶褐色粘質土などからなる厚さ70cmほどの

整地土上面であることが確認された。これはＣＩ､レンチ

の遺構面から連続するものと推定される。

整地土下のＨ=１１０．５ｍ以下は青灰色粘質土の流路堆積

となる。110.2ｍまで掘削したが、流路底の地山岩盤には

達しなかった。岩盤は谷底に向かって急激に落ち込んで

いるようである。

6０奈文研年報／1999-Ⅱ

４まとめ

万葉ミュージアムの建設を契機として着手した、この

地域の調査は、今年度をもって一旦終結する。調査対象

地に対して、発掘面積は些少であるが、２箇年の調査の

成果と課題を概括しておく。

遺構面の形成調査地は谷筋で、その両側の丘陵は風化

の進んだ花樹岩である。谷内の遺構而は、谷川による堆

積の上に、一部、丘陵を削平・整地して形成されている。

谷は東丘陵裾から緩傾斜の平地となり、飛鳥池寄りの西

側丘陵は、谷川の浸食により、急な傾斜である。

谷の利用状況流路SDO10の堆菰中には、縄文時代の遺

物もあり、この谷筋が古くから利用されたことを示す。

整地を伴う積極的な利用は、７世紀中頃には始まってい

たようだ。傾斜の緩い東側を主に利用し、谷川はSDO10

として、西寄りに管理した。流路に沿った５時期の塀は、

流路と活動空間を明確に区画する意図が伺われる。

谷内の活動空間の性格は未だ不明である。建物SBOO4

は西庇付の比較的規模の大きい建物であった。SAO46は

その北の区画施設となる可能性がある。また、流路に平

行するSAO12から、東へ折れるSAO16は、東側丘陵裾ま

で延びるようである。SAO46とSAO16の存在は谷の上流

から下流に、複数の区画が設定されたことを示している。

また調査地南寄りのＣトレンチで建物遺構が検出さ

れ、上流では谷の西側にも、施設を伴う活動空間が存在

したことがわかった。

出土遺物では、少並ながら溶銅、鉱津、琳渦などの工

房関連遺物があり、丘陵を挟んで西側に隣接する、飛鳥

池工房との関連が注目される。一方、やはり出土量は多

くないが、飛鳥寺創建期の瓦が出土し、飛鳥寺との関連

にも注意を要する。この地域での活動が、飛鳥池工房に

関わるのか、飛鳥寺に関わるのかは、遺構・遺物からは

判断しきれない状況である。質的な差はあるが、飛鳥池

遺跡北地区の帰属関係と同様の問題を持つ地域といえる。

流路ＳＤＯ１０の様相調査地上流部のＢｉ､レンチと第

91-6次南区は全体が流路堆積、，．Ｅトレンチに遺構面

があり、流路SDO10は，．Ｅトレンチ間を流れていたと

想定される。Ｄトレンチの掘立柱塀SAO４２．０４３が、当時

のSDO10の方向を示しているようである。中流のＧトレ

ンチでは、SDO10の東岸から最深部までを確認した。



図６６掘立柱建物ＳＢＯＯ４南東から

爺深部は幅1.5ｍで、東で１段商いテラス状の流路底を含

めて３ｍ程である。西岸は未確認だが、現地形から兄て

流路幅は城大６～７ｍであろう。満水時の水深は0.8ｍ程

になるが、通常の水並では、浅い流れであろう。下流部

のＩトレンチでは東岸から雌深部までを確認した。流路

は徐々に両へ移り、現状用水路まで25ｍ程の範州で推移

した。谷から出た流路は、飛鳥寺寺城東辺に沿って北流

するのは間違いない。

流路ＳＤＯ１０の'性格流路SDO10は、谷筋の職種的な利

用にあたり、既存の谷川を整理・改修したものと位悩づ

けられる。SDO10の成立は７世紀中頃と推定するが、ｉｊｌｉ

岸を強く浸食し、平安時代後期には、現在の川水路の位

置まで西遷し、当初の流路部分は水II1化していた。

さて､前年度の報告では、SDO10と.iIf紀にいう「狂心渠」

(たぶれどころのみぞ）との関連について言及した。

SDOlOがＢトレンチをさらに遡ることは明らかであるが、

図６７流路ＳＤＯ１０Ｉトレンチ南西から

ｋ流部では人為的な開削の痕跡を確認するにはいたらな

かった。また「rik山の石」に相当する天理産砂岩は、

今叫の洲在でも出上していない。「狂心渠」か否かは、

SDO10がこの谷から出た、さらに下流部の様相が明かに

なるまで、判断を差し控えておきたい。

（長尾充．土器：西口．瓦：花谷）

コラム：あ す か ふ じ わ ら ④

表５１９９８年度の記者発表

日付 発表内容

1998.4.15. 瓶!:↓池辿跡検出の掩飾鋳造逝僻について

１．２３ 飛恥池遺跡飛鳥藤服飾87次淵fff

現地磁明会4.26．兄学稀89(略

９．．１． 飛鳥藤原第84次洲在111ｋ木簡について（その３）

9.29. 飛‘冊池遺跡出上の金・銀

特別公Ⅲ１０．７.～10.30．於・,ﾘM在部

10.15. 唯‘!:6池辿跡飛胤藤111〔第93次洲炎

現地説明会10.18．兄学荷600:iﾉｉ

12.22. 飛鳥池瓦窯の発兄とその愈抵

1999.1.19 飛恥池遺跡出､ｋの樹本銭

特別公開1.25.～2.1()．於・捌代部兄学細3()()端

３，１１． ,』f伽池廃非の発掘綱炎南1ｍ・IniIm廻廊およびIlIlnj推定地

現地脱明会3.13．兄学将‘１００名

関連調査

節87次

節87次

第84次

節87次

鋪93次

第93次

節93次

第95次

◆記者発表の記録

本年度は、当調査部主催の鞭道記者

発表が、Ｉ;１．８何行われた。うち７Iulが

飛13池遺跡の関連である。これで同辿

跡の記者発表は、1997年の調企開始以

来、辿算13mとなった。

現地Ｉ説明会は、３１，１を開催して、兇

学者総数約1900名の盛況であった。

調在部の展示室では、飛脇池巡跡出

土の「金・銀」と「樹木銭」の特別公

開を行った。とりわけ、禰本銭の展示

期間の兄学若は､一Ｈ平均700端を超え、

l3u間で通常入館者の５年分？を記録

した。狭い基準浅科展示室は大混雑。

庶務室は問合せの電話への対応でおお

わらわであった。（Ｎ）

奈文研年報／1999-11６１
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◆川原寺の調査一第９１－ｱ次

遺構は検出できず、遺物も出土しなかった。

当初計画の竪坑位置は、川原寺南而大垣北雨落溝の想

定線上で、南門から西へ83ｍに位置する。南北３ｍ，東西

４ｍの調査区（束区）を設定して調査を行ったところ、

後述するように石列と瓦敷きからなる、川原寺関連と考

えられる遺構が検出されたため、竪坑の設置を中止し、遺

樵を現状保存することとなった。協議の上､代替地として

南西へ３ｍ移動した地点に南北３ｍ、東西４ｍの調査区

(西区）を設定して調査を行った。調査期間は東区が1998

年７月１日～３日、西区が同９日～１０日、共同溝敷設工

事立会は７月２日～29日まで行った。

１はじめに

本調査は、川原寺史跡指定地内における、電力・水道

の共同溝敷設工事に伴う事前調査である。調査地は川原

寺南側の県道多武峯．見瀬線で、工事の総延長は250ｍで

あるが、史跡指定地の西半にかかる約200ｍについて調査

した。共同溝の埋設については、工事にあたって立会調

査とし、竪坑設置箇所については､新たに掘削をうけるた

め発掘調査を実施した。

共同溝埋設部分については、既存の水道管埋設時に、

路面下1.6ｍまで掘削を受けており、地111まで達していた。

iWUrir謡~：
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図６８第９１－７次調査位鱈図１：２５００
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図６９第９１－７次調査遺構図１：１００

２基本層序

アスファルト舗装、道路艦上の下は、旧水IⅡ耕土、茶

灰色砂質土と暗灰色粘質土（辿物包含肘）で、これを除

去した青灰色砂質土ｋ而で辿構検出を行った。辿構Ｉｍ向

は、東区がH=117.0ｍ、西区が116.9ｍである。東Ⅸ、西lＸ

ともに遺物包含層中には中11tのものと見られる暗渠があ

り、多量の瓦が詰められていた。

３検出遺構

ＳＸ５７０東区北寄りで検出した束lli方向のｲ．『列。５()～

70ｃｍ間隔で５イ:iが並ぶ。石は長径30～40cmで、長径方ＩｉＩｊ

を南北に揃えて、ｔ面を平刈に据える。据付掘形を覆うよ

うに瓦敷SX571がある。1993-2次訓在Ⅳ区で検出した南

面大垣北雨落祇SD475の延長上にあたる。SD475は南側ｲｉ

の残存高がH=117.4ｍ、北側石が117.2ｍ、渉底が117.1ｍで、

SX570の上面117.0ｍは、SD475の底に近い。

ＳＸ５７１石列SX570の周囲に敷き詰められた瓦敷き。北

側はトレンチ北方へ30cm以上続くが、南側はSX570の南

約40ｃｍまで広がって止まる。

ＳＸ５７３Ｗ区北端西寄りで検出した南北方向の７１『列。

長径20～30cmで、２石を検出し、トレンチ北に１石が続

くことを確認した。

ＳＤ５７４Ｉ）ii区西端の南北方向の素捌溝。東ﾊはｲi列

SX573の西60ｃｍにあり、西に向かって落ち込んでおり、

西),iはトレンチの西方にあって規模は不ﾘ1．

４出土遺物

土器は小片が数点出Ｉ宣しただけである。凡は包含屑中、

特に中|此の暗渠から多く出土した。丸瓦506点、76.3kg、

平瓦1,329点、198.8kgである。軒丸凡は601Ａ型式２点、

601Ｂ型式１点、601Ｃ型式１点、Ilil:平瓦は751型式１点、

吸狐１点、651Ｂ哩式３点、651Ｄ型式３点、651型式２点

が出土した。なお、東区の瓦敷SX571の瓦は取り上げず

に埋め辰した。そのほか方形三雌噂仏１点が出土してい

る。

５まとめ

今ＩｉｌＩの洲盃で検出した遺構のうち、東区の石列SX570

と凡敷SX571について考察しておく。この延憂上の東

3.5ｍの位慨に1993-2次調在Ⅳ区があって、ここでは洞組

祇SD475を検出し、川原寺南面大域の北雨落溝と推定し

ている（『藤原概報25』102～106頁)。このｲi組溝は両側

に花耐岩川原万を立てており、ｌＩｌｍは側石内法で約1.5ｍあ

る。イi列SX570を束へ延長すると、石組渉の中心やや南

寄りにあたり、凡敷SX571の南端は、石組溝南側行より

も南に広がるようである。調査範州の制約から、SX570

とSX571の性格は明らかにできていないが、SD475からわ

ずかな距離を隔てただけで、様ｲ１１が異なっている。両調

在区の間でSD475が北側に折れる１１J能性をも考慮すべき

なのであろうか。今後の周辺の調侮成果に期待したい。

（鈴木恵介）

奈文研年報／1999-11Ｇmｇ
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この時期、須恵器杯は口径、立ち上

がりの縮小とヘラケズリの省略の方向

に変化する。1-1径12.5ｃｍの24,25は小

さな立ちｋがりで底部へラケズリ。そ

れぞれ飛鳥寺の西回廊基壇、南石敷広

場下層から出土した（『藤原概報１３．

１５｣)。飛鳥寺回廊の完成は592年｡形態

手法の上でも飛烏Ｉに共通点が多い。

豊浦寺講堂下屑の掘立柱建物以前の土

層から出土した須恵器杯Ｈ（27)は'二ｌ

径１４ｃｍで底部ナデ調整。建物が豊浦

宮と関わるならば、西暦593年以前。

土師器杯Ｃ（28)は建物廃絶後で誰堂

以前の土器。須恵器壷(26)、土師器

杯Ｈ(29)も誰堂以前(『藤原概報16』)。

ともに592,593年以前と推定される

飛鳥寺西回廊の須恵器杯Ｈ(25)と、豊

浦寺下届の27との違いは明確である。

どちらがどれだけ､その年代に近いの

か｡そして､その向こうに｢黒褐色土屑」

の土器、「飛鳥寺下届」がある。上肘．

埋土資料が｢飛鳥I｣の標式資料となっ

ている旧小墾、宮推定地SD50の評価

を含めて検討を続けたい。（西口毒生）

進の理解と出土状況から年代を推定で

きる資料も、それぞれ数点ずつながら

期えてきた。併せて飛鳥地域の再開発

時の姿を探る手だてとしたい。

黒褐色土層の土器には､土師器杯Ｇ、

杯Ｈ、蕊、鍋、須恵器杯Ｈ、蕊、壷等

がある。しかし「飛胤Ｉ」を特徴づけ

る金属器模倣の器極一土師器杯Ｃや須

恵器杯Ｇ・杯Ｂは１片もない。その点

で整地土の土器との違いは明確である。

土師器杯Ｇ(9～14)には多様な1.1縁

端部のものがあり、ｔ師器杯Ｈ(15.

16)は底部のケズリが狭く、口縁部と

の間に鋭い稜が付かない。これらは古

相の飛鳥Ｉに受け継がれる。土師器艶

(17～21）は、旧小墾、宮推定地SD50

股下屑資料に似た蔽立気味の口縁部を

もっている。

須恵器杯Ｈ（1～8)は立ち上がりの

形状は多様ながら1-1径(蓋あるいは身

の蓋があたる部分の直径)14ｃｍ前後で

底部へラケズリが大半を占める。１１径

14.5ｃｍ前後の飛脇寺下届（２２．２３：

1983年再測）より新柑を示す。

●飛鳥地域の再開発直前の土器

1990年、雷丘の東方150ｍで、東西

幅110ｍを越える沼状地形とそれを石

組暗渠を設置しながら埋め立てた大規

模な盤地の跡が発見された（山田道第

２．３次調査『藤原概報21』1991)。

近年、奈良時代の小治、宮の発見を

承け、推古朝の小墾田宮をも雷丘周辺

に推定する説が提起され、この整地は

その亜要な根拠とされている。

図70の1～21は整地の西端、南北に

整形された地山に沿って堆獄した、整

地以前の土層一黒褐色土層出土の土器

である。土器は少最ではあるが、それ

でも飛鳥寺の造営が始まった588年以

前に限定できる「飛烏寺下屑」資料が、

｢飛脇寺発掘調交報告』（1958）所救の

須恵器杯Ｈと蓋各１点の実測図である

ことからすれば、賀最ともにそれを補

うにたる内容をもつ。

「飛鳥寺下層」発見後、４０数年を経

て、豊浦寺下層、飛鳥寺西回廊基斑、

飛鳥寺南方石敷広場下胴など、遺跡変

画 画
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◆吉備池廃寺の調査一第９５次

１調査の経緯と椴崖

吉備池廃寺は桜井市吉備に所在する溜め池「吉備池」

の護岸-画靖hIIIiに伴う調査で発見された飛鳥時代の寺院

跡である。この調在は辿跡保存の盗料を得るI-I的で桜井

市教育委貝会と共同で行っている調査の３１IiI目である。

吉備池の南東隅と南辺には２つの大きなｋ塊があり、

主に東南部で瓦が採集されることから、凡窯説と寺院跡

説とがあった。南東部の謹岸の取り扱いを探るために、

1997年１月から東の土城の発掘調在（第81-14次）が計iliIi

され、それに先立つ地中レーダー・磁気探究では、瓦窯

ではなく｜［大な基域らしい反応があった。

発掘調査の結果は探査成果を裏づけるもので、束の土

亜は東西37ｍ，南北約28ｍの掘込地業の上に、版築土を

積んだ尚さ２ｍ以上の巨大な韮蝋であって、南面する金

堂跡と判断した。出土した軒凡が西暦641年に造営が開始

されたlllIlI寺所用瓦の祖型にあたり、基輔および想定さ

れる伽態の規模が通常の飛鳥時代寺院の規模をはるかに

越える巨大なものであることなどから、この寺院跡は西

暦639年に鮮明天皇が発願した「百済大寺」跡である可能

性が高いと考えられた。

1998年１月からの西の土鯉の調森（第89次）では、そ

れが一辺30ｍ近い方形で、商さ2.1ｍ以上の基壊であり、

中央部に南北８ｍ、東西６ｍ、深さ0.4ｍの巨大な抜取穴

があることから、塔跡と判断した。ここでは掘込地業は

なく、旧地表面から版築'二を穂み上げて造られていた。

基壇規模の大きさからも「九亜塔」であるIIJ能性が高く、

寺院跡が｢百済大寺」である可能性はいっそう尚まった。

また、塔基壇南端の南方約30ｍにI陥約６ｍの|叫廊があ

ることを確認した結果、吉備池廃寺の伽隙は、東に金堂、

西に塔があり、回廊がそれらを取り囲む「法隆寺式伽藍

配置」であって、両基蝋間の中央部南方にI↑1門が開くも

のと想定された。中門想定位置の水、畦畔が南に張り出

してみえることもその推定を支持していると考えられた。

1998年lOjj～l2j1、桜井市教育委貝会は．IIf備池の東北

部で宅地造成に伴う発掘調査を行って、大規模な東西棟

掘立柱建物を検出し、巾枢伽藤との位侭関係から僧房の

一部と推定した。韮城外装材がみられず、出土ｉｉｉ|:凡が少

ないこと、側廊が痕跡的であることなどを理山に、早く

も提出された,'f備池廃寺未完成説を否定する電要な発見

であった。

これらの成果をうけて、今年度の調査は伽礁の規模と

構造を把握するために、（１）南IIiiIIiI廊の111央に想定され

る中門跡の確認を目的として、その西半分とIIII廊の一部

が収まるであろう水田（小字カムリ石）と、（２）四面回

廊あるいは寺地のijIi限を探る目的で、塔の西の水1,13枚

(小字辻カマチ）に調査区を設けることにした。I淵査の進

行に伴い、（３）Inl廊南西隅想定位慨にも小規模な調査区

を設定した。調査而稚は合計約720㎡。

結果、（１）では南面回廊を長さ17,分検出し、それが金

堂と塔の中''111級を越えて束に延びていることから、そこ

には中門が存在しないことが判明した。（２）では南而回

廊北雨落瀧の抜取渉と類似した溝を痕跡的ながら確認し、

塔坐鯉西端から23ｍに、南ImlIII廊と同規模で西而回廊が

想定できた。また、西面lnl廊の外に北東～南両へ延びる

賠渠SD210を発兄し、少なくとも塔基鞭から１li50mまで

は寺地に含まれることが明らかになった。しかし、回廊

外側雨落溝の南西隅部に設けた（３）では明確な遺構は確

認されず、回廊規模等についても、なお調査検討が必要

である。調査は1999年１月711に開始し、４月221]に終

ｒした。

２検出遺構

以下では、便宜的に(1)を南ｌ区、(2)を束から西２～

４区、（３）を南西区と呼称し、検出した遺構を調査区ご

とに概述する。

奈文研年報／1999-Ⅱ６５



図７１第95次調査付摺図１：２５００

制制奈文研年報／1999-11



南ｌ区

吉備池廃寺に関連する遺構として、南而回廊SCl60と

その足場穴列SA181・’82などがある（図７２．７３)。

南面回廊ＳＣ１６０第89次調査の東延長上で、長さ17,

分を検出した。南雨落溝にあたる石組渉SD161、北雨落

溝の抜取流SD162、その南岸の黄色粘土の帯SX183、回

廊北側柱礎石抜取穴SX185とからなる。

石組溝ＳＤ１６１幅約１ｍ、深さ0.4ｍの掘形溝を掘り、

その両側に25～50ｃｍ大の自然石１石を立て並べている。

l陥35～45cm、深さ30cm・検出した17,分で西方が約22ｃｍ

低い。流水による堆積土はなく側石の上まで均一な粘質

土で丁寧に埋め立てられている。

抜取溝ＳＤ１６２幅1.5ｍ、深さ１５cmの浅い素掘溝で、底

には抜き取られた石の痕跡が点々とみえる。

この渉の南岸にある黄色粘土の帯SXl83は、第89次調

査区でも確認され、抜取溝よりも古い造作で、基域縁石

の掘形か抜取りの可能性がある。その場合、石組溝

SD161の内側は後述するSD180で流されていて確認でき

ないが､基壇の南縁石は石組櫛北側石の内側に想定され、

回廊基域１幅は約5.6ｍと推計される。

回廊雑城上は、回廊の南側柱列が東西溝SD180で壊さ

れている上に、基壇土に相当する土はほとんど残されて

いない。その上面で北側柱列の礎石抜取穴に関わるとみ

られる土質の違い（SX185）を６簡所確認した。桁行柱

間は約３ｍに復元されるが、SX185は極めて痕跡的であ

って、その真偽を含めて、なお検証が必要である。

南面回廊のこうした状況は、東西識SD180の存在を除

いて第89次調査での所見と同じで、回廊基塑が大きく削

平されていることを伺わせるが、それが塔の真南から

塔一金堂の中軸線を越えたところまでの長さ48ｍについ

てはほぼ真東西に、一直線に延びていることが判明した。

掘立柱塀ＳＡ１Ｂ１・ＳＡ１Ｂ２抜取祇SDl62の下で検出

した塀SA182は一辺0.3～0.7ｍの不整形な掘形で、径15ｃｍ

の柱痕跡が残る。柱間は約2.1ｍ・抜取溝より古く、柱痕

跡に基壇土起源の黄色粘土が入る。石組満SD161の南に

あるSA181は石組溝の掘形よりも古い柱穴で、柱間、掘

形の規模などもSA182に似ている。

SA181とSAl82とは柱位悩が微妙にずれており、両者

を一体で先行する建物とみることは難しく、ともに回廊

造営時の足場穴であろう。回廊が未完成であったとする

鮪0,‘ 1.,5.000

Ｉ

"■ 瞳

に二コsKls9(弓lsK,柵

b■ 凸一 万L ■Ⅱ

6１Ｋ’９月

ﾛ愚
雲寧

ｅ
一一一市
一一弓

一ー

Ｘ＝

､166.260

ＳＢｌ９０

】1

零産墓急ISDl5l

ﾌ『
･166.280

図７２第９５次調査南１区遺構図１：２５０

議論が成立しないことを示す重要な知見である。

土坑ＳＫ１ｇ３一辺1.2ｍ、深さ0.1ｍの浅い土坑で、比較

的多くの瓦類が出土した。瓦廃棄に関わるのであろう。

吉備池廃寺廃絶後の遺構には、掘立柱建物SB190、東

西満SD180、土坑SK187～189といくつかの柱穴がある。

また、寺造営以前の遺榊に南北土坑SKI86がある。

掘立柱建物ＳＢ１ｇＯ調査区束端で検出した一辺1.0ｍ、

深さ0.5ｍの柱穴３個で、いずれも柱掘形に回廊基壇土が

起源と思われる黄色粘土塊が入り、中央の柱穴は抜取溝

よりも新しい。柱間は2.1ｍ等間に復元でき、東西棟建物

の西妻柱列と思われる。

東西溝ＳＤ１ＢＯ幅３ｍ、深さ0.8ｍの素掘溝。底中央部

には細い砂渉がある。北壁沿いの堆祇土には黄色粘土が

混り、上は黄色粘土で埋め立てる（図73)。堆積土からは

比較的多くの吉備池廃寺の瓦類と飛鳥Ⅳ～Ｖの土師器

翌・杯、馬骨、木製品などが出士した。位侭が推定藤原

京三条大路に近く、その北側渉の可能性があるが、規模

の大きさと西方で検出されていない点に疑問が残る。

土坑ＳＫ１Ｂ７～１８９大きさと形状と配置に規格‘性があ

り、小磯の多い埋土が共通する。SK189には藤原宮期の

土師器杯Ａ等が少堂含まれ、当該時期の一連の遺構であ

奈文研年報／1999-Ⅱ６７



SＣｌ６０

Ⅷ＝RO-H0nl

SＣｌ６０SＡＩ Ｄ１８０

質土が水

一
暁

一
一

一
一
一

一
一
一
一
一、一 』

’
一
一
一
一

／
万
〒

一
一
伽

一
一
一
了

ＳＤｌ６１

ァ
卿

gＸＩｇ３

、一基

ノ

lＩＬ－ｊ
ー

SＤ１６２

、 ＳＸｌ８５、
～一一一一一

Eqi

Ｌ〆

)‐

熱

で-ri弓ＩＪＷ

｜
挙
叫
，
。
霞

SＡ 1９２

0

溝は近世井戸SE220以西では、上半部を素掘溝SD225

平堆積し、SX215埋土のような河原石はないｃ
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石抜取SX202SD201の西約６ｍにある水田畦畔下で検

出した直径20～30ｃｍの石抜取穴４個で、後述する暗渠

SD210の埋土である黄色粘土の上面に掘り込まれている。

周辺には中世の小溝を除けば､他に遺構はなく、SD201と

の位渦関係から西雨落溝に関わる遺構と考えた。

礎石抜取痕跡ＳＸ２０３南面回廊のSX185と同様わずか

な土質の違いとして認識できる程度で、ここでも回廊基

壇は大きく削平を受けていると判断される。

塀ＳＡ２０４回廊束雨落溝SD201の東２ｍにある２個の

柱穴で柱間1.6ｍ・北の穴が小さな長方形で浅く、南が方

形でより深い違いはあるが、ともに掘形埋土に多量の黄

色粘土を含む。中軸線をまたぐ位置にあるが性格不詳。

溝ＳＤ２１０西面回廊下から西南西へ延びる黄色粘土の

帯SX215を掘形とし、その底に造られた1幅0.9ｍ、深さ

0.15ｍの素掘溝で断面が浅い箱形をなす。掘形は断面Ｖ

字形で幅２ｍ、深さ0.6ｍ・中央に人頭大の河原石を積み

図７３南面回廊ＳＣ１６０士層図・平面図１：６０

2｢ｒ

検出し、その間で約35cln西方が低い。中枢伽藍内部の水

を西面回廊の下をくぐり排水する目的であろう｡

に壊される。SD225は幅1.8ｍ、深さ0.5ｍの断面箱形で砂

は金堂の掘込地業の底の様子と類似しており、暗渠であ

った可能性が高い。SD210は西３区西端まで約22,分を

ろうが、性格は明らかでない。

その他、柱穴には柱掘形あるいは柱痕跡に黄色粘土が

入る浅いものと、埋土が灰色粘土で深いものがある。前

者は吉備池廃寺廃絶後の柱穴で､後者は寺以前の柱穴の

可能性がある。いずれも建物にまとまらない。

土坑ＳＫ１８６幅1.2ｍの南北に長い土坑で、石組溝

SD162より古く、埋土には古墳時代の土器細片が含まれ

るものの、時期・‘性格は決め難い。

西２～４区

塔の南北中軸線上にある第89次調査区の西に設定し、

後に西３区について拡張した（図74)。

吉備池廃寺に関わる遺構には西面回廊SC200、その東

側の南北塀SA204、回廊の下から西南方へ延びる溝

SD210及びその関連遺構と、土坑SK216～218がある。

西面回廊ＳＣ２００西２区の西半部にある溝SD201、礎

石抜取痕跡SX203、西２区と西３区との間の水田畦畔下

で確認した石抜穴SX202が、回廊に関連する遺構と思わ

れるが、いずれも極めて痕跡的であって別の地点での検

証が必要である。

溝ＳＤ２０１塔基壇の西約23ｍにあり、北端を柱穴

SX205で、中央部を中世の南北小溝で壊されるが、両側

底に灰色粘土が点々と続く。この所見は南面回廊の抜取

溝SD162と類似しており、西面回廊東雨落溝の石組の抜

取溝と考えた。

上げ、それを黄色粘土や灰色粘土で厚く覆う。この構造
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土坑ＳＫ２１Ｓ～２１ＢＳＫ２１６は溝SD210を埋立てた黄色

粘土上に掘られた東西に長い長方形の土坑で東西両辺側

が浅く中央部が深い。東西2.3ｍ、南北1.2ｍ､深さ1.0ｍ。そ

の北３ｍにあるSK217は径約２ｍの円形土坑で、西辺に

は1幅５cm、長さ30ｃｍの板２枚が打ち込まれている。両者

は埋・kが類似する上に、南北に並んでおり、礎石抜穴等

の可能性を考慮して、調査区を拡張したが南には続かな

い。西方のSK218も埋土が共通したl負坑で、これら３つ

の土坑は、溝SD210より新しく、後述する藤原宮期の東西

満SD219より古い。寺廃絶に関わる土坑であろう。

吉備池廃寺以後の遺構には、西３区に東西溝SD219、

土坑SK221、西４区に東西溝SD226、塀SA227などがあ

るほか、いくつかの柱穴および近世井戸SE220がある。

東西溝ＳＤ２１ｇ溝SD210の北にあるI陥0.6～0.9ｍ、深さ

0.1ｍの素掘溝で、藤原宮期の土器が出･'二。推定藤原京三

条大路の北60ｍに位置し、坪内区画満の一つであろう。

土坑ＳＫ２２１近世井戸の西にある逆Ｌ字形の土坑。底

はＶ字形をなす。上層から比較的多くの瓦が出土した。

東西溝ＳＤ２２６１幅2.1ｍ，深さ0.3ｍの素掘溝で、西３区

ixi端に始まり西４区以西に延びる。長さ26ｍを検出した。

杭等で護岸した東端は九条大路の西約48ｍ、三条大路の

北約48ｍにあり、坪内の堀割であろう◎藤原宮期の土器

少埜と判読不能の木簡、板材､獣骨などが出土した。

塀ＳＡ２２７溝SD226の北1.5ｍを併走する塀で、柱間

2.1ｍ等間、４間分検出した。柱穴は辺0.6ｍ，深さ0.2～

0.4ｍ・

南西区

西而回廊が痕跡的であったため、より明確な南面回廊

南雨落溝を検出して回廊南西隅部を確定するために設け

たが、中世の小溝の他は東西溝SD240と土坑SK242、柱

穴数基を痕跡的に確認したにとどまる（図74)。

東西溝ＳＤ２４０Ｉ幅0.8ｍ，深さ0.1ｍの素掘溝で、埋土に

は砂喋が多く含まれ、藤原宮期の土器が少並出土した。

溝の位侭は南面回廊南雨落溝の西延長線のやや北にあり、

その抜取痕跡である可能性があるが、西面回廊西雨落溝

想定線以西に延びる点で疑問がある。また、出土土器か

らは三条大路北側溝の可能性もあって、決めがたい。

土坑ＳＫ２４２東西満SD240の下で検出した土坑で、回

廊外雨落溝の南西隅想定位瞳に近いものの、東の調査区

で検出されない疑問点がある。

７０奈文研年報／1999-Ⅱ
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図７５第９５次調査出土軒丸瓦ＩＡ１：４

いずれにせよ、南西区の遺構検出而は、約84ｍ離れた

南ｌ区よりも１ｍ余り低く、南１区の石組溝がその傾斜

のまま延びているとした場合、石組の下面がSD240の底

に相当する。この地区では回廊関連遺榊は完全に流失し

ていることも考えられ、西而回廊についてはより良好な

状況での調査結果を待ちたい。

３出土遺物

土器・瓦類のほか木簡、板材､鉄釘、獣付などがある。

土器・土製品土師器、須恵器、瓦器、白磁・青磁、施

紬陶器､円筒埴輪などがある。東西溝SDl80、．k坑SK189、

東西櫛SD226に飛鳥Ⅳ～Ｖに属すものがやや目立つ程度

で、寺跡に直接関わる土器はほとんどない。

瓦類軒瓦、丸・平瓦がある。主に東西溝SD180、土坑

SK193と西３区の土坑SK221周辺から出土し、SD180から

は全休の半雌を得た。軒瓦は吉備池廃寺創建軒丸瓦Ｉで

１Ａ、ＴＢの２種がある。総数１０点。内訳は１Ａ６点、Ｉ

Ｂ２点、種別不明２点。軒丸瓦１はIIIl1I寺式粁丸瓦の祖

型となる単弁八弁蓮華紋で、半球形の中房に１＋８の蓮

子をもつ。『年報1997-Ⅱ』では外縁を五亜圏紋と報告し

たが、実際は三重圏紋でその外側は緩い斜縁である。三

亜悶紋の二面目が幅広い特徴は、後の山川寺式軒丸瓦に

受け継がれる。１ＡとＩＢの紋様はきわめてよく似ている

が、ＩＢの方が子葉や蓮子の配瞬が幣然とし、１Ａより若

干大きな中房に同心円状にめぐる微妙な凹凸があること、

外縁の三:亜悶紋の外から一、三亜目が１Ａより太いこと

などで判別できる。丸瓦の取り付け手法は丸瓦の広端凹

面側を斜めに削るだけのものと、そこに縦方向の刻み目

を加えたもの（lXI75）がある。

丸・平瓦の内訳は丸瓦130点(29kg)、平瓦596点(80kg）

で、ともに厚手品(厚さ1.8～2.6cm)と薄手品（１．１～1.6cm）

とがある。凸面をナデ消すものが多く、わずかに平行・

正格子・斜格子叩きを残すものがある。



４成果と課題

今回のI淵査は前'111までと異なり、検出した辿構は痕跡

的で、当初に掲げた課題がI~分解明されたわけではない０

以下、成果と課題を列記してまとめとしたい。

＜黙・金堂IlIIiilll線ｋにIl11IIjはない＞

前回までの調査成果からかなりの諾然性があると思わ

れた黙と金唯の中央南面に11｣門が開くとの推定は、その

中軸線を横切って、塔跡の真南で検出されたのと同じ規

模の同廊を検出したことで否定された。

中門推定の根拠の一つであった塔一金堂中軸線付近で

南に張り出すと見えた水II11IM:畔は、条1K復元例を|〔祝的

にみれば、むしろ塔前付近が北へ寄っているのである。

また、遺撒間に図示しなかったが、調査区全域で検出さ

れた水田耕作に関わる小満は、南ｌ区南端、イi組渉の南

２ｍ付近以北では南北方向に苫しいのに対して、以南は

1984年洲炎の冠名遺跡を含めて東西方向に群しい。この

所見はこの位置が中世段階の水田畦畔－１１１境の位侭であ

って、より南にある現在の畦畔と小さな水路が形成され

たのがそれ以後であることを明確に示している。「遺作条

里」による古代遺跡の推定復元の落とし穴であろう。

なお、冠名遺跡の北半が河川状を呈しているとの所兇

を以て、そこに幅50ｍ以上の河川の存在を想定し、それを

｢百済川」とみる説もまた、根拠に欠ける。昨年の回廊検

出地点や今回の西３ⅨﾊIil辺の遺構検I|{而下には粘良な砂

屑があり、そこには北東部の丘陵に平行した南東～北西

への古い流路が確認できる。近世井戸はその水脈に掘ら

れたものである。また、南ｌ区南端には東IjIi方向に砂牒

層がみられるが、磨滅した吉備池廃寺の瓦が''111t近|ｉｔの

土器とともに含まれている。冠名遺跡北半に広がる1冊

50ｍ以上の河川とはこの中近11tの砂牒胴をさすIIJ能性も

ある。いずれにしても、吉備池廃寺段階の河川ではない。

そもそも蘭済大宮と．lZi済大寺が建てられた場所を示す

｢百済川辺」の語がもつ距離観は主観的であって、百済川

が約200ｍ離れた現在の「米川」である可能性もあり、川

の存否は寺名比定の娃非を問う根拠にはなるまい。

＜III1廊は光成していた＞

建物造営の手順では韮聴外装や雨落櫛の施［は、建物

の造作でそれらを傷つける恐れのなくなった段階で行わ

れるものである。今Ir1I、南而回廊南雨落洲を広範囲に検

出し、加えて、':lj落満施工以前の足場穴列が検出された。

伽廊未完成説は成立しえないであろう。僧房とも推定さ

れる吉備池北東部の伽立柱建物の存在からも、伽嵯の完

成度はかなり,断かつたものと考えるべきである。

しかし、検}Ｈした両面lnI廊は極めて痕跡的な状況であ

り、両南隅についてはさらに明確でない。今後、より良

好な地点での検証を必要としている。

＜I''''1jの位iiviLと伽藍lIWfは？＞

回廊は完成していたのに、塔一金堂の中il1II線上に''１門

はない。ではどこにあるのか。、廊は塔の典南でも確認

されているから、Ij[ilmと黙一金堂'''1仙線までの南面はIqI

廊で閉じられており、東'１Wに長い掘込地業をもつ金堂が

南面するのはほぼ確かであるから、中門は南面同廊上の

黙一金堂IlIIliIiI線以東に想定しなければならない。残され

た候補地の第一は金堂正面であろう。

しかし、その場合はｌＩＩｌＭｊが伽態の束に伽することとな

り、ｒ１１門の位悩まで含めた場合の典型的な「法隆寺式伽

慌配慨」のモデルとはなりえない。いずれにせよ、これ

まで知られていない配慨である。

また、伽礁の左右対称性を念頭に瞳いて、金堂の東や

北に他の蝋塔を肥侭する伽礁とみることも、金蝋の東の

地形からは困雌な想定である。すなわち、昭和30年代作

成の地形図（似171）では、金堂の東に低い残丘（小字カ

ウベ）があり、１１W北方の春11神社袈山まで微商地が連な

っているｏｉＩｆ術池の北辺の堤はその南西裾を結ぶ位侭と

方向にある。池北東部での桜井IIiの1998年調介では、僧

房と推定する掘立柱建物は赤黄色の111.k上で検11｛されて

いて、そこが丘陵の一部であったことがわかる。吉備池

廃寺あるいは藤原京の造営に際して削平整地したと考え

られる。近年まで丘陵が残る所に、堂塔および東面IiiI廊

が作られていたとは考えられないのである。

現段階で伽隙規模を概算すると、Inl廊の東四I脇は、

塔一金堂堆聴間の中点からIIiIiiilI1I廊西雨落満推定線まで

の距離約84ｍを折り返した約168ｍの数値が得られ、小字

カウベの丘陵西裾におさまる。IIiI様に南北I傭は、検出し

た南面回廊l櫛雨落瀧が塔の南端から36.8ｍにあり、塔の

辺長を30ｍとし川廊が南北対称にめぐると仮定した場合、

その数値は約104ｍとなる。しかし、東西I脈については、

塔一金堂韮｣Wii間の中点が伽盤の東西の中軸であることを

示す施設などは確認されなかったし、南北幅についても、

奈文研年澱／1999-11７１



塔の一辺長30ｍは未確定で、巨大な抜取穴の中での心礎

の位置も決めがたい。さらに、塔の中心と金堂の中心とは

２～４ｍ程ずれていて、そのいずれが伽藤の南北中軸線

であるかは、なお検討が必要である。伽藍・回廊規模の

確定は１１．１門、東面回廊などの検出を待たねばならない。

＜寺地の範ljllは？＞

西３区の渉SD210は、その榊造と傾斜･から伽藍内部の

排水を意図した暗渠である可能性が高く、少なくとも確

認した両端（両面側廊の西約22ｍ）までは寺地に含まれ

る。また、その西24ｍまで及ぼした西４区内でも西限を

示す遺構は検出されていないから、西限は南北里道かそ

の外側と考えられる。他の辺についてはさらに確証がな

いが、束については比較的多雌の吉備池廃寺の瓦が発見

された桜井市1995年調査地が含まれるであろうし、北は

春日神社裏山を含めた地域までは及ぶであろう。南限は

柵原考古学研究所の1984年調査地に及ぶのは確実で、河

川状地形の再確認を含めて今後検証が必要であろう。

＜その後の存備池廃寺＞

今回の調査では東西溝SD180、土坑SK187～189、掘立

柱建物SB190、東西溝SＤ219.226、東西塀SA227など、

藤原宮期の遺構を多く発見した。

吉備池廃寺周辺は藤原京域に含まれ､塔跡西端付近に

東九坊大路が､南１区南端付近に三条大路がそれぞれ推

定される。周辺の調査でも、冠名遺跡、その西の柳田地

区、池東北部の1995.1998年調査などで、藤原京の坪内

区画溝、掘立柱建物、藤原宮式軒瓦などが検出されてお

り、藤原京の遺構・遺物は案外濃密である。金堂南西部の

掘立柱建物も、藤原京の街区に営まれたものと理解される。

藤原京の造営は百済大寺が天武２（673）年に高市の地

に移されてから10年未満、天武朝には始まったとされる。

残された土鞭の上に建っていた百済大寺の堂塔の威容が

記憶になお鮮明な頃、その近辺にまでも建物が営まれて

いるのである。跡地がいかに取り扱われたのか。元慶４

(880）年、大安寺に返還された百済大寺の旧寺地である

十市郡百済川辺の旧一町七段百六-'一歩（『日本三代実録j）

がいつ収公されたのか。吉備池廃寺は藤原京の条坊施工

や街区利用の実態をさぐる上でも重要な遺跡といえよう。

（西口毒生・瓦：伊藤敬太郎）

表６その他の発掘調査・立会調査概要

調査次数 遺跡 概要

飛鳥鵬原 山川寺 史跡裟備に伴う立会。里道の盛土を除去したが、遺拙而に達しなかった。また西而大垣推定地で排水群を

第９１－２次 設慨したが、大垣は検出されなかった。

第９１－３次 左京五条三坊 住宅建詮に伴う柵推。中世の南北櫛を検出した。

第９１－４次 IllII1寺 住宅建投に伴う柵在。弥生時代～藤原宮川の遺物包含肺を確認。顕藩な遺椛は検出されなかった。

鋪９１－５次 奥山久米寺 史跡盤術に伴う立会。逝柵面に述しなかった。盛-ｔ中から瓦頬を採築。

第91-9次 左京一条一坊 刷道165号線の拡i脇に伴う洲壷。水路工耶・水近符埋設工聯の捌形にあたり、調査区確而が軟弱で、土府

観察のみを行い、群細柵炎を断念。

第９１－１０次 左京一条一坊 ''1道165号線の側棚付替工蛎に伴う立会。盛土内での捌削で、世構而に達しなかった。

第９１－１１次 宮西而内濠 細手池南東の史跡環 境盤備工覗に伴う立会。辿柵而に逸しなかった。

第91-12次 山川寺 史跡整備に伴う排水ｉ脈股悩工事の立会。過構而に達しなかった。

第91-13次 飛‘蝿池辿跡 吉野川分水改修_I郡に伴う立会。立木の移植のため蛎約90ｃｍ，深さ1.5ｍを掘削したが、表土直下が地山

岩盤となり、遺柵・避物ともになし。

第91-14次 飛,職也遺跡 万難ミユージアム建設に伴う立会。外周水路工１球端部で平安時代以降の流路堆祇を、柵内配水符埋i没位慨

で藤原宮期以降の世櫛而を確認。顕軒な遺構は兄られない。

第91-15次 内裏西宮術地区 農小屋の処て替えに伴う捌森。雌原宮川の遺椛而と宮廃絶後の斜行洲または士坑の一部を確認。

藤原宮期の遺撒はなし。

第91-16次 宮西面内濠 純手池南東の史跡環境盤備工事に伴う立会。遺椛面に逆しなかった。

第91-17次 飛烏寺I櫛而大垣 万紫ミュージアム建設に伴う緊急立会。擁確~1列i:に際し、飛.卿寺関巡逝柵を検出、土肘を確認。

のちに第97次調在を行った。
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